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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　どうしたの？　アン。眠ねむれないの？

　いいのよ。そんな日もあるわ。

　ならママが、昔話をしてあげようか。ハイランド王国に伝わる、妖よう精せいのお話。

　そう、妖精。薄うすい羽が、背中にある人たちのことよ。お金持ちの家なんかで、働かされているのを見たことあるでしょう？

　ほら、はやく毛布にくるまって。そう、いい子。それじゃあ、始めるわね。

　ずっとずっと昔。人間が火を使うことも知らなかった、大昔。この国には、妖精の王国があった。妖精王がいて、妖精たちは王を中心にして、平和に暮らしていた。

　妖精は自分たちの王国を、ハイランドと呼んだ。全すべての生き物の『いちばんてっぺんに立ってる国』って意味でね。そして彼らは、その頃ころは知ち恵えも力もなかった人間を、奴ど隷れいにしていた。

　ええ、そう。

　今は人間が、妖精を使し役えきしているけれど。大昔は逆だった。妖精が、人間を支配していたの。

　いい？　続けるわよ。

　妖精たちは、平和を愛した。彼らは常に、美しいものと楽しみを追い求めた。

　何百年も妖精は変わらず、おだやかに暮らした。

　けれど人間は違ちがった。少しずつ、変わっていった。

　人間は努力して、いつしか火を使うことを覚えた。知恵もつけた。そして人間たちは、とうとう気がつくの。自分たちは、妖精に支配される必要はないってことに。

　今から五百年前。

　人間たちは反乱を起こし、ハイランドを手に入れた。そして妖精を、人間の下僕としたの。

　え？　うん、そうね。

　今の妖精は、可哀かわい想そうね。世間の人は妖精のことを『遊び暮らしたから人間に負けた、愚おろかな奴やつら』って言う。けど、ママはそうじゃないと思う。妖精は人間よりも数が少なくて、人間との力比べに、負けてしまっただけだと思うの。

　どうしてかって？　だってね、砂糖林りん檎ごから銀砂糖を精製する方法を発見したのは、妖精だと伝えられているからよ。この世ではじめて砂糖菓が子しを作ったのは、妖精なの。

　あんな素す敵てきなものを作る人々が、愚かであるはずない。

　だから私たち砂糖菓子職人だけでも、妖精を蔑さげすんじゃいけない。

　友達として、つきあわなくちゃいけないと思うの。

　あなたも、ね、アン。アン？……あら。眠っちゃったのね。いい子ね、アン。おやすみ。

　よく眠って、笑って。そして砂糖菓子みたいに、優やさしい女の子になってね。








　一章　かかしと妖精







　正面から太陽が昇のぼる。生まれたての陽ひの光は、やわらかく白いアンの頰ほおを、明るく照らした。

　御ぎよ者しや台だいの上で、アンは手た綱づなを握にぎった。木も綿めんのドレスの裾すそから、すうっと冷たい風が吹ふきこんだ。質素ながらも清潔な裾レースが、わずかに揺ゆれる。

　深呼吸して空を見あげた。

　昨夜ゆうべの雨が、大気の塵ちりを洗い流したらしい。秋の空は、高く澄すんでいた。

　今日は旅立ちの日だ。手綱を両手で握りしめ、前方を見つめる。

　道はぬかるみ、馬車の轍わだちがいくつも盛りあがっていた。

　自分は今から、この道を一人で歩き出す。不安と緊きん張ちようは、瘦やせた体いっぱいに広がっている。

　だがわずかな希望も、胸に感じる。

　その時だった。

「アン!!　待って、アン」

　背後から声がした。

　アンが乗る箱形馬車の背後には、素そ朴ぼくな石造りの家々が点在している。ハイランド王国北西部に位置する、ノックスベリー村だ。この半年、世話になった村だ。

　アンは生まれてからずっと、母親のエマと二人で、旅から旅の生活をしていた。そのために半年もの間、同じ場所に留とどまったのはノックスベリー村がはじめてだった。

　その村の方から、金きん髪ぱつで背の高い青年が駆かけてくる。ノックスベリー村で砂糖菓子店を営むアンダー家の一人息子むすこ、ジョナスだった。

「わっ、やば！」

　首をすくめ、アンは馬に鞭むちを当てた。馬車が動き出すと、背後に向けて手をふった。

「ジョナス！　ありがとう。元気でね！」

「待ってくれ。アン。待って！　僕が嫌きらいなの!?」

「そういう問題じゃないから──、気にしないで──」

　大声を返すと、息切れしながらジョナスが叫さけぶ。

「じゃあ、じゃあ、待ってくれよ!!」

「もう、決めたから。さよなら！」

　二人の距きよ離りは、みるみる離はなれる。ジョナスは徐じよ々じよに歩調をゆるめて、立ち止まった。息を切らしながら、呆ぼう然ぜんとこちらを見つめる。

　アンは今一度大きく手をふり、再び前を向いた。

「見守っていて……ママ」

　今年の春先。元気と陽気がとりえだったエマが、病に倒たおれた。

　そしてその時、たまたま逗とう留りゆうしていたノックスベリー村で、身動きがとれなくなった。

　よそ者のアンとエマに、村人たちは親切だった。

　エマの病が治るまで村に逗留するようにと、村人たちは勧すすめてくれた。ジョナスの一家など、彼女たち親子に半年もの間、ただで部屋を貸してくれた。同業のよしみだったのだろう。

　けれど。エマの病は治らなかった。半月前に、帰らぬ人となった。

『自分の生きる道を見つけて、しっかり歩くのよ。あなたならできる。いい子ね、アン。泣かないで』

　それがエマの、最後の言葉だった。

　葬そう儀ぎの手配や、国こつ教きよう会かいへの埋まい葬そう手続きなど。雑務に追われているうちに、哀かなしみは心の表面を滑すべるように流れていった。哀しいと思うが、大声を出して泣けなかった。

　エマは今、ノックスベリー村の墓地の隅すみに眠っている。そう知っていながら、ぼんやりした靄もやが心を満たしているように感じるだけだ。

　こまごました雑用が終わったのは、エマが死んで半月後。それと同時に、アンは旅立ちを決意した。

　三日前の夜。アンは世話になったアンダー家の人々に、旅に出ると告げた。

『アン。君が一人で旅を続けるのは無理だよ。君はこの村に残ればいいじゃないか。そして……そうだな。僕のお嫁よめさんになる？』

　旅立ちの決意をしたアンの手を握って、ジョナスはそう囁ささやいた。そして柔やわらかな金の前まえ髪がみをかきあげると、微笑ほほえみながら、艶つやのある瞳ひとみでアンを見つめた。

『ずっと、気になっていたんだ。君のこと』

　アンとジョナスは半年、同じ家に寝ね起おきした。だが親しく話をしたことは、ほとんどなかった。そんな相手に求きゆう婚こんされるとは、思ってもみなかった。

　ジョナスの整った顔立ちの中で、青い瞳はとりわけきれいだった。南の国から輸入される、高価なガラス玉のようだ。

　好き嫌いを意識したことのない相手でも、その瞳で見つめられると、戸と惑まどった。

　求婚されるのが、嬉うれしくないわけはない。しかしそれでもアンは、旅立つことに決めたのだ。

　ジョナスに別れを告げると、ひきとめられると思った。だから早朝、こっそりと村を出ようとした。けれどやはり感づかれたのだろう。ジョナスは追ってきた。

「結婚……」

　ぼんやりと、口に出してみる。まるで自分とは、縁えんのない言葉に感じる。

　ジョナスは村で、女の子の人気を一身に集めていた。

　彼の家が裕ゆう福ふくな砂糖菓子店であるということも、もちろん、人気の理由の一つではある。

　ノックスベリー村のような田舎いなかに住んでいても、ジョナスは、砂糖菓子職人の大だい派は閥ばつの一つ、ラドクリフ工こう房ぼう派の創始者の血筋にあたる。

　彼は、次期ラドクリフ工房派の長おさに選ばれる可能性があるらしい。

　近いうちにジョナスは、派閥の長となるための修しゆ業ぎようで、王都ルイストンへ行くのではないか。村では、もっぱらそう噂うわさされていた。

　砂糖菓子派閥の長といえば、運が良ければ、子し爵しやくになる可能性だってあるのだ。

　そんなジョナスは、村の娘むすめたちからすれば、まさに王子様にも等しい存在だろう。

　それに比べてアンは、十五歳の年ねん齢れいにしては小こ柄がらだ。瘦せていて、手足が細くて、ふわふわした麦の穂ほ色の髪かみをしている。行く先々で「かかし」とからかわれた。

　ついでに言うと、財産といえば古びた箱形馬車一台と、くたびれた馬一頭だ。

　裕福な金髪の王子様が、貧しいかかしに結婚を申し込んだ。夢みたいな話だ。

「まあね。王子様が、本気でかかしに恋こいするはずないもんね」

　アンは苦く笑しよう混じりに呟つぶやくと、馬に鞭を当てる。

　ジョナスはもともとプレイボーイで、女の子には特に優しい。その彼が、アンに結婚を申し込む気持ちになったのは、彼女の身の上に同情したとしか考えられなかった。

　同情で結婚など、いやだった。それに王子様と結婚して、めでたしめでたし──そんなお伽とぎ話ばなしのお姫ひめ様が、生きがいのある人生だとは思えない。

　ジョナスは嫌いではなかった。だが彼と生きる人生に、魅み力りよくを感じない。

　自分の足で生きている実感を踏ふみしめる、そんな生活がしたかった。

　アンの父親は、アンが生まれて間もなく内戦に巻き込まれて死んだという。

　けれどエマは女一人、アンを育て、生きてこられた。

　それもこれもエマには、銀砂糖師という、立派な職があったからだ。

　砂糖菓子職人は、ハイランド王国の至る所にいる。しかし王家が最高の砂糖菓子職人と認めた銀砂糖師は、ハイランド国内にごくわずかしか存在しない。

　エマは二十歳はたちの時に銀砂糖師になった。

　銀砂糖師の作る砂糖菓が子しは、普ふ通つうの砂糖菓子職人が作ったものとは、比べものにならない高値で売れる。だが田舎の村や町に留まっていては、高価な砂糖菓子は頻ひん繁ぱんに売れない。

　王都ルイストンであれば、たくさんの需じゆ要ようがある。だが王都には有名な銀砂糖師が集まっているから、彼らとの競争に勝ち抜ぬくのは大変だ。

　そこでエマは砂糖菓子を必要とする客を求めて、王国中旅をすることを選んだ。

　逞たくましくて底抜けに明るいエマが、好きだった。

　旅は過か酷こくで危険だったが、自分で稼かせぎ、自分の足で歩いている手て応ごたえがあった。楽しかった。

　──ママみたいな銀砂糖師になれれば、素す敵てき。

　昔から、ぼんやりそう思っていた。エマが死に、今後の自分の生き方を決めなくてはならなくなったとき、母親への思し慕ぼと尊敬が、決意となってアンの胸の中に芽め吹ぶいた。

　──わたしは、銀砂糖師になる。

　しかし銀砂糖師になるのは、並なみ大たい抵ていのことではない。それもよく知っていた。

　毎年ルイストンでは、王家が砂糖菓子品評会を主しゆ催さいする。銀砂糖師になるためには、その品評会に参加し、最高位の王家勲くん章しようを勝ち取る必要がある。

　エマは二十歳の時その品評会に参加し、王家勲章を授じゆ与よされた。そして銀砂糖師と名乗ることを許された。

　砂糖菓子は、砂糖シユガー林檎アツプルから精製される銀砂糖で作られる。銀砂糖以外の砂糖で、砂糖菓子を作ることはない。銀砂糖以上に、砂糖菓子が美しいできばえになる砂糖は存在しないからだ。

　砂糖菓子は、結婚や葬儀、戴たい冠かん、成人と、様々な儀式で使われる。

　砂糖菓子がなければ、全すべての儀式は始まらないとまで言われる。

　銀砂糖は、幸福を招き、不幸を祓はらう。甘き幸福の約束と呼ばれる、聖なる食べ物。

　ハイランドが、まだ妖よう精せいに支配されていた時代。妖精たちは銀砂糖を使って作られた砂糖菓子を摂せつ取しゆすることで、寿じゆ命みようを延ばしたと伝えられている。

　銀砂糖で作られた美しい砂糖菓子には『形』という、神秘のエネルギーが宿るというのだ。

　人間が銀砂糖や砂糖菓子を食べても、もちろん、寿命が延びることはない。

　しかし妖精の寿命を延ばす神秘の力を、人間も、受け取ることができるらしかった。

　実際、美しい砂糖菓子を手に入れ食せば、度たび々たび、時ならぬ幸運が舞まいこむのだ。間ま違ちがいなく、幸運がやってくる確率があがる。

　それは人間が数百年かけ、経験から理解した事実だった。

　王国が銀砂糖師という厳格な資格を規定したのも、そんな事実があるからこそ。

　王おう侯こう貴族たちは、最も神聖で美しい砂糖菓子を手に入れ、自分たちに強大な幸福を呼びこみたいのだ。国の安あん寧ねいを祈いのる秋の大祭のおりには、砂糖菓子の出来不出来で、国の行く先の吉きつ凶きようが決まるとさえ言われる。

　今年も例年どおり、秋の終わりに、ルイストンで品評会が開催される。

　アンはそれに参加するつもりだった。

　毎年たった一人にしか許されない、銀砂糖師の称しよう号ごうだ。

　現在国内にいる銀砂糖師は、エマが亡なくなり二十三人だと聞いている。

　簡単になれるものではない。

　だが自信はあった。だてに十五年、銀砂糖師の仕事を手伝ってないつもりだ。







　左右に小麦畑が広がる道を、馬車は進んだ。

　日が高くなる頃ころに、ノックスベリー村の周辺で最も大きな町、州都レジントンに到とう着ちやくした。

　レジントンは、円形の広場を中心にして放射状に広がる城下町だ。高台には、レジントン州を治める州公の城があり、レジントンの町を見おろしている。

　町中をゆっくりと馬車で進んでいくと、目の前に人だかりができていた。

　人だかりのために、道はふさがれている。

　肩かたをすくめて、御ぎよ者しや台だいを降りた。こちらに背を向けている農夫の肩を、軽く叩たたく。

「ねぇ、ちょっと。みんな、なにしてるの。道、ふさがってて馬車が通れないんだけど」

「いや……通ってもいいんだが。お嬢じようちゃん。あんたあれを突つっ切る勇気があるか？」

「あれって？」

　農夫の脇わきの下を潜くぐるようにして、アンは人々が見ているものを覗のぞきこんだ。

　泥どろのぬかるみの中に、屈くつ強きような男の姿があった。背に弓をくくりつけ、腰こしには長ちよう剣けんをさげている。革かわのブーツをはき、毛皮のベストを着ている。狩かりゆ人うどだろう。

「こいつ、この性悪め!!」

　狩人は声を荒あらげながら、何度も何度も、泥の固まりを踏みつけている。泥の飛沫しぶきがあがる。泥の固まりは踏まれるたびに、ギャッと声をあげる。

　よく見るとその泥の固まりは、人間の掌てのひらほどの大きさで、人の形をしていた。うつぶせているその背中からは、泥をはじく半はん透とう明めいの薄うすい羽が一枚生えている。

「あれは、妖精!?　なんてひどい！」

　アンが小さく悲鳴のような声をあげると、農夫がうなずく。

　妖精は、森や草原に住む人間に似た生き物だ。大きさも姿も様々で多くの種類がいるが、背中に二枚の、半透明の羽があるのが特とく徴ちようだ。

　妖精には特とく殊しゆな能力があり、うまく使し役えきすれば、様々な仕事をさせることができる。

　王族や貴族、騎き士したちは、目的により、たくさんの妖精を使役していると聞く。

　庶しよ民みんでも中流の家庭には、家事を手伝わせる妖精が一人くらいいるものだ。

　ノックスベリー村のジョナスの家にも、掌くらいの大きさの、キャシーという名の妖精がいた。キャシーはジョナスの身の回りの世話をしたり、砂糖菓子の仕込みの手伝いをしていた。

「あの妖精狩人が使役してる、労働妖精だ。自分の片羽を盗ぬすんで、逃にげようとしたんだよ」

　農夫は声をひそめ、妖精狩人をそっと指さした。

　妖精狩人の手には、薄い羽が握にぎられていた。泥まみれの妖精の背にある羽と、対ついになっていた一枚だろう。

　妖精を使役するために、使役者は妖精の片方の羽をもぎ取り、身につける。

　羽は、妖精の生命力の源だ。羽が体から離はなれても、妖精は生きていられるという。だが羽が傷つけられると、衰すい弱じやくして死ぬ。

　人間にたとえるならば、羽は心臓だ。誰だれしも心臓を鷲わし摑づかみにされていれば、恐きよう怖ふにおののく。心臓を握る者には、逆らえなくなる。

　だから使役者は、片方の羽をもぎ取ることで、妖精を意のままに動かせるのだ。

　しかし妖精とて、奴ど隷れいでいたいわけはない。使役者の目を盗み、自分の羽を取り戻もどして逃げようとする者は多い。

「いくら妖精でも、あの仕打ちはひどい」「あの妖精、死ぬぞ」と人々は囁ささやきながらも、だれ一人動かない。

　アンはとなりの農夫や、周囲の男たちを見あげた。

「ちょっと、みんな！　あんなひどい真似まね、とめなくていいの!?」

　しかし周囲の者は、自信なさそうに視線をそらす。

　農夫が弱々しく呟く。

「可哀かわい想そうだが。妖精狩人は、気き性しようが荒い。仕返しが怖こわいし……それにあれは、妖精だ……」

「妖精だからって、なに!?　ぐずぐずしてたら、あの子死んじゃう。いいわ、わたしが行く！」

　アンは農夫を押しのけて、一歩踏ふみ出した。

「おい、お嬢ちゃん。あんたみたいな子供が、やめとけって」

「子供じゃないわ。わたしは十五歳。この国じゃ女の子は、十五歳から成人でしょ。わたしは立派な大人。ちゃんとした大人なのに、なぶり殺される妖精を見殺しにしたなんて、一生自分を恥はじるわ。冗じよう談だんじゃない」

　アンはしゃんと背筋を伸のばし、ずんずんと妖精狩人の方へ歩いていく。

　妖精狩人は興奮しているのか、アンに気がつかない。妖精をブーツの底に踏みつけたまま、手にした妖精の羽を両手で握る。

「おまえの羽なんぞ、こうしてくれる」

「やめろよ、このやろう！　やめろ!!」

　妖精はそれでも勇ましく、小さな手足をばたばたと動かして、泥を撥はねあげた。キンキンした、甲かん高だかい声で怒ど鳴なる。

　しかし妖精狩人の手は容よう赦しやなく、羽を引き絞しぼった。

　妖精は泥の中で悲鳴をあげる。

「盗ぬすっ人と妖精なんぞ、殺してやる」

　羽を引きちぎろうと、妖精狩人の手に力がこもった瞬しゆん間かん、アンは妖精狩人の背後に立っていた。腰を落として、構えた。

「ちょっと、失礼!!」

　声とともに、ドレスの裾すそがぱっと撥ねる。アンは、妖精狩人の膝ひざ裏うらを片足で強く蹴けり飛ばした。アンの得とく意い技わざ、必殺、膝カックン。

　油断しきっていた妖精狩人は、がくっと膝が折れる。体の均きん衡こうを崩くずした。口を「お」の形に開いたまま、泥の道に顔から倒たおれこむ。

　野や次じ馬うまたちがどっと笑うのと同時に、ブーツの底から解放された妖精が、ぴょんと跳ね起きた。アンは男の頭を飛び越こえると、彼の手から素す早ばやく妖精の羽をもぎ取った。

「てめぇ!!」

　妖精狩人が喚わめきながら、泥まみれの顔をあげる。

　アンは軽く飛び退のいて、呆ぼう然ぜんと立ちつくす妖精に、取り戻した羽を差しだした。

「ほら。これ。あなたのでしょう」

　はっとしたように、妖精は羽をひったくった。泥にまみれた顔の中で、青い目だけは異様にぎらついて光っている。妖精はアンを見あげると、

「ケッ！　人間に、礼なんか言わないからなっ!!」

　吐はき捨てるように言うと羽を抱かかえ、野次馬の足もとを駆かけ抜ぬけた。わっと声をあげて道をあける人々を尻しり目めに、妖精は疾しつ風ぷうのような速さで町外れに向かって姿を消した。

　アンは肩をすくめる。

「まぁ、ね。わたしも、憎にくい人間の仲間だもんね」

「どうしてくれる小こ娘むすめ!!　大事な労働妖精を、逃がしやがったな!!」

　ごつい顎あごから泥水をしたたらせ、喚きながら妖精狩人が立ちあがる。

　アンは妖よう精せい狩人に向きなおり言った。

「だっておじさん、あの妖精を殺すつもりだったんでしょう。それなら、いなくなるのと同じじゃない？」

「なんだと!?」

　いきり立つ妖精狩人は、腕うでをふりあげた。

　しかし彼らを取り囲んだ野次馬が、一いつ斉せいに非難の声をあげる。

「だいの男が、そんな子供に手をあげるのか!?」

「その子の言うとおりだろうが！」

「あんた、ちょっと野や蛮ばんすぎるよ!!」

　野次馬の非難を受けて、男はひるむ。アンは臆おくすることなく、まっすぐ男を見あげる。

　低く呻うめくと、妖精狩人はあげた手をおろした。

「ありがとう。おじさんが優やさしい人で良かった。こんな優しいおじさんなら、これからは妖精にも、優しくしてくれるよね。よかった！」

　嫌いやみたらしくにこりと微笑ほほえみかけると、妖精狩人は怒おこっているような笑っているような、なんともいえない表情になった。

　アンは「じゃあね」と軽く妖精狩人に挨あい拶さつして、やんやと褒ほめそやす野次馬の間を抜けて馬車の御者台に戻った。憤ふん然ぜんと呟つぶやく。

「まったく、頭に来る。ひどいことしすぎよ。妖精だからって、なんだっていうのよ」

　妖精は姿こそ、少し人間と違ちがう。だが感情と意思を持ち、人語を話す。人間と変わらないとアンは思う。そんな人々を奴隷のように使役することに、良心が痛まない方がどうかしている。

　だからエマも、けして妖精を使役しなかった。

　妖精を使役しない。それがエマとアンの信条だった。だが───。

　アンはふと、暗い表情になる。

「……でも。……わたしもこれから……ひどいことするんだよね……」

　アンは再び、馬に鞭むちをくれて馬車を進めた。

　町の中心部に来ると、遊んでいる数人の子供を呼び止めて小こ銭ぜにを渡わたした。そしてしばらくの間、馬車を見張ってくれるように頼たのんだ。子供たちは、快く引き受けてくれた。

　馬車を降りると、円形広場に向かう。

　広場には、テントが不規則に並んでいる。

　テントは、布に獣じゆう脂しを塗ぬったものだ。独特の脂あぶ臭らくささがある。そのテントの下には、食材や布や銅製品など、様々な品物が並べられている。市場だ。人でごった返している。

　つんと酸すっぱくて甘い香かおりで鼻をくすぐるのは、温めた葡萄ぶどう酒しゆを飲ませるテント。秋から冬にかけての、市場名物だ。

　肩かたが触ふれあうほど混雑した市場を通り抜けると、人通りの少ない場所に出た。

　その一いつ郭かくは閑かん散さんとしていた。店はかなりの数出ているが、客が極きよく端たんに少ない。

　近くのテントに目をやる。

　蔦つたを編んだ籠かごが、テントの横木に吊つるされていた。籠の中には、掌てのひら大だいの小さな妖精がいる。背には、半はん透とう明めいの羽が一枚。籠はずらりと、五、六個も並ぶ。籠の中に座る小さな妖精は、うつろな目でこちらを見ていた。

　その隣となりのテントには、子犬ほどの大きさの、毛むくじゃらの妖精が三人。首輪で鎖くさりに繫つながれていた。背には透明な羽が一枚きり、しおれたようにぶらさがっている。毛むくじゃらの妖精たちは、歯をむき出してアンを威い嚇かくした。

　ここは妖精市場だ。

　妖精狩かりゆ人うどは、森や野原で妖精を狩かり、妖精商人に売る。妖精商人はその商品となる妖精の片羽をもぎ取り、適当な値段をつけ、妖精市場で売りさばく。

　王都ルイストンへ向かうつもりならば、レジントンを経由すると少し遠回りになる。にもかかわらずこの町に立ち寄ったのは、この町の市場に、妖精市場が併へい設せつされていると知っていたからだ。

　アンは近くのテントに近寄ると、妖精商人に声をかけた。

「ねぇ。戦士妖精は、売っていないの？」

　すると妖精商人は首をふった。

「うちは扱あつかってねぇよ。そんな危なっかしいもの」

「じゃあこの市場で、戦士妖精を扱っている人を知らない？」

「一いつ軒けんだけあるぜ。あっちの壁かべ際ぎわのテントにいるじいさんが、扱ってるけどな。やめときなお嬢じようちゃん。ありゃ、不良品だ」

「そうなの？　まあ、とりあえず行ってみる。ありがとう」

　礼を言うと、歩き出す。

　妖精商人は妖精を、その能力や容姿によって売り分ける。

　大半の妖精は労働力として、労働妖精と称しようして売る。

　外見が美しいもの珍めずらしいものは、観賞用として、愛あい玩がん妖精と称して売る。

　特に凶きよう暴ぼうなものは、護衛や用心棒に使えるので、戦士妖精と称して売る。

　アンは戦士妖精を買うために、妖精市場に来たのだ。

　これからアンは砂糖菓が子し品評会に参加するために、ルイストンへ行く。

　ノックスベリー村やレジントンがある王国西部から、ルイストンへ続く街かい道どうは、ブラディ街道と呼ばれる。危険な街道だ。街道沿いには荒あれ地が続き、宿場町や村が存在しない。土地が貧しいために、食い詰つめたすえに盗とう賊ぞくとなる輩やからも多く、また野や獣じゆうも多い。

　エマとて、旅を続ける道中には避さけて通った街道だ。

　南に迂う回かいして、安全な街道を選んでルイストンに向かう方法もある。

　しかしそれでは、今年の品評会には間に合わない。

　アンはどうしても、今年の品評会に間に合いたかった。それはひどく感傷的な理由からだった。自分でもわかっていた。けれど、その感傷的な理由にすがり、なにか目の前に目標をかかげていなければ、足もとがぐらつきそうだった。

　──絶対今年、銀砂糖師になる。わたしは、決めたんだから。

　ぐっと視線をあげる。

　ブラディ街道を行くには、護衛が必要だ。

　けれど残念ながら、信しん頼らいできる護衛はなかなか見つからないものだ。

　そうなると選せん択たく肢しは、戦士妖精しかない。妖精は、羽を持っている主人に逆らえない。護衛としては、最も信頼できる。

　今年、銀砂糖師になりたいという大きな望み。そのためにアンは、「妖精を使し役えきしない」という信条を曲げようとしていた。

　教えられた辺りに来ると立ち止まり、ぐるりと見回す。

　どこのテントで、戦士妖精が売られているのだろうか。

　左のテントには、掌大の妖精が、籠に入れられて吊つり下げられている。労働妖精として売られているのだろう。

　右のテントには、小麦の粒つぶのように小さな可愛かわいらしい妖精が、ガラス瓶びんに入れられて、卓たくの上にいる。あの大きさでは労働力にはなるまいから、愛玩妖精だろう。子供が玩具にして遊ぶために売られているのだ。

　そして正面の、つきあたりにあるテント。そのテントの売り物は、妖精一人だけだった。

　テントの下になめし革がわの敷しき物ものが敷しかれ、妖精がその上に片かた膝ひざをたてて座っている。足首に鎖が巻かれ、地面に打ち込んだ鉄の杭くいに繫がれている。

　その妖精は、アンよりも頭二つ分ほど上背がありそうな、青年の姿だ。

　黒のブーツとズボンをはき、柔やわらかな上うわ衣ぎを着ている。黒で統一された装いは、妖精商人が、商品価値を高めるために着せたものだろう。妖精の容姿が際きわだつ。

　黒い瞳ひとみに、黒い髪かみ。鋭するどい雰ふん囲い気きがある。陽ひの光にさらされたことがないようにすら見える白い肌はだは、妖精の特とく徴ちようだ。

　その背に、半透明の柔らかな羽が一枚ある。まるでベールのように、敷物の上に伸のびている。

　綺き麗れいな容姿をした妖精だった。そこはかとなく、品も感じられる。

　これは愛玩妖精に違いない。貴族のご婦人が、観賞用に高値で買い求めそうだ。

　さらりと額にかかる前髪の下で、妖精は目を伏ふせている。睫まつげに、午後のけだるい光が躍おどる。

　その姿を目にしただけで、背がぞくりとするような、快感めいたものすら感じた。

　──綺麗なんてものじゃない……。

　その長い睫に引き寄せられて見つめていると、ふと妖精が顔をあげた。

　目があった。妖精は、アンをまっすぐ見つめた。

　何か考えるように、妖精はしばらく眉まゆ根ねを寄せていた。が、すぐに納なつ得とくしたように、呟いた。

「見覚えがあると思ったら、かかしに似てるのか」

　そして興味をなくしたように、ふいと、アンから視線をそらした。
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「し…し、失礼な……花盛りの、年とし頃ごろの女の子に向かって」

　妖精の独り言に、アンは握にぎり拳こぶしを固めた。

「盛りも、たかがしれてる」

　そっぽをむきながらも、妖よう精せいがずけっと言った。

「なんて言いぐさ──!?」

　その失礼な妖精を売っているのは、妖精商人の老人だ。テントの横でたばこを吹ふかしていた。

　アンが眉を吊りあげているのを見ると、妖精商人は、やれやれといったふうに口を開いた。

「悪いね、お嬢ちゃん。うちの商品は、口が悪い。通りがかりの人間に、だれかれかまわず悪態をつくんだ。気にせず、行ってくれ」

「気にするわよ！　余計なお世話かもしれないけど、こんなに口が悪くちゃ、愛玩妖精としては売れないわよ、きっと！　売るのを諦あきらめて、逃にがしてあげたら!?」

「こいつは愛玩妖精じゃねぇよ。戦士妖精だ」

　アンは目を丸くした。これが教えられた、戦士妖精を売るテントだったらしい。

　だが信じられなかった。

「戦士妖精!?　噓うそでしょう？　どうみても、愛玩妖精として売られるほうが妥だ当とうだわ。わたし、戦士妖精を見たことあるけど。ものすごく大きくて、岩みたいにごつかった」

「これも戦士妖精さ。こいつを狩るのに、妖精狩人が三人も死んだってほどの、逸いつ品ぴんだ」

　不ふ審しんもあらわな表情で、アンは腕うで組ぐみした。

「さっきのおじさんが、不良品だって言ったわけよね。戦士妖精って言うけど、実は口の悪い愛玩妖精を売るために、戦士妖精だって言い張ってるだけじゃないの？」

「妖精商人は信用が第一だ。噓はつかねぇ」

　アンは、妖精に視線を戻もどした。

　妖精は再び、アンを見ていた。なにが面おも白しろいのか、薄うす笑わらいを浮うかべている。

　不敵な表情だ。確かに、おとなしい妖精には見えない。なにかやらかしそうな雰囲気はあるが、だからといって戦士妖精として役に立つほど、強そうにも見えない。

「わたし、戦士妖精が欲しいんだけど……この人以外、いないの？」

　訊きくと、妖精商人は首をふった。

「戦士妖精は、扱いがむずかしい。一度に一いつ匹ぴきしか扱えないさ。わしが売っているのは、こいつだけ。ついでに言うと、この妖精市場で戦士妖精を売ってるのは、わしだけだ。六十キャロン北のリボンプールに行けば、戦士妖精を売ってる妖精商人が、もう一人いるがね」

「リボンプールまで遠回りしてたら、品評会に間に合わない」

　親指の爪つめを嚙かんで、アンは唸うなった。

「こら。かかし」

　ふいに、妖精が口を開いた。アンはキッと妖精を睨にらんだ。

「かかしって、この、花も恥はじらう十五の乙おと女め。ワタクシのことかしら!?」

「おまえ以外に、誰だれがいる。ぐずぐず迷うな。俺を買え」

　一いつ瞬しゆん、アンはぽかんとした。

「……買えって……め、命令……？」

　妖精商人も驚おどろいた表情をしたあとに、腹を抱かかえて笑いだした。

「こりゃ、いい！　こいつが自分を買えなんぞと言ったのは、はじめて聞いた。このお嬢ちゃんに一ひと目め惚ぼれでもしたか？　どうだい、お嬢ちゃん。こりゃあ買うしかねぇだろう。大特価で百クレスだ。この口の悪ささえなけりゃ、愛玩妖精として売りたいくらいだからな。愛玩妖精なら三百クレス出しても、欲しいって奴やつはいるはずだ」

「口が悪くなけりゃの話でしょ～」

　しかし妖精商人が提示した金額は、確かに安かった。戦士妖精や愛玩妖精は数が少ないので、高価なのだ。百クレスは金貨一枚。それで戦士妖精が買えるのは、破格の安値だ。

「ねぇ、あなた。自分から買えって言うからには、戦士妖精として自信があるの？」

　訊くと、妖精はちらりと目を光らせてアンを見あげた。

「俺に、なにをさせたい」

「護衛よ。わたしはこれから、一人でルイストンへ行くの。その道中を守って欲しいの」

　妖精は、自信ありげに微び笑しようする。

「わけない。ついでにサービスで、キスくらいしてやってもいい」

「そんな高飛車なサービス、いらないわよ！　しかも大切なファーストキスを、サービスなんかで奪うばわれたら、たまったもんじゃない」

「お子様だな」

「悪かったわね！　お子様で！」

　できるならば、もっと真面目まじめでおとなしそうな戦士妖精がいいに決まっていた。しかし、リボンプールまで遠回りしている時間はない。アンは決断した。

　──仕方ない!!　多少、口が悪くたって、贅ぜい沢たく言ってられない。

　ドレスのポケットに突つっ込んであった、麻あさ袋ぶくろを取り出す。その口を開き、銅貨の中に紛まぎれた唯ゆい一いつの金貨を握る。

「おじいさん。この妖精、買うわ」

「へへ、思い切ったね。お嬢じようちゃん」

　商人は黄色い歯を見せて笑った。アンが金貨を差し出すと、妖精商人はその金貨をとっくり検分して受け取った。そして首にかけていた小さな革かわ袋ぶくろをはずす。

「じゃあ、羽を確にん認かくしな」

　妖精商人は小さな革袋の口を開けると、中から掌てのひらほどの大きさにたたまれた、透とう明めいな布のようなものを取り出す。その端はしを持って一ふりすると、たたまれていたものがはらりと広がる。

　アンの背せ丈たけほどもある羽が、目の前に現れた。

　光線の加減によって、七色の光を弾はじく半透明の羽は、触ふれるのがためらわれるほど美しかった。折りたたまれていたにもかかわらず、布のように、皺しわやよれがない。手を伸ばしてそっと触れると、絹に似た感かん触しよくがした。そのなめらかさに、ぶるりと震ふるえがくる。

「これが、彼の羽？」

「そうさね。証明してやろうか」

　言うなり妖精商人は、羽の端と中なか程ほどを握ると、引き絞しぼるように力を込めた。その途と端たん、テントの下にいた妖精が呻うめいた。

　妖精は体を抱えるようにして、全身を強こわばらせていた。歯を食いしばる。

「やめて!!　わかったから、やめて!!」

　アンの言葉に、妖精商人は力を緩ゆるめた。

　妖精の体から力が抜ぬけ、地面に片手をつく。彼は顔をあげると、妖精商人をぎらりと睨む。

　妖精商人は羽を折りたたみ、元の袋に戻すとアンに手て渡わたした。

「これを肌はだ身み離はなさず、首にかけるんだ。とにかく、気をつけなよ。この袋があんたの手から離れたら、妖精は、なにをしでかすかわからねぇよ。わしのしりあいで、使し役えきしていた戦士妖精に羽を取り戻されて、殺された男がいる。戦士妖精は凶きよう暴ぼうだ。凶暴だから、戦士妖精として売れるんだ。羽を取り戻したら、ただ逃げ出すだけじゃすまねぇ。使役者を殺す可能性が高い」

「でも眠ねむるときとか、どうすればいいの？　寝ね首くびを搔かかれたりしないの？」

「眠るときは必ず、羽を服の下に隠かくして、抱だいて寝ねるんだ」

「それで、平気？」

「考えてみな。自分の心臓を、鷲わし摑づかみにしている相手だ。殺した拍ひよう子しに、そいつがギャッと力を入れて、心臓を握りつぶされたら……。特に妖精の羽は脆もろいからな。怖こわくて滅めつ多たな真似まねはできねぇ。羽を握られてるってことは、妖精の本能に訴うつたえる恐おそろしさだからな。今のこいつの苦しみようを、見ていたろう」

　確かにあの苦しみかたを見れば、おいそれと手出しはできないと思える。

　相手を恐きよう怖ふと苦痛で支配することを実感し、妖精を使役することへの憂ゆう鬱うつ感かんが増した。

「気をつけなよ。特にこいつは、今まで買われようとするたびに、この顔から想像もつかねぇ悪態を吐つきまくって、客を怒おこらせて売れ残ってるような奴だ。こいつがお嬢ちゃんに買われようとしてるのは、なんの気まぐれかしらねぇが、奇き跡せきだ」

「この人、そんなに厄やつ介かいなの!?」

「買うの、やめるかね？」

　アンは少し考えたが、首を横にふる。

「リボンプールに行く時間は、ないもの。買うわ」

「なら、いいかね。羽は、気をつけて扱あつかうんだ。こいつに絶対、取られないようにしな」

　アンが頷うなずくと、妖精商人は、妖精の足から鎖くさりを外しにかかる。

　妖精は刃やいばのような薄笑いを浮かべて、妖精商人に囁ささやく。

「待ってろ。いつか、殺しに来る」

「そりゃあ、いいな。楽しみにしているよ」

　物ぶつ騒そうな挨あい拶さつを受け流すと、妖精商人は鎖を外した。

　妖精は立ちあがった。長身だった。陽ひを受けて虹にじ色いろに輝かがやく羽が、膝ひざ裏うらまで伸のびている。

「とりあえず。わたしは、あなたを買ったから。よろしくね」

　アンが言うと、妖精は綺き麗れいな顔で微笑ほほえんだ。

「金貨を持ってるとは、景気がいいな。かかし」

「かかしって呼ばないで！　わたしは、アンよ」

　アンと妖よう精せいのやりとりを聞いて、妖精商人は不安そうな顔をした。

「お嬢ちゃん、本当にこいつを使役できるのかい？」

「使役できるさ。なあ、かかし？」

　と、答えたのは当の妖精だ。馬ば鹿かにしたような顔で見おろされ、アンはさらに怒ど鳴なった。

「アンよ！　アン・ハルフォード！　今度かかしって呼んだら、ぶん殴なぐるから！」

「……大だい丈じよう夫ぶかね」

　妖精商人の呟つぶやきに、アンは妖精を睨みながら、鼻息も荒あらく答える。

「ええ！　大丈夫よ。心配しないで、おじいさん。さあ、あなたは一いつ緒しよに来て」







「ねぇ、あなた名前は？」

　御ぎよ者しや台だいの上から馬に鞭むちを当て、アンは隣となりに座る妖精に訊いた。

　妖精はもてあましぎみに長い足を組んで、腕組みし、御者台の背もたれにもたれかかっている。ふんぞり返っていると言っていい。あくせく馬を操あやつるアンと妖精と、どちらが偉えらそうかと言えば、妖精のほうが百倍偉そうだった。

　妖精はめんどくさそうに、ちらりとアンを見た。

「聞いてどうする」

「だってあなたのこと、どう呼べばいいかわからないじゃない」

「トムでもサムでも、人間流の好きな名前で呼べばいい」

　妖精を使役する時は通常、使役者が妖精に名前をつけるものだ。しかしアンは、それがいやだった。自分の本当の名前を呼ばれないのは、屈くつ辱じよく的だと思うからだ。

「わたしだったら、自分の本当の名前で呼んでもらいたいわ。あなたも、そうじゃないの？　勝手に名前をつけて呼ぶなんて、したくないの。だから、あなたの名前を教えて」

「どう呼ばれようが、関係ない。くだらないことを訊きくな。勝手に名前をつけて、勝手に呼べ」

　妖精は、そっぽを向く。アンは彼の横顔をちろりと見て言った。

「じゃ、カラスって呼ぶけど？」

　さすがに妖精も、ものすごくいやそうな顔をしてアンを見た。

「かかしの仕返しか？」

「そうよ。カラスさん」

　妖精は眉まゆをひそめた。そしてしばらくの沈ちん黙もくの後に、ぽつりと言った。

「シャル・フェン・シャル」

「それが名前？」

　訊くと、頷いた。アンは微笑んだ。

「綺麗な名前ね。カラスより、ずっと素す敵てき。シャル・フェン・シャルって、どこが名前で、どこが名字なの？」

「全部が名だ。人間のような、姓せいと名の区別はない」

「そうなの？　でもシャル・フェン・シャルって長すぎるから……、とりあえずシャルって呼ぶけど。それでいい？」

「好きなようにと、言ったはずだ。おまえは、俺の使役者だ」

「まあ……そうだよね」

　あらためて妖精の口から言われると、気持ちのよいものではなかった。自分は奴ど隷れいを買って使役しようとしているのだという、罪悪感が強くなる。

　アンが操る箱形馬車は、レジントンの町を抜けた。ブラディ街かい道どうへ向けて歩を進める。

　収しゆう穫かく直前のたわわに実った小麦畑が姿を消して、まばらな林が、道の左右に姿を見せ始めた。

　ブラディ街道に近づいたのを感じながら、アンは口を開いた。

「わたし、護衛をしてもらうために、シャルを買った。けど一つ、約束する。ブラディ街道を抜けて無事にルイストンに到とう着ちやくしたら、シャルに羽を返す」

　それを聞き、シャルは不ふ審しんげにアンを見た。

「俺を解放すると言ってるのか？」

「そうよ」

　するとシャルは一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔をしたが、すぐに喉のどの奥でくっくっと笑いだした。

「金貨で買った妖精を、逃にがす？　そんなおめでたい人間、いるのか？」

「おめでたいってのは、失礼ね。わたしはただ、人間は、妖精の友達になれると思ってるの。友達になれるかもしれない人を使役するなんて、いやなの。わたしは信しん頼らいできる護衛が今すぐ必要で、仕方ないからシャルを買った。でも必要がなければ、使役したくない。もちろん、他ほかの人間に売ったりするのもいや。だから羽を返すの。こうやってわたしの旅につきあってもらう間も、できれば普ふ通つうの友達みたいにしたいの」

「友達？　なれるわけがない」

　冷えた言葉に、アンはため息をついた。

「そうかもしれないけど……。これはただ、ママとわたしの理想。でも理想だ、夢だって誰だれも実行しなければ、いつまで経たっても理想のままよ。だからわたしは、実行するわ」

「それほどのかかし頭なら、その馬鹿さ加減を、ルイストンに到着したら証明しろ」

「かかしって呼ぶなって言ったでしょう!?」

　アンの平手が飛んだが、シャルはそれを軽くかわした。アンは悔くやしくて、下した唇くちびるを嚙かむ。

「あなた、そこまで馬鹿にしてるわたしに、なんで自分を買えなんて言ったの。わたしなら、馬鹿にしている相手に使役されるなんて、まっぴらごめんよ」

「人間なんぞ、どれも同じだ。それなら間ま抜ぬけに使役されたほうが、俺も楽だ。おまえはここ数年目にした中で、だんとつに間抜けそうだった」

「……なんだか……あなたと話してたら、とことん気分が滅め入いってくるわね……」

　シャルが売れ残っていたわけが、よくわかった。

　護衛にこれほど悪態をつかれたのでは、守られている方もたまったものじゃない。

　袖そで口ぐちのレースを揺ゆらす風が、急に冷たくなった。

　アンは前方に、石ころの多い、荒あれた街道が延びているのを認めた。それがブラディ街道だった。馬車はゆっくりと街道に入った。

　車輪が石ころを踏ふみ、背の高い箱形の荷台は、振しん動どうで大きく左右に揺れる。

　空の色は澄すんでいたが、空気は冷えている。ブラディ街道の周辺は高い山脈に囲まれており、山脈から吹ふき下ろしてくる風は、高地の冷気を運んでくるのだ。

　見み渡わたす限り、乾かわき色づいた草葉が鳴る荒こう野やだ。

　まばらな林はあるが、土地が瘦やせているのは一目瞭りよう然ぜんだった。

　ブラディ街道沿いには、村や町が存在しない。しかし街道が貫つらぬいている各州の州公たちが、自州を通過する部分をそれぞれ管理している。

　管理といっても、盗とう賊ぞくの取り締しまりや、野や獣じゆう対策をしてくれるわけではない。州公がやることは、たった二つ。

　一つは、年に一度、街道が植物に侵しん食しよくされないように手を入れること。

　二つめは、旅人が野営するための、宿しゆく砦さいと呼ばれる簡単な砦とりでを造ること。

　ブラディ街道は危険だが、それでも街道として機能しているのは、州公がこの二つのことを実行しているおかげだった。

　アンは王国全土の詳しよう細さいな地図を持っていた。旅には不可欠なもので、エマはことに地図を大事にした。新しい情報は地図に書き加え、地図の情報を常に更こう新しんしていた。

　王国西部微び細さい地図を取り出して、近場の宿砦の位置を確かめた。そして陽ひが傾かたむきはじめると、その宿砦を目指して急ぎ、なんとか日にち没ぼつまでにはたどりつけた。

　宿砦は、石を積んだ高い壁かべを、真四角に巡めぐらしただけの砦だ。屋根はない。門の部分には鎖くさりで操作する、上下式の鉄てつ扉ぴがある。草の生おい茂しげる内部は広く、ゆうに馬車五台が入る。

　要するに旅人は塀へいの中に逃げ込んで、盗賊や野獣から身を守るのだ。

　林に囲まれて建つ宿砦に、アンは馬車を乗り入れた。そして鉄の扉とびらを閉じた。

　半年ぶりに馬車に揺られると、さすがに疲つかれた。早々に休むことに決めた。

　御者台の下に押しこんである、なめし革がわの敷しき物ものと毛布を二人分取り出す。一つは自分用に、馬車の脇わきに敷しいた。そしてもう一組は、シャルに渡わたした。

「あなたの寝ねる場所、自分で選んで。それを敷いて寝てね。それに夕食はこれよ。少なくて申し訳ないけど、旅で贅ぜい沢たくできないから」

　さらに葡萄ぶどう酒しゆを満たした木のカップと林りん檎ごを一個、シャルに渡す。

　夕食は旅の先々を考えて、倹けん約やくした。

　アンは毛布にくるまると、林檎を齧かじり、あっという間に平らげた。芯しんを遠くへ放ほうりながら、葡萄酒を一気にあおった。冷たい苦みが胃の中に落ちると、すぐに熱に変わる。少し耳が熱くなったのを感じながら、敷物の上に丸まった。

　シャルはアンから少し離はなれた場所に敷物を敷き、膝ひざに毛布を掛かけて座っていた。手には葡萄酒のカップを持ち、月を見ている。

　今夜は満月だった。月光が、シャルの顔を照らしていた。

　月光で洗われた妖よう精せいは、さらに端たん麗れいさが磨みがかれていた。露つゆに濡ぬれる、宝石の艶つややかさだ。

　背にある羽も、透すけた穏おだやかな薄うす緑みどり色いろに光る。

　シャルの背にある羽は、もぎ取られたものと違ちがって、彼の気分によっても色や輝かがやきが微び妙みように変化しているように見える。

　妖精の背にある羽は、温かいのだろうか。冷たいのだろうか。

　無む性しように触ふれてみたくなった。

「妖精の羽って、綺き麗れいね。触さわっていい？」

　訊きながら、手を伸のばしかけた。するとシャルの羽が震ふるえてビリビリっとわずかに鳴り、続けてばたばたっと二、三度草の上を叩たたいた。

　はっと手を引くと、シャルの鋭するどい目がこちらを見ていた。

「触れるな。おまえの手にあるもの以外は、俺のものだ」

　その冷たい怒いかりに、アンは自分が、彼の羽を握にぎっていることを思い出す。そして羽は妖精にとって、命に等しい大切なものだということも思い出す。

「ごめん。わたし、軽けい率そつだったね」

　素す直なおに謝り、シャルの横顔を見ながら、胸の前に下げられている革かわ袋ぶくろの紐ひもを握った。

　妖精にとって、羽は命の源。人間にとっての、心臓と同じ。他人の心臓を握り、命令をきかなければ心臓を握りつぶすと脅おどす。

　アンがやっていることは、そういうことだ。妖精から見れば、悪あく魔まの所業だろう。

　そっとため息をつく。

　──こんなこと、やだな。

　こんな真似まねをしないで、シャルにお願いを聞いてもらえないだろうか。

　例えばもし、彼と友達になれれば？　そうすれば、彼を使し役えきする必要はない。彼にお願いして、納なつ得とくしてもらい、彼女の望みのために協力してもらえるだろう。

「ねぇ、シャル。提案なんだけど」

　アンは少し頭を起こした。

「昼間も言ったけど、わたしたち、友達になってみない？」

「馬ば鹿かか」

　切って捨てるように答えると、シャルは顔を背そむけた。

　アンはがっかりして、頭を毛布につける。

　──すぐには、無理かもね。でも誠意を持って接してれば、いつかわかってくれるような気もするし。それにしても、何を考えて月なんか見てるんだろう？　綺麗な目をしてる……。

　瞼まぶたが重くなり、アンはうとうと眠ねむりはじめた。







　心地ここちよい暗くら闇やみで、アンは夢を見ていた。

　いつもと変わらない、野宿の風景だった。

　アンは毛布にくるまり、エマは荷台に出入りして、忙いそがしく働いている。

　目の前にエマの姿を見て、ほっと安あん堵どした。安堵したついでに、熱いものが頰ほおに一筋流れた。

『あらあらどうしたの、アン。どこか痛いの？』

「違うの。いやな夢を見たの。ママが死んじゃった、いやな夢」

『馬鹿ね。そんな怖こわい夢を見るのは、体調がよくないのね。熱をみてあげるわ』

　エマの冷たい指が、そっとアンの首に触れる。その指はほっそりしていて、常に冷たかった。溶とけやすい銀砂糖を扱あつかう時、指先を水で冷やすからだ。

　その指がたまらなく愛いとしく、儚はかなく思えた。アンは思わず、冷たい指を握りしめた。

「ママ、お願い。どこへも行かないで！」







　そう叫さけんだ自分の声で、はっと気がついた。

　夢を見ていたのだと自覚した。しかしアンが握りしめた冷たい指は、現実だった。息がかかるほど間近に、シャルの顔があった。黒くろ髪かみが、アンの頰に触れそうだった。

「な、なに!?」

　握っていた指を押し離して、跳はね起きた。

　──これはまさか、例の高飛車サービス!?

　シャルはうっすら笑い、身を起こす。その笑えみは冷ややかだ。

　どうやら、シャル提案のサービスではなさそうだと悟さとる。

　──いったい、シャルはなにを……？　彼は、今、首に……。

「今、首に……」

　そこでアンは、自分の首にかけられている革かわ紐ひもが、襟えりからはみ出していることに気がついた。その革紐は、シャルの羽を入れた袋を吊つり下げている革紐だ。

「シャル。もしかして……羽を、盗ぬすもうとしたの？」

「もう少しだった」

　悪びれることもなく、シャルは言った。

「やっぱり、盗もうとしたの？　ひどい……」

「なにが？」

「言ったじゃない。わたし、シャルと友達になりたいと思ってたのよ。それなのに」

　アンは、シャルと友達になりたいと思っていた。それなのに。その気持ちを裏切られた気がして、哀かなしくなる。そのアンの目を見て、シャルはくすりと笑った。

「友達になりたい？　相手の命を握っておいて、お友達か？」

　その言葉に、アンははっとした。

「俺は、おまえに買われた。使役される者だ。友達にはなりえない」

　もしアンが自分の理想を実行しようとするならば、羽を返したうえで、友達になりたいと申しこみ、彼の協力を仰あおぐ。そうしなければならないはずだ。

　しかし羽を返してしまうのは、正直怖かった。だからアンは友達になりたいと言いながら、相手の命を握りしめていた。我ながら虫がいい。そんな関係で、友達になれようはずはない。

　羽を持っている限り、アンは使役者なのだ。

　シャルは妖精ならば当然そうするように、使役者から羽を取り戻もどそうとしただけだ。

　裏切られたと思ったり、哀しんだりするのは、お門かど違ちがい。

　油断したアンが、使役者として間ま抜ぬけなだけなのだ。

「わたしが、馬鹿なのね」

　軽くため息をつく。アンは自分の気持ちを楽にするために「友達になれればいい」と考えていたにすぎない。自分の身勝手さと愚おろかさに、気がついた。

「わたしは、ルイストンへ行かなくちゃならない。シャルに羽を返した上で『ルイストンまで守って』ってお願いするような、危険な賭かけはできない。だからあなたを使役するって心に決めたのに、どこかで甘さがあった。友達になりたいなんて、……馬鹿なことを言ってた」

　アンは目を閉じて深呼吸した。そして再び目を開いた。

「わたしがルイストンに無事に到とう着ちやくできるように、協力してもらえれば羽を返す。そう約束しても、信用できないから盗もうとしたの？　それともいっときでも、人間に使役されるなんていやだから、盗もうとした？　どっちでもいいけど、これからわたしは油断しないから、そのことは覚えてて」

　無表情の妖精を見あげる。彼は何も答えない。

「ついでに言うと、それでもわたしは約束を守る。ルイストンに到着したら、羽を返す。そしたら今度こそあなたに、友達になれるかどうか訊きくわ。それまで、わたしは、あなたの使役者」

　シャルはふんと鼻で笑って、背を見せた。彼の背で月光を弾はじく羽は、無む惨ざんにも一枚きりだ。

　夜空を見あげて、彼はうそぶく。

「月が綺麗だな」
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　──しくじった。

　シャル・フェン・シャルは月に目を向けながらも、背後に横たわっているアンの気配を感じていた。緊きん張ちようが伝わってくる。この様子では、再び彼女が眠ったとしても、シャルの気配が近づいただけで目を覚ますだろう。今夜は再び、羽を盗むのは無理だ。

　だが、焦あせっていなかった。

　妖精狩人の手に落ちて、人から人に売られて。

　シャルは常に、使役者を殺して、逃にげ出すことばかりを考えて過ごしていた。

　しかしそれは、容易ではなかった。人間どもは冷れい酷こくで、用心深かった。

　レジントンの妖よう精せい市場に売り出されてからは、できるだけ間抜けな人間に買われようと努力した。間抜けな奴やつが買ってくれれば、そいつを殺すか、もしくはそいつの目を盗み羽を取り戻して、逃げ出せるだろう。

　しかし戦士妖精を求めてくる客は、どいつもこいつも抜け目なく、冷酷そうだった。だから客が妖精商人と交こう渉しように入るたびに、できる限りの悪態をついて客を怒おこらせた。

　今日は、どんな客が来るだろう。間抜けが来ればいい。そう願いながらぼんやりと座っていると、ふと鼻先に甘い香かおりを感じた。銀砂糖の香りに似ている気がした。

　目をあげると、麦の穂ほ色の髪かみをした瘦やせた少女が、じっとこちらを見ていた。

　その少女が、戦士妖精を買いたいと言い出した。千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだ。

　アンが彼を買うと決めた瞬しゆん間かんには、内心笑った。

　妖精をお友達のように扱う、お友達になろうと、なにやら子供っぽい戯たわ言ごとを口にしている小こ娘むすめ。剣けんを血で汚よごすまでもない。これならば、簡単に羽を盗めると踏ふんだ。

　しかし思いのほかアンは敏びん感かんで、気づかれた。

　羽を盗もうとしたのだ。羽を痛めつけられるくらいの罰ばつを、受けるだろうと思った。

　だがアンは、罰を与あたえなかった。それどころか、ルイストンに到着したら羽を返すことを再度約束し、そしてその後に友達になろうと言った。

　不思議だった。何を考えているのか、わからない。しかし。

　──何を考えているにしても、馬ば鹿かだ。

　これほど甘い小娘ならば、チャンスは山のようにあるだろう。焦ることはない。

　七十年近く、人間に使し役えきされ続けてきたのだ。自由になるのが一日先になろうが、三日先になろうが、かまわない。

　ふとまた、甘い香りを感じた。ちらりと背後を見る。確かにアンの髪や指先から、その香りはする。思い出を刺し激げきし、官能をあおるような、銀砂糖の香り。

　シャルは無意識に、指を唇くちびるに当てた。遠い昔に知っていた甘い感覚。羽を優やさしく撫なでられる快感。優しい指。その感かん触しよくを背筋に思い出し、我知らず吐と息いきが漏もれる。

　──リズ……。

　背後で、アンが寝ね返がえりを打った。それにはっとして、唇から指を離はなす。

　背中ごしに、ちらりとアンを見る。彼女は目を閉じていた。

『ママ、お願い。どこへも行かないで！』

　先刻、アンはそう叫んで目を覚ました。そのことに、ふと疑問を感じる。

　──こんな小娘一人、旅をさせて。母親は何をしている？

　シャルの指を握にぎった手は、いかにも頼たよりなかった。

　その感触が、なぜかくっきりと心に残った。







　二章　ブラディ街道での再会







　ブラディ街道沿いには、村も町もない。その全長は、約千二百キャロン。

　無事に、通り抜けられるのだろうか。

　御ぎよ者しや台だいの横に座る、シャルの顔を盗み見る。

　綺き麗れいな顔だ。こんなに優ゆう雅がな姿の戦士妖精など、見たことがない。それが不安だ。

　果たして戦士妖精として、シャルは役に立つのか。

　──買っちゃったからには、信じるしかないんだけど……。

　砂糖菓が子し品評会は秋の終わり。半月後。ブラディ街かい道どうを通り抜けるのに、あと九日はかかる。

　そうすると王都ルイストンに到着して品評会までの準備期間は、五日。ぎりぎりだ。

　翌日は日の出とともに、出発した。

　まだ街道の、ほんの入り口。道は遠いし、時間は限られている。

　アンは陽ひのある比ひ較かく的てき安全なうちに、できるだけ距きよ離りを稼かせぎたかった。

　ときおり遠くの岩いわ肌はだに、狼おおかみの群れらしき黒いものを確かく認にんすることはあった。しかしそれは山から駆かけおりてくる様子はなかった。昼過ぎまでは、順調に道を進んだ。

　あと数時間すれば、日にち没ぼつ。

　二日目の寝場所と定めた宿しゆく砦さいには、余よ裕ゆうを持って到着できる予定だった。

　そこに到着すれば、街道に入ってから二百キャロン。

　やっと、道程の六分の一程度、進んだことになる。

　静かで単調な景色の中を走り続けていると、ふいに、馬のいななきが聞こえた。それと同時に、鉄を打ち合う甲かん高だかい音が、空気を突つき抜けるように耳に届いた。

　ぎょっとして、思わず手た綱づなを引く。ゆっくりと馬車がとまると、前方を透すかし見る。

　前方の街道上で、砂すな煙けむりが立っている。

　砂煙の中心にあるのは、真新しい箱形馬車だ。こちらに荷台の後部を見せているから、御者の姿は見えない。しかし剣をふり回す手だけが、荷台の向こうに確認できる。

　その馬車の周囲を、楽しげな奇き声せいをあげながら、ぐるぐると回っている人馬が十騎き。身なりはまちまちだが、頭に布を巻いて顔を隠かくしている。盗とう賊ぞくだ。旅人を襲おそっている。

「まずい!!」

　血の気が引く。盗賊の姿を見かけたら、逃げるが勝ちだ。先に襲われている者を、助けようとしてはならない。結果は目に見えているからだ。

　旅人たちはそれをルールと心得て、互たがいを恨うらむことはしない。

　この場合アンは、宿砦に逃げ込むのが利口だ。しかし昨夜ゆうべ泊とまった宿砦は、はるか後方。

　身を隠せる場所はないか、道の左右を見回す。しかし周囲は、丈たけの長い草が生える荒あれ地が続くのみ。背の高い木立はない。馬車を隠せない。

　そうしているとすぐに、盗賊の輪の中の二騎が、動きを止めた。

　アンの馬車に気がついたらしく、馬首をこちらに向ける。

「やだ、来る!!」

　悲鳴をあげて、隣となりに座るシャルの袖そでを握る。そこでようやく、思い出す。

「あ、あなた!!　そうだ、シャル!!　あなた戦士妖精じゃない！　盗賊を追い払はらって」

　大たい儀ぎそうに、シャルはアンを見る。

「面めん倒どうだな……」

「このままじゃ殺されるっ！　お願い!!」

　するとシャルはアンの手首を摑つかみ、自分の袖から引き離した。逆にアンの腕うでをとると、彼女の体をぐっと引き寄せた。

「シャル!?　な、なに？」

　シャルが顔を近づけて、すかすように囁ささやいた。

「お願いではなく、命令するべきだろう？」

　こんな状じよう況きようなのに、覗のぞきこんでくるシャルの瞳ひとみと長い睫まつげに、視線が吸い寄せられる。しかも囁きの声が、なぜか睦むつ言ごとのように甘い。

「ちょっ、近い!!　ちょっと、シャル、近すぎ!!　離れて！　とにかく、行って」

　頰ほおに血がのぼる。赤面している場合ではない。しかし動どう揺ようを隠せない。

「顔が赤い」

「ととと、と、とにかく、お願いだから」

「面おも白しろいな」

　くすっと、馬鹿にしたようにシャルが笑う。これは間ま違ちがいなく、新手のいやがらせだ。

「シャル！　行ってよ、お願い！」

「命令しろと言ってるんだ」

「命令って!?　ほら、来るっ！」

「さっさと行け。羽を引き裂さく。そう言えば、すぐに行く」

「なによそれ!?　いいから、とにかく行って」

　動転していたし、妖精を使役することに慣れていない。そのためアンは、自分が彼の命とも言うべき羽を握っている事実が、頭から飛んでいた。

「命じろ」

　目をぎゅっと閉じて、シャルの綺麗な顔を見ないようにした。そして、

「行けってば！　行かなきゃ、殴なぐる!!」

　とりあえず、自分の中では最高に乱暴に命じてみた。

　その命令の言葉に、シャルは肩かたをすくめる。

「まあ、いいか……。行ってやる。仰おおせのままに、かかし殿どの」

　アンの腕を放すと、シャルはふわりと、御者台から飛び降りた。

　シャルはゆっくり、こちらに駆けてくる人馬に向かって歩き出す。

　右みぎ掌てのひらを胸の前に軽く広げ、シャルは笑うように目を細める。彼の背にある一枚きりの羽が、わずかに震ふるえる。するとしおれていた羽が、ゆっくりと開く。陽の光を受け一部が虹にじ色いろに光る。

　そうしていると彼の掌に向かって、彼の周囲から、きらきらと光の粒つぶが集まりだしていた。

　光の粒はみるみるうちに凝ぎよう縮しゆくし、細長く形を作り、白銀に輝かがやく剣けんの形になった。

　──剣……!?　そんな能力があるの!?　ならシャルは本当に……。

　シャルは形になった剣を握る。それを下げ持つ。

　──戦士妖よう精せい。

　いきなり、シャルは駆けだした。

　風よりも静かに、音もなく、身を低くして駆ける。

　あっという間に、盗賊たちの馬に駆け寄ったシャルは、二頭の馬の足にむけて剣をふるった。

　その一ふりで、同時に二頭の馬の前足を斬きり飛ばした。どっと馬が倒たおれると、盗賊たちが地面にたたきつけられる。

　それを確認もせずに、シャルはさらに、入り乱れる人馬の方へ向けて駆けた。

　他ほかの盗賊たちがシャルの存在に気がつき、視線を向けた。

　瞬しゆん間かん、彼は続けざまに馬の足を斬り飛ばす。同時に、五頭の馬が倒れる。

　残りの三頭を操あやつる盗賊たちが、怒ど声せいをあげてシャルに斬りかかってきた。

　ふりおろされる剣を、シャルは盗賊の腕ごと斬り飛ばした。盗賊の首領の顔色が変わる。

「引きあげろ!!　引きあげろ!!」

　首領は叫さけぶと、馬首を山やま裾すそへ向けた。地面にたたきつけられた盗賊たちが、転がるようにして後を追う。腕を飛ばされた男も、呻うめきながら必死の形相で馬を走らせた。

　砂煙が、風にさっと吹ふき流される。

　その場でもがく、足を斬られた七頭の馬と、地面にたたきつけられて死んだ盗賊の死体三つが、しんと静かな空気の中に現れる。

　シャルは軽く剣をふり、血を払い落とす。そしてゆっくりと移動すると、もがく馬の首に次々と剣を突き立てて、息の根を止めていく。

　アンの指先は冷えて、わずかに震えていた。

　シャルにとどめを刺さされる馬を見ないように、視線をそらした。あんなひどい怪け我がをした馬は、助からない。へたに苦しませるよりは、殺す方が慈じ悲ひ深ぶかい。

　そうはわかっていても、正視できなかった。

　確かに、助けて欲しいと言ったのはアンだ。

　しかしあっという間に馬七頭と人間三人も殺してしまう結果になろうとは、思っていなかった。自分のひと言で、盗賊とはいえ人が三人も死んだ。

　自分の命令がこんな結果になることに、驚おどろきと恐きよう怖ふを感じていた。

　──これが、戦士妖精というもの……。

　しばらくアンが動けずにいると、前方の箱形馬車の御者台から、御者が降りてきた。

　その御者の姿を認めて、アンは我が目を疑った。

「まさか、ジョナス!?」

　馬にとどめを刺すシャルを、呆ぼう然ぜんと見つめていたジョナスは、アンの声に顔をあげた。

「……え？……アン？」

　シャルは全すべての馬にとどめを刺し終わると、手にした剣を下げ持った。剣はできあがったときと同様に、徐じよ々じよに光の粒になって霧む散さんした。

　アンは、無む惨ざんな馬や盗賊の死し骸がいをなるたけ見ないようにしながら、それらをよけて、急いで馬車を進めた。ジョナスの馬車と並ぶと、馬を止める。

　御者台から降りてジョナスに駆け寄った。

「どうしたの!?　ジョナス」

「アン！　彼は、君が使し役えきしている戦士妖精!?　じゃ、助けてくれたの、君だったの!?　ああ！　これも運命？　とにかく、会えてよかった！　君は僕より半日早く出発したから、ずっと先まで行っていると思ってた」

　ジョナスは興奮しているらしく、アンの両手を、両手で包むようにして握にぎりしめた。

「わたしはレジントンに寄り道してたから……。って、そうじゃなくて。なんでジョナスが、こんなところにいるの？」

「君を追ってきた。君一人旅をさせるのは、危険だ。だから両親を説得して、馬車を準備して、追ってきた。僕は君と一いつ緒しよに行くよ」

「なんで!?」

「なんでって。理由は一つしかないよ。僕の気持ち、知ってるだろう」

　その言葉に、ぽかんとした。

「え？」

「僕は、君が好きだ。君と一緒に行きたい」

「えっと……ジョナス。……すごく嬉うれしいんだけど……」

　アンは握られていた両手を、そっと引き抜ぬくように離はなす。

「けど、多分ジョナスは、自分の気持ちについて、とんでもない勘かん違ちがいをしてるんだと思う。どう考えても、ジョナスがわたしを好きになるはずないもの。そんな要素が、これっぽっちもない。ジョナスはわたしに対する同情を、愛情と勘違いしてるんだと思う」

　アンはごく平へい凡ぼんな容姿で、ついでに愛あい嬌きようをふりまくタイプでもない。

　自分で言うのもなんだが、女の子としての魅み力りよくには乏とぼしい。

　実際半年間ジョナスとアンは身近にいたのだが、友達よりもよそよそしい関係のままだった。

　そんな微び妙みような距きよ離り感かんのあるアンに、ジョナスは求きゆう婚こんした。

　理由は、母親を亡なくしたアンへの同情以外に、考えられない。

　ジョナスはアンに同情するあまり、同情と恋れん情じようの区別がごちゃごちゃになって、アンをものすごく好きになったと勘違いしているのではないだろうか。

「同情じゃない。僕はアンが好きだよ。ねぇ、アンはルイストンの砂糖菓が子し品評会に参加するんだろう？　そう言っていたよね。だったら僕も一緒に行くよ。君が銀砂糖師になれるように、僕が君を守り、協力する」

「待ってよ。たった今盗とう賊ぞくに襲おそわれといて、守るもへったくれもないでしょう!?　それにジョナスは砂糖菓子店の大事な跡あと取とり息子むすこじゃない。ラドクリフ工こう房ぼう派の、長おさになる可能性だってあるんでしょう!?　そんな人をこんな危険な旅に同行させて、怪我でもさせたら。お世話になったアンダーさんに、顔向けできない」

「盗賊は、まあ。ちょっと油断したけれどね。僕も男だから大だい丈じよう夫ぶ」

「大丈夫の根こん拠きよが、まったくわからないんだけど!?」

「大丈夫。大丈夫。剣も持ってるし」

「ねぇ、人の話、聞いてる？」

「それに父さんも母さんも、僕がアンと一緒に、ルイストンへ行くこと納なつ得とくしてるし」

「アンダーさんたちが納得？　そんなはずないわ。とにかく、引き返して」

「もう引き返せない。引き返すのも進むのと同じくらい、危ないはずだよ」

　熱心なジョナスの様子が、熱に浮うかされた者のようにうわずっていた。

　これは本格的に、同情を恋情と勘違いしているに違ちがいない。

　勘違いの恋こい心ごころでジョナスを死なせてしまったら、寝ね覚ざめが悪いことこの上ない。

「だめよ。絶対、引き返すの」

「アン。冷たいこと言わないでよ、ね」

　ジョナスは笑うと、再びアンの手を握った。

　驚いて手を引こうとしたが、その手をしっかりととらえられる。

「僕は君のために来た。君は、僕が嫌きらい？　喜んでくれないの？」

　見つめられると、戸と惑まどう。村の女の子たちが夢中になる、優やさしい笑え顔がお。
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「嫌いなわけじゃないのよ。けど、けどね。なんというかぁ、そんな問題じゃなくて……」

　シャルは二人のやりとりに口を出す気はなさそうで、ずっと馬車の荷台に寄りかかり空を見あげていた。しかしふいに眉まゆをひそめると、荷台から背を離した。

「かかし。早くこの場所を離れろ。血の臭においを嗅かぎつけて、狼おおかみが来る。上を見ろ」

　アンとジョナスは、空を見あげた。黒い鳥の影かげが三羽、彼らの頭上を旋せん回かいしている。

「荒こう野やカラス。荒あれ地の掃そう除じ屋だ。あいつらが現れたら、すぐに狼が来る」

　アンは素す早ばやく頷うなずいた。力がゆるんだジョナスの手から、自分の手を引き抜く。

「わかったわ。すぐに出発する。ジョナスは、お願い。ここから引き返して」

「いや。僕は行く」

「ねぇ、ジョナス。あなたが死んだらご両親が泣くし、村の女の子たちだっていっぱい泣くわ。あなたがいなくなったら、店は誰だれが継つぐの？　あなたには大切なものが、たくさんあるじゃない。それを守るべきなのよ」

　心を尽つくして、アンは言った。しかしジョナスは、まっすぐにアンを見つめ返す。

「君がだめだと言っても、僕は行くよ。両親は、関係ない。店も、今の僕には関係ない。僕は今、君への気持ちだけが大切だ」

　ジョナスには温かい家がある。両親がいて、将来は跡を継ぐべき店もある。両手に大切なものをたくさん抱かかえている。アンのように、死んで泣いてくれる人が一人もいない、からっぽの身ではない。彼は、アンのような危険を冒おかす必要のない人間だ。

　それなのに。自分の持っているものの大切さを、理解しようとしない。

　そのジョナスの強ごう情じようさに、ほとほと困り果てた。

「とにかく、ジョナスは危険な真似まねをするべき人じゃないのよ」

　アンは背を向けると、さっと御者台に乗った。

　シャルはすでに御者台に座っていた。困り顔で馬に鞭むちを当てるアンの横顔を見て、シャルがにやりと笑う。

「追ってくる男がいるのか。子供にしては、やるな」

「子供じゃない！　わたしは十五歳。成人よ！　それにジョナスは、そんな相手じゃないの。ただわたしに、同情してるだけ。そんな同情心で、危険を冒そうとするなんて」

　と言いながらも、アンは背後を気にしていた。

　ジョナスは自分の馬車に乗ると、ゆっくりと歩を進めて、アンたちの後ろをついてくる。村に帰るつもりはないらしい。

　そもそもここまで街かい道どうを来てしまったからには、ジョナスも言うように、引き返すのも進むのと同様に危険だった。

「どうすればいいのよ、わたしは……」

　アンは呟つぶやいて、続けてぽつりとシャルに告げた。

「後ろの馬車。とりあえずなにかあったら、助けに行ってくれる？」

　ジョナスは、嫌いでない。逆にあの優しい笑顔や態度は好ましい。それに恋情と勘違いしてしまうほど他人に同情する彼を、いい人だと思う。

　見放せるわけはなかった。

「俺になにかをさせたいなら、羽をたてにして命じろ」

「さっきも、命令しろ命令しろって、うるさく言ってたわよね。なんでよ」

「命じられたこと以外、やるつもりはない」

　要するに彼は、「この命令に従わなければ、おまえの命を取る」と、脅おどさない限り動かないと言っているのだ。逆を言うと、そこまで必死の命令にしか、従わないということだ。

「ちょっと馬を見ていて」とか、「そこの毛布を取って」なんていう軽々しい命令には、断固として従わないつもりだ。

　アンとて、毛布を取ってもらうためだけに、「殺すぞっ！」と脅すのは面めん倒どうだ。

　扱あつかいにくいものだと、ため息をつく。

「わたしは昨日の夜に、シャルを使役しようって覚かく悟ごした。けど根本的に、そんなえげつない命令のやりかたは、したくない。だからこれは、お願い。これからもとりあえず、お願いする。でもいやだって言われたら、命令に変える。お望み通り『羽を引き裂さかれたくなきゃ、わたしの言うとおりにしなさい』って言ってあげる。その覚悟よ。けどわたしは、まずお願いする」

　その言葉を聞いて、シャルはまじまじとアンを見つめる。

「本当に、妙みようなかかし頭だ」

「シャル、あなた、さっきからどさくさにまぎれて、かかしって言ってるよね。……もういいけどさ。……かかしで」

　ジョナスの身になにかあれば、どうすればいいのか。それを考えると頭が痛くなりそうだったので、シャルのかかし発言に反はん撃げきする気力はなかった。







　アンは馬車を止めた。するとジョナスが隣となりに馬車を並べ、止まった。

　二人が見あげるのは、旅の二日目、アンが寝場所に決めた宿しゆく砦さいだった。

「これが宿砦か。僕は今夜、はじめて使うよ」

「宿砦に泊とまるのが、はじめて？　じゃあ昨日の夜は、どうしたの？」

「実は今日の昼までは、護衛がいたんだ。ノックスベリー村のはずれで、荒あらっぽい仕事をしている男がいて、そいつに護衛を頼たのんだ。だから昨日の夜は、道の脇わきに馬車を止めて荷台の中で寝た。護衛が一晩守ってくれたけど」

「けど？」

「僕が荷台のどこにお金を隠かくしてるか、見られちゃったみたいで。今日の昼前に僕に剣けんを突つきつけて、お金を取って逃にげていったよ」

　そう言ったジョナスは、わりにけろりとしている。度胸がいいのか、脳天気なのか。

　アンはがくりと肩かたを落とした。

「気の毒だったけれど……それはガードが、甘すぎない？」

「まあ、そうだね。でも結果良ければ、全すべて良しだよ。命は助かったしね。そのおかげで、アンに巡めぐり合えたんだし」

　旅に対する危機感は、まるでないらしい。

　一いつ緒しよについてくるつもりならば、危機感を持ってもらわなければ困るのに。

「ジョナス。今夜ここに泊まったら、明日、引き返してね」

「僕は自分の行きたいところに、行ってるんだよ。君に、ついて来てるわけじゃないから」

「あ～の～ね～。ジョナス」

「さ、行こう」

　ジョナスはウインクすると、馬に鞭を当てた。アンは額をおさえた。

「ああ……頭が痛い……」

　二台の馬車を宿砦の中に乗り入れ、門の鉄てつ扉ぴを閉めた。

　宿砦にはいると、ジョナスは遠えん慮りよするように壁かべ際ぎわに馬車を寄せた。そしてすぐに、箱形の荷台の中に入ってしまった。その中で眠ねむるつもりらしい。アンの馬車に近寄らないのは、アンにくっついてきているのではないという、彼なりの主張だろう。

　アンは馬車の脇で、火を焚たいた。そして鍋なべに水と乾かん燥そう肉と野菜の切れ端はしを入れ、簡単なスープを作った。できあがると、ジョナスの馬車をちらりと見る。

　秋とはいえ、夜になると気温は下がる。温かいものを、アンたちだけ食べるのも気が引けた。

　木の椀わんにスープを入れると、ジョナスの馬車の荷台に近寄った。

　荷台背後にある両開きの扉とびらを、軽く叩たたく。

「ジョナス。わたしよ。開けて」

　中でなにやらごそごそと音がして、程ほどなく扉が開いた。

「なにか御ご用ようでしょうか？」

　扉を開いたのは、掌てのひらくらいの大きさの、妖よう精せいの少女だった。一枚だけの羽を懸けん命めいに動かして、扉の取っ手にすがりついている。

　妖精の少女は、アンダー家で使し役えきされていた労働妖精のキャシーだ。燃えるような赤毛だ。つんと上を向いた鼻をさらに上に向け、吊つりぎみの大きな目がアンを睨にらむ。

「キャシー!?　あなた、ジョナスに連れてこられてたの？」

「わたしはもともと、ジョナス様専用の労働妖精ですもの。当然です」

「そうなの？　で、そのジョナスは？」

「お休みになっていらっしゃいます」

「じゃあこのスープだけ渡わたしておく。目が覚めたら食べてって、伝えてくれる？」

　アンが差しだした椀を見て、キャシーは口の端で笑った。

「こんな粗そ末まつなもの。ジョナス様はおそらく、口になさいませんよ」

　それは高貴な者に仕える使用人が、主人の威い光こうをかさにきて、他人を見下す態度にそっくりだった。アンは眉まゆをひそめる。

「おうちじゃそうかもしれないけど、旅では、こんなものでもありがたいの」

　キャシーはいやそうな顔をしたが、ふわりと床ゆかに降りると、両手を差しだした。

　片羽を取られた妖精は、飛べない。空中にとどまることも無理なのだから、キャシーは床に降りて椀を受け取るしかない。

　アンはかがみ込んで、椀を渡す。

　キャシーにとって椀は、盥たらいのような大きさだ。抱え込んで、顔を歪ゆがめる。

「獣けものの脂あぶらくさい。妖精のわたしでも、いやだわ」

「あ～そ～。ごめんね。いらないお節せつ介かいで！」

　アンはぷんぷんしながら火のそばに帰ると、乱暴に鍋の中をかき回した。

　シャルは炎ほのおを見つめながら、ぼんやりと座っていた。

　椀を手に取り、シャルの分のスープを注ついだ。そしてその椀を、無言でシャルに突き出した。

　目の前のスープをまじまじ見つめて、シャルは不思議そうにアンの顔を見る。

「これは……？　どうしろと？」

　アンはキッと、シャルを睨む。

「わたしが『お口をあ～ん』して、シャルの手でスープを食べさせてもらいたいから、これを渡すんだと思う!?　シャルが食べる分に、決まってるでしょう!?　こんなもの渡そうとして、悪かった!?　あなたも、獣の脂くさい貧びん乏ぼうスープなんてお口に合わない!?」

　突とつ然ぜんつっかかってきたアンに、シャルが驚おどろいたような顔をした。

「いきなり、なんだ？　頭に火でもついたみたいだ」

「どうせかかし頭ですから！　よく燃えるでしょう！」

　シャルはこらえきれなくなったように、少しだけ笑った。そして柔やわらかい表情で、差し出された椀に手を伸のばす。

「大火事らしい」

「火もつくわよ。こんな貧乏スープは、砂糖菓が子し店の跡あと取とり息子むすこ様のお口には合いませんって、妖精に言われたわ。あなたも、こんな貧乏スープはいや!?」

「スープがいやだったわけじゃない。ただ……驚いた」

　シャルはスープを受け取ると、両手で椀を包みこむようにする。

「驚いた？　なにに？　もしかして、あまりにも、まずそうだったとか……」

「自分より先に、俺にスープを与あたえたのに、驚いた」

「どうして？　給きゆう仕じしている人間が、自分以外の人に先にスープを渡すのは、当然でしょう？　マナーよ、マナー。はい、スプーン」

　スープをすくうためのスプーンを渡そうとしたが、シャルの手の中にある椀が、すでに半分の量にまで減っていることに気がついた。

「シャル、あなた口つけてないよね。もしかして、お椀に穴が空いてる？」

「食べた」

「食べた!?　どうやって!?」

「俺たちは、口から食べない。手をかざしたり、触ふれたりして、吸収する」

　シャルの手にある椀を見ていると、スープの液面がわずかにゆらゆらと揺ゆれながら、徐じよ々じよにかさを減らしている。それは急速に蒸発しているように見える。

「味、するの？」

　その様子をまじまじ見つめて、思わず、アンは訊きいた。

「しない。食べ物を食べても、味は感じない」

「妖精って、そうなの!?　そんなの、何食べても楽しくないじゃない。ぜんぜん、どんなものも味を感じないの？」

「一つだけ。味を感じるものはある」

「なに？」

「銀砂糖だ。……甘い」

　なにかを思い出したように、シャルは目を伏ふせた。その表情がひどく寂さみしげだった。なにかつらい思い出でもあるのだろう。

　この口の悪い妖精は、市場に売り出されるまでの間、どんなことを体験したのだろうか。

　想像すると、心が痛んだ。

　自然の中で生まれ、気ままに暮らしていたのに、突然追い立てられ狩かられ、そして売られる。どんな気持ちがするだろうか。アンだったら、恨うらみで凝こり固まってしまいそうだ。

「銀砂糖は好き？　嫌きらい？」

「嫌いじゃない」

「じゃあ、砂糖菓子作ってあげる。わたし、砂糖菓子職人の端くれなのよ」

「おまえが？」

　シャルは胡う散さん臭くさそうに、横目でアンを見やる。アンはちょっと胸を張った。

「聞いて驚きなさいよ。わたしのママは銀砂糖師なの。娘むすめのわたしは、よちよち歩きの時から、銀砂糖を粘ねん土どがわりにして遊んだんだから。自分で言うのもなんだけど、腕うではかなりのもんよ。シャルに似合う、月光草の形を作ろうか」

　味のない食事なんて、楽しいはずはない。そう思うと、作ってあげたくなった。

　もしシャルが恨みで凝り固まっているとしたら、優しい甘みの砂糖菓子は、少しなりとも彼の心を柔やわらかくしてあげられるかもしれない。

　戸と惑まどいが、シャルの顔に浮うかぶ。困ったようなその表情が、少し可愛かわいく思えた。

　アンは微笑ほほえんで立ちあがり、自分の馬車の後ろに回った。そして後方の、両開きの扉に手をかけた瞬しゆん間かんだった。

　どかん！　と、馬車の中で、なにかが弾はずむ衝しよう撃げきが響ひびき、車体が大きく揺れた。

　咄とつ嗟さに飛び退のいたアンは、悲鳴をあげた。

「シャル！」

　シャルの傍かたわらに飛んで帰り、彼の袖そでを摑つかむ。

「な、なにか、荷台の中にいるみたい！　見て。見てよ、お願い」

　するとシャルは、ちろりとアンを見る。

「命令か？」

「め、命令？」

「見に行かなければ、俺の羽を引き裂さくか？」

「そんなこと思ってないけど、でも」

「じゃあ、自分でやれ」

「あああ、あなたって!!」

「羽を引き裂く」と脅おどすえげつなさがいやで、アンは容易に命令ができない。

　シャルはアンのそんな思考も見み透すかして、「命じろ」と言っている。小こ馬ば鹿かにしたような表情からも、それは明らかだ。とことん、怠なまける気だ。

　一いつ瞬しゆんでも彼を可愛いと思った自分が、馬鹿だった。

　アンはかっと頭に来たが、その怒いかりのおかげで恐きよう怖ふ心しんが目減りした。

「いいわ！　見てやろうじゃない！」

　アンとて母親と二人、だてに十五年も王国中を旅していたわけではない。

　そんじょそこらの十五歳の娘よりは、度胸があるつもりだ。

　たき火用の棒きれをとりあげると、荷台の扉とびらの前に立った。

　棒きれを片手で構える。そっと扉を開く。

　荷台の中は、静かだった。

　箱形の荷台の中は、人が立ち歩けるほど天てん井じようが高い。壁かべの両側面、天井に近い場所に、横長の明かり取りの窓がある。今夜は月が明るかったので、明かり取りの窓から月光が射さしこみ、荷台の中をうすぼんやりと照らしていた。

　壁の一方に取りつけられた作業台の上には、砂糖菓子を練りあげるための石板や、木べらや、秤はかり。様々な植物から抽ちゆう出しゆつした色粉の瓶びんなどが、整然と並んでいる。

　逆側の壁沿いには、樽たるが五つ並べられている。

　いつもと変わらない荷台の中だった。

「なにも……ない？」

　おそるおそる、荷台の中に首を突つっ込み中を覗のぞいた。その瞬間。

「おい、おまえ!!」

　キンとした声とともに、小さな影かげが、作業台の下からぴょんと飛び出してきた。

「きゃあああああああああああああ!!」

　アンは悲鳴をあげながらも、棒きれを思い切りふり抜ぬいた。

　こちらにまっすぐ飛んできた影に、見事にヒットした。

　ふり抜かれた勢いで、影はそのまま荷台の外へ飛び、火の近くに座っていたシャルの後ろ頭に激げき突とつした。

　いきなり背後から襲おそわれたシャルは、眦まなじりをつりあげてふり向いた。

　激突した後、シャルの背後にぼとりと落ちた小さな影を、彼は鷲わし摑づかみにする。

「これは、いやがらせか!?」

　アンに向かって怒ど鳴なるが、アンも混乱して怒鳴り返す。

「知らないわよ!!　それが荷台の中にいたのよ」

「これが……？」

　シャルは自分が摑んでいるものに、視線を向けた。そして眉まゆをひそめる。

「放せよぉ、この野や郎ろう!!　俺様を誰だれだと思ってる！」

　甲かん高だかい声で、その小さな影は抗こう議ぎした。

　首根っこを摑まれてじたばた暴れているのは、銀ぎん髪ぱつで、可愛らしい少年の姿をしている妖よう精せいだ。背に羽は一枚きり。もう一枚の羽は妙みようなことに、スカーフのように自分の首に巻いている。

「放せぇ！」

「うるさい」
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　シャルがぱっと手を離はなした。小さな妖精は地面に墜つい落らくして、ギャッと悲鳴をあげた。

「ちぇっ。乱暴な奴やつ。俺はデリケートなんだ、もっと優やさしく扱あつかえよ」

　腰こしをさすりさすり立ちあがる。

　アンは恐おそる恐る近づいて、跪ひざまずくと妖精を覗きこむ。

　妖精は、青い瞳ひとみのまん丸な目でアンを見あげた。

「あなたが、荷台の中で暴れたのね」

「暴れたわけじゃないぞ。うたた寝ねしてたら、繊せん細さいな俺は悪夢を見ちゃって、飛び起きたんだ。飛び起きすぎて、天井にぶつかっちゃっただけだい」

「はぁ……すごい飛び起きかただね……。それにしても、あなた誰？　いつ、なんでわたしの馬車に入りこんだの」

「俺は、ミスリル・リッド・ポッド。おまえに恩返しをしに来た」

「恩返し？」

「昨日。おまえは俺を助けた。だから俺は、義理を果たしにきたってわけだ」

　そう言われて、アンはやっと気がついた。

「あっ！　あなた！　レジントンで妖精狩かりゆ人うどがいじめてた、あの子？」

　あの時は泥どろまみれで、顔かたちがわからなかった。しかしよくよく思い出せば、そのキンキン声には聞き覚えがある。

　妖精が首に巻いている羽は、アンが妖精狩人から取り戻もどしたものに違ちがいない。

「そうさ。俺はレジントンの町でおまえの馬車を見つけて、もぐりこんだんだ。それもこれも、恩返しするためだ。すぐにでも、恩返しをしようと思ったんだけどな。俺はあの馬鹿にこき使われて、疲つかれきってたから。ついつい寝込んじゃって。今まで寝てた。でも、そのおかげで元気になった！　これから俺は、おまえにガンガン恩返しをする」

「でもあの時、人間に礼なんか言わないって、言ってなかったっけ？」

「言った。けどおまえに助けられたのは、事実だ。俺は、人間みたいな不人情な生き物にはなりたくないから、嫌いや々いやながらも恩返しする。言っとくが、恩は返すが、死んでも礼は言わないぞ。いいなっ！」

　小さな人差し指を、びしりとアンに突きつける。指を突きつけられたアンは、困こん惑わくした。

「えっと……。なんていうか。恩返しを期待して助けたわけじゃないから、恩返しなんかいいわよ。しかも嫌々ながらとか、死んでも礼は言わないとか。感謝されてんだか、されてないんだか、よくわかんないし……」

「こいつを助けた？　お節せつ介かい焼きだな、かかし」

　シャルは呆あきれたように言った。

「だって見殺しにするなんて、出来ないじゃない。えっと、あなた、ミスリルだったっけ？」

「俺はミスリル・リッド・ポッドだ。略すな！」

「あっ、ご、ごめん。ミスリル・リッド・ポッド。とにかく、恩返しは必要ないから」

「そうはいくか。恩を返させろ！」

　あまりの尊大さに、アンはどっと疲ひ労ろうを感じる。

「わたし、今まで妖精とほとんど接せつ触しよくしたことなかったから……。妖精って、もっとけなげで、いじらしいのだと思ってたけど。全然違うじゃない。あなたにしろシャルにしろ、キャシーにしろ。なんでこう、偉えらそうなわけ？」

「さあ、恩を返させろよ！」

「でも、本当にそんな必要ないし」

「必要ない？　ふざけるな！　俺は地じ獄ごくの底までついて行っても、恩は返させてもらう」

「地獄ってなに!?　なんか怖こわい！　恩返しか復ふく讐しゆうか、わけわかんない！　なんでわたしが脅おどかされなきゃならないの!?」

「とにかく、恩返しさせろ。恩返しするまで、つきまとってやる」

「わかった！　わかったから!!　じゃあ、恩返しをお願いする！　え～と、え～と」

　アンはぐるりと周囲を見回して、ぽんと手を打った。

「そうだ！　それじゃ恩返しに、馬車の車しや軸じくに油を差してくれる？」

「馬鹿にするな！　命を助けられた恩返しに、そんなショボいことをさせる気か!?　もっとすごい恩返しを考えろ!!」

「すごい恩返しって……なに」

　頭を抱かかえたアンに、ひんやりした表情でシャルが問う。

「黙だまらせるために、くびり殺すか？　おまえが命じれば、やるぞ」

　あまりにもミスリルがうるさいので、シャルは本気とも冗談ともつかない冷めた口調だ。

　それを聞いて、ミスリルが猛もう反はん撃げきする。

「おまえ!!　同じ妖精のくせになんてこと言うんだ。ふん。おまえ、黒曜石か。俺が水すい滴てきだからって、馬鹿にしてるのか？　おいおい、人間の小こ娘むすめ」

「アンよ」

「アン。おまえが使し役えきしているこいつは、妖精殺しだ。妖精狩人にやったみたいに、こいつに一発お見み舞まいしてやれっ！」

「て……なんで命令してるの？　あなたが」

「だから、くびり殺そう」

　妙にきっぱりと提案したシャルに、アンは呻うめく。

「せっかく助けたのに、馬鹿なこと言わないでよ。とにかく、ね。あなたは自由なんだから、好きなところに行って、幸せに暮らしてほしいんだけど」

「好きなところへ行けだと!?　俺を追い払はらう気か!?　いかないからな、俺は！」

「そういう意味じゃないんだけど……。……なんか、疲れた……。わたし、もう寝たい……」

　喚わめくミスリルとの会話は、延々と平行線をたどりそうだった。

　アンはぐったりして、ミスリルに背を向けて寝ね支じ度たくをすると、毛布にくるまった。

「シャルごめん。砂糖菓が子しは、明日の夜にでも作る。待たせるお詫わびに、とびきり綺き麗れいに作るから。砂糖菓子を食べたかったら、わたしが寝込んでるからって、羽を盗ぬすまないでね」

　シャルが砂糖菓子でつられるかどうかは別として、そんなもので予防線を張るのは、なんだか情けない気がした。

　しかし実際問題。彼に羽を取り戻され、いなくなられては困るのだから仕方ない。

「盗とる盗らないの前に……、眠ねむれないと思うぞ」

　シャルは憂ゆう鬱うつそうに呟つぶやいた。

「おい、おまえら!!　おい、寝るな、寝るな──!!」

　耳に突き刺ささるミスリルの声に、アンは両手で耳をふさいだ。

「もしかして今夜、寝かしてもらえないのかなぁ～……」

　自分の善行を、つくづく悔くやんだ。
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「やいやいやい！　おまえまで寝るな!!　仲間だろうが」

「おまえみたいにうるさい仲間なら、いらない」

　跳はね回るミスリル・リッド・ポッドにうんざりし、シャルはため息混じりに横になった。

「ななな、なんだと!?　なんだと──!?」

「恩返し？　おまえは馬ば鹿かか。相手は人間だ。羽を取られたときの痛みを忘れたか」

　羽は妖精の体の中で、最も敏びん感かんな場所だ。それをむしり取られたときの痛みは、手足を引き抜ぬかれたのと同様の痛みだ。

　その痛みを与あたえられただけでも、人間という生き物を憎にくむには充じゆう分ぶんだ。

　しかしミスリルは、へんと鼻を鳴らす。

「なに言ってやがる、痛い思いを忘れるもんか。だから俺は、人間に礼なんか死んでもいわないぞ。けど俺の羽を取ったのは、アンじゃない。アンは俺の羽を、取り戻してくれたんだ。人間でも妖よう精せいでも、悪い奴は悪い。いい奴はいいんだ。だから俺は、いい奴には恩返しをする。だからアンにも恩返しするんだ！　恩返しさせろさせろさせろ！」

　なにやら屈くつ折せつした思いはあるらしいが、とにかくアンに、心から感謝しているのはわかる。

　しかしなにしろ、騒そう々ぞうしい。

「うるさい！」

　手をあげて、飛びあがった瞬しゆん間かんのミスリルを、ぱしりとたたき落とした。

　ギャッと悲鳴をあげて墜落したミスリルは、今度は眉まゆをつりあげ、さらに興奮してぴょんぴょんシャルの頭の周りを跳ねる。

「暴力反対!!　この妖精殺し！　仲間殺しー!!」

　片羽を取られた妖精は飛べなくなる。しかし残った羽の羽ばたきと跳ちよう躍やくの力で、人間の頭くらいは軽々飛び越こえる。

　ミスリルはその跳躍力を生かして、目め障ざわりに、跳ね回ってくれる。

　騒々しさが増したので、これ以上手を出さないほうが賢けん明めいだと悟さとる。

　横になって耳をふさぐアンは、迷めい惑わくそうにぎゅっと眉まゆ根ねをよせている。

　アンはこの妖精、ミスリル・リッド・ポッドを助けたらしい。

　呆れるほど甘い娘むすめだ。彼女は、シャルに対しても甘い。

　アンは自分よりも先に、シャルにスープを給きゆう仕じした。さらに、砂糖菓子を作ってやろうとまで言った。まるで人間に対するように接してくる。

　そのうえアンは、シャルに対して厳然とした命令を下さない。彼女の命令は、お願いの域を出ない。彼女が羽を傷つけたくないと思っているのが、ありありとわかってしまう。シャルを使役するという、決然とした意志が感じられない。

　命じられるのと、お願いされるのは違う。

　だから正直、戸と惑まどう。従うべきか、無視するべきか。

　命じられてもいないのに、従うのは業ごう腹はらだ。しかしアンは、シャルの羽を持っている。アンが窮きゆう地ちにおちいり、シャルの羽に被ひ害がいがおよんでも困る。

　迷ったすえ、盗とう賊ぞくは追い払ってやった。

　けして、アンの命令に従ったわけではなかった。従うには、彼女は甘すぎる。

　なぜアンはこれほど、甘いのか。もしかして、寂さびしいのだろうか。夢の中で母親を求めていた娘だ。一人旅が、寂しくないわけはない。だから妖精たちに対してさえ、甘い顔をするのだろうか。自分の孤こ独どくを癒いやしてくれる相手を、無意識に求めているのだろうか。

　今夜はミスリルも喚いているし、アンから羽を盗むチャンスはなさそうだ。

　──まあ、かまわない。

　命じられることがほとんど無いのだから、気楽だ。おろおろするアンを見て、笑っていればいいだけなのだ。ほんとうに、甘い小娘。

　──かかしの作る砂糖菓子は、さぞ甘いだろう。

　ふと、そんなことを思う。







　三章　襲撃







　御ぎよ者しや台だいに座るアンの隣となりには、シャルの眠そうな顔がある。そしてアンとシャルの隙すき間まにわりこむようにして、丸まって眠っているのはミスリル・リッド・ポッド。

　日の出とともに、アンの操あやつる箱形馬車は、宿しゆく砦さいを出た。

　昨夜ゆうべ一晩、ミスリルは喚き続けた。当然、アンもシャルもほとんど眠れなかった。

　喚くミスリルをなだめながら、アンは出発した。

　ミスリルはちゃっかり、御者台に乗っかった。寝ね不ぶ足そくのアンとシャルが無言でいると、ミスリルは徹てつ夜やの疲つかれもあったのか、馬車に揺ゆられる心地ここちよさにぐうぐう眠りだしたのだ。

　気持ちよさそうなミスリルを見おろして、シャルが憎にく々にくしげに言う。

「眠っている間に、投げ捨てるか？」

「それはあんまりだから、やめてあげて。それに投げ捨てても帰ってくるよ、多分。地じ獄ごくの底までついて来るって言ってたから。彼が納なつ得とくする恩返しをするまで、わたしたち眠らせてもらえないのかもね～。それは困るけど……それを言うと、ジョナスにも困ったわよね……」

　背後からは、ジョナスの箱形馬車も当然のような顔をしてついて来る。

　しばらく馬車に揺られると、アンは太陽の位置を確かめた。

　そろそろ、昼ご飯を兼かねた休きゆう憩けいを取る時間だった。アンは道の脇わきに連なる林の中に、澄すんだ小川が流れているのに目をとめた。林が開けた所を見つけると、そこに馬車を乗り入れた。

　ジョナスも、静かに馬車を止める。

　アンは荷台の脇につけた樽たるに水を補給するため、バケツでせっせと小川の水をくみはじめた。

　ジョナスはその様子をしばらく眺ながめていたが、自分も、水の補給をする必要に気がついたらしい。バケツを手にして、小川にやってきた。

　水をくもうと小川にかがみ込んだアンの隣に、ジョナスも同様にかがみこむ。

　気配に気がついて、アンはジョナスに顔を向けた。

　ジョナスはいつにない真しん剣けんな表情で、アンを見つめ返した。そして、ぽつりと言う。

「アン。わかってくれるかい？　僕は君のことが心配だった。それだけなんだ」

　ジョナスは小川に手を入れると、バケツを握にぎるアンの手に触ふれた。

　アンはびっくりして、バケツを小川から引きあげてしまった。そんなふうにされても、どう対処していいか困ってしまうばかりだ。けれど彼は彼なりに、優やさしく心をつくしてくれている。

「アン」

　呼ばれると、軽いため息がアンの口から漏もれた。

　ジョナスは、いい人なのだ。無む鉄てつ砲ぽうな行動も、アンのためなのだ。

「ブラディ街かい道どうに入ってから、もうすぐ三百キャロンになる。もう四分の一のところまで、来てしまってる。一人で引き返すほうが、危ない。それだったら、一いつ緒しよにルイストンまで行った方が安全だから。一緒に行こう」

　するとジョナスは、ぱっと笑え顔がおになった。

「わかってくれたの!?」

「そのかわり、本当に危険なのよ。それは理解してね」

「でもアンは、戦士妖精を使し役えきしてるじゃないか。危険はないと思うけど」

「戦士妖精だって、万ばん能のうじゃないはずだもの。シャルに頼たよりすぎて、油断しないで」

「それは、わかってる」

　そう言うジョナスの表情からは、いまひとつ緊きん張ちよう感かんが感じられなかった。

　ジョナスはおそらく、ノックスベリー村から外へ出たことは、ほとんどない。たまにレジントンへ、買い出しや祭り見物に行くのがせいぜいだったろう。その彼が旅に対して無知なのも、仕方ないかもしれない。

　しかし昨日、盗賊に襲おそわれたばかりだ。もう少し引き締しまった表情をしてほしかった。

　シャルは昨日あまりにもあっさり、盗賊を追い払はらった。そのことで「戦士妖精がいれば、たいしたことはない」というような安易な考えを、ジョナスに植えつけたかもしれない。

　水をくみ終わると昼食をとり、アンたちは出発した。

　そして予定通り、三日目の宿しゆく泊はく地と決めていた宿砦に到とう着ちやくできた。

　その日の夕食。アンは、ジョナスも一緒に食べるように誘さそった。

　いつものように、小さなたき火を焚たいた。

　たき火の脇に革かわの敷しき物ものを広げ、シャルとジョナスとキャシーを呼んだ。

　ミスリルは、呼ばなくとも勝手にやってきた。そして観察するように、彼らの周りをうろうろと歩き回る。

「ジョナスとキャシーに、紹しよう介かいしとくわ。彼は、シャル・フェン・シャル。戦士妖精よ。護衛をしてもらうために、わたしがレジントンで買ったの。シャルって呼んでる」

「名前は？　つけてないの？」

「今言ったのが、彼の名前よ」

　妖精を紹介されて、ジョナスは困こん惑わくした表情だった。妖精は道具と同様。紹介などされないのが普ふ通つうだ。しかも使役者が名前をつけないという主義も、今ひとつ理解できない様子だった。

　キャシーは物もの珍めずらしそうにシャルを見ていたが、シャルはキャシーなど目に入らないかのように視線をそらしている。

　ジョナスは改めて、シャルをしげしげと眺めた。

「おまえ、戦士妖精にしておくには、もったいないほど綺き麗れいだね。愛あい玩がん妖精でも売れそうだ」

　するとシャルが、冷ややかに応こたえた。

「気にいったなら、かかしから俺を買い取るか？　間ま抜ぬけぐあいでいけば、どっちもどっちだから、俺はどちらに使役されても、かまわない」

「シャル！」

　慌あわてて彼の口をふさごうとするが、口から飛び出した言葉は、もはや回収不可能。

「ま、間抜けって……」

　妖よう精せいから、間抜け呼ばわりされた経験などないはずだ。ジョナスは怒おこるよりも、啞あ然ぜんとしていた。

　アンは自分が悪いことを言ったような気分になり、弁解する。

「ご、ごめんジョナス！　シャルは口が悪くて、愛玩妖精として売れなかったらしいの。戦士妖精としても、口の悪さが原因で、安値でたたき売られてたし。間抜けだ馬ば鹿かだって、わたしも散々言われてるから、気にしないで！　シャルも、わたし以外の人にそんなこと言わないで。他ほかの人は、免めん疫えきないんだから！」

「うん。まあ……アンは悪くないんだから、いいよ。それより、そっちの妖精は？」

　気をとりなおすように、ジョナスがミスリルに視線を向ける。

　ミスリルは出番とばかりに、ずいと輪の中心に出てきた。

「俺か？　俺の名前はミスリル・リッド・ポッド様だっ!!　様をつけて呼んでくれ」

「え、さ、様づけ??」

　意味がわからないというように、ジョナスは目をぱちくりさせた。

「シャルもミスリル・リッド・ポッドも、そろいもそろって、なんでそんな態度なの!?　ねぇ、ミスリル・リッド・ポッド。『様』づけしろなんて、どうかと思うわよ。あきらかに、感じが良くないもの」

　たしなめたアンの言葉に、ミスリルはしょんぼりした様子でうなだれた。そしてふらふらと、アンの馬車の方へ歩いていく。

　ジョナスは当然のように、キャシーを紹介しなかった。

　アンの夕食は、水。そして乾かん燥そう肉を薄うすく切って黒パンに挟はさんだ、サンドイッチ。それをシャルにもあげた。

　ちらりとミスリルを見ると、彼はわざとらしく膝ひざを抱かかえて、荷台の屋根の上に座って、指先でのの字を書いている。

　ミスリルはやたらうるさいから、昨夜からひどく迷めい惑わくに感じていた。

　しかしよく考えれば、恩返しをしようとする心構えは、立派だ。恩返ししようと決めた相手が憎にくい人間の仲間なので、あんな妙みようちきりんな口上を並べたてただけだろう。

　──喋しやべらなきゃ、とっても可愛いのよね。目とかも、くりくりしてて。

　アンは自分の分のサンドイッチを半分にすると、ミスリルを手招きした。

「おいでよ、ミスリル。これ、あげる」

　ぱぁっと晴れやかな笑顔になると、ミスリルはぴょんぴょん跳はねながらやってきて、アンの手からサンドイッチをひったくった。

　そして真面目まじめな顔で、ひとこと言った。

「俺はミスリル・リッド・ポッドだ。略すな」

「そうだった。ごめんね。ミスリル・リッド・ポッド」

　ジョナスにも分けようとしたが、彼は自分の食事はあるといって、荷台から持ってきた。

　ジョナスの食事は、アンには考えられないほど豪ごう華かだった。

　葡萄ぶどう酒しゆ。林りん檎ご果か汁じゆう。白パンに梨なしのジャムを挟んだもの。肉を詰つめこんだパイを一切れ。母親が、精せい一いつ杯ぱいのごちそうを用意して持たせた、お坊ぼつちゃんのピクニックみたいだった。

　それを見ると、ジョナスが旅に出ることを両親が承知しているというのも、あながち噓うそとは思えなかった。

　これほど食べ物を細々と取りそろえるのは、家庭の主婦にしかできない芸当だろう。彼は両親に馬車や食料、ついでに護衛まで買い与あたえられ、準備を調ととのえてもらって出てきたに違ちがいない。

　しかしアンダー夫妻はなぜ、息子むすこの無む謀ぼうな行動に協力したのか。さっぱりわからない。

「こんなにごちそうがあるなら、わたしのスープなんていらないわよね」

　思わず、アンは呟つぶやいた。

　すると、ジョナスのコップに葡萄酒を注ついでいたキャシーが、くすりと笑って言った。

「当然です」

　ジョナスがキャシーを睨にらむ。

「黙だまれ、キャシー。アンに向かってそんな無礼な口のきき方は、許さないよ」

　はっとキャシーが顔色を変えた。おろおろと、取り繕つくろうように言う。

「あ、すみません。ジョナス様。わたし、ただ」

「消えていろ」

　キャシーは俯うつむいた。その足先からすうっと色が抜け、透とう明めいになる。ついには全身が消える。ただ彼女が支え持つ葡萄酒の瓶びんだけが、ふわふわと浮うかんでいるように見える。

　妖精には、特とく殊しゆな能力がある。キャシーの能力は、姿を消す能力らしい。

　ジョナスはすまなそうに言った。

「ごめんね、アン。うちの労働妖精は、しつけがなってなくて。君のスープは、美味おいしかったよ本当に。嬉うれしかった」

　使役者として、ジョナスの態度は当然なのかもしれなかった。しかしアンは、キャシーが可哀かわい想そうになった。姿が消える寸前のキャシーは、とても哀かなしそうな顔をしていた。







　翌朝、再び二台の馬車は走り出した。

　ミスリルは嬉しげに、シャルとアンの間に座った。上じよう機き嫌げんで、喋りまくる。

「アン。俺が恩返ししてやれることがあれば、遠えん慮りよなく言えよ。けど雑用なんか、言いつけるなよな。もっと立派な恩返しをさせろよ」

「立派な恩返しねぇ。考えるけれど、どうせならばミスリル・リッド・ポッドの能力を使える恩返しを考えた方がいいよね。あなたは、どんな能力があるの？」

　訊きくとミスリルは待ってましたとばかりに、胸を反らす。

「俺の能力か？　驚おどろくなよ。よく聞け。俺はな、ハイランド王国最北の巨きよ大だい湖レス湖の湖水！　……の水すい滴てきが、葉っぱについて。その水滴から生まれたんだ」

「水滴から生まれたの？　妖精って、みんな水滴から生まれるの？」

　アンは首を傾かしげる。するとミスリルは、ちっちっと人差し指を立ててふる。

「アンは、なんにもしらないんだなぁ。妖精はいろんなものから生まれるんだ。草の実や木の実、水滴や朝あさ露つゆや、石や宝石。もののエネルギーが凝ぎよう縮しゆくして生まれる。ただエネルギーが凝縮するためには、生き物の視線が必要だ。妖精や人間や獣けものや鳥や。魚でも、虫でもいい。エネルギーは見つめられることで形になって、それが妖精になるんだ。妖精の寿じゆ命みようは、生まれる源になったものと、だいたい同じだ」

「で、ミスリル・リッド・ポッドは水滴から生まれて、シャルは何から生まれたの？」

　問われたシャルは、ちろりとこちらを見ただけで、返事をしなかった。

　かわりにミスリルが答えた。

「こいつは、見たところ黒曜石だ。貴石の妖精は、鋭するどいものを作る能力があるんだ。俺は水滴から生まれたからな、水を操あやつる。それが俺の能力さ」

「水を!?　それはすごいじゃない。見せて」

「おう！」

　ミスリルは両手を胸の前に広げた。

　小さな掌てのひらをじっと見つめていると、掌のくぼみに水がわき出す。

　その水をミスリルは、まるで粘ねん土どをこねるように丸めて、ふわりと投げあげた。それがアンの手の甲こうにぴしゃりと当たって弾はじけた。わずかだったが、湖水の冷たさを感じる。

「すごい！　水を操れるなら、鉄てつ砲ぽう水みずに襲おそわれたとき、水の進路を変えられるんじゃない!?」

「恐おそろしいこと言うなよ。できるか、そんなこと」

「じゃあ、なにができるの」

「今、見せただろう」

「え…………。あれだけ？」

「そうだけど……なんか、……文句あるのかよ」

　がっかりして、アンは肩かたを落とす。ミスリルの能力は、たいしたものじゃないらしい。

　するとシャルが、皮肉たっぷりに言った。

「小鳥に水をやる時には、役に立つな」

「ううう、うるさい!!　なんだ、その言いぐさは。俺を馬ば鹿かにしてるのか。そんな態度は許さないからな。ついでに言っておくが、シャル・フェン・シャル。おまえはアンに対する態度も、改めろ。失礼だ！」

「おまえのほうが、失礼だ」

　シャルが冷たく言い返す。

「俺のどこが失礼だ」

「全部」

「なんだとぉ!?」

　言い合う二人の妖精を横目で見て、アンは断言した。

「喧けん嘩かしなくても、大だい丈じよう夫ぶよ。二人とも同じくらい、失礼だから」

　アンは順調に、距きよ離りを稼かせいだ。

　今夜。旅の四日目の宿泊地に決めた宿しゆく砦さいに到とう着ちやくできれば、ブラディ街道を四百キャロン進んだことになる。ブラディ街道の全長千二百キャロンの、三分の一だ。

　太陽は徐じよ々じよに傾かたむき、山の端はが輝かがやくオレンジに色づく。

　今夜も、おそらく問題なく宿砦に到着できるだろう。そう思っていた矢先だった。

　強きよう烈れつな斜しや光こうが荷台の背を押すように射さしていたが、ふいにそれが曇くもった。

　シャルが空を見あげ、眉まゆをひそめる。ミスリルもつられたように上を見て、顔色を変える。

「おい、シャル・フェン・シャル。こいつは……」

　ミスリルが深刻な声を出すので、アンは首を傾げた。

「なに？　どうしたの」

　それと同時に、後ろをついてきていたジョナスが馬車の速度をあげ、アンの馬車と御ぎよ者しや台だいを並べた。

「ねぇ、アン。アン！　上。見て」

　怯おびえたジョナスの表情で、やっとアンは異変に気がついた。

　ジョナスが指さした上空に目をやる。

　ぎょっとなった。空が黒い。

　先刻から陽ひの光が遮さえぎられていたので、雲が出てきたのだろうと思っていた。

　しかし太陽の光を遮っていたのは、雲ではなかった。

　何百羽という、荒こう野やカラスの群れだった。黒い大きな鳥が群れをなし、鳴き声一つたてずに、彼らを追うように飛んでいる。

「これは……襲しゆう撃げき……」

　噂うわさに聞いたことがある。荒野カラスは、屍し肉にくをあさる掃そう除じ屋だ。だがその餌えさとなる屍肉がない場合、群れをなして生き物を襲撃し、殺して喰くうことがあるという。

　これに襲われれば、まず助からないといわれる。

　彼らは鋭いくちばしで、最初に生き物の目玉を狙ねらってくる。動きを封ふうじて、それから肉をえぐる。荷台の中に逃にげ込んでも無む駄だだ。彼らには、知ち恵えがある。荷台の天てん井じよう板いたを辛しん抱ぼう強づよくつつき、穴を空けて侵しん入にゆうしてくる。

　空を埋うめる、真っ黒い鳥の群れにおののいた。

　この大群に襲われれば、命がない。アンたちの手にはおえない。

　アンはシャルを見やった。今回こそ、命じる必要がある。こちらも命がかかっているのだ。「羽を潰つぶされたくなければ、荒野カラスから自分たちを守れ」。そう命じるべき時だ。しかし。

「シャル、お願い」

　ついつい、言いかけた。が、「お願い」の言葉に、シャルの目がちらりと光る。「また、お友達ごっこをする気か？」そう、無言でなじられたように感じた。

　それを受けて、アンは覚かく悟ごした。

「シャル。命令するわ。荒野カラスから、わたしたちを守って。わたしはあなたの羽を握にぎってる。意味は、わかってるよね」

　そう命じたが、不安をぬぐえなかった。

　シャルの羽を握りつぶすようなひどい真似まねを、自分はやりたくないと思っている。それをシャルに見み透すかされれば、彼は命令に従ってくれないだろう。

　案の定。シャルの目がおもしろがるように細まる。

「いやだ」と言われれば、アンはどうすればいいのだろうか。胸むな元もとから羽を引っ張り出して、引き裂さくふりでもするしかないのだろうか。

　しかしシャルは頷うなずいた。そして、

「馬車を止めろ」

　ひとこと言い置くと、御者台を飛び降りた。慌あわてて馬車を止め、飛び降りたシャルをふり返る。光を集めた剣けんを掌に出現させながら、彼は背中越ごしに素っ気なく言った。

「荷台の中に隠かくれてろ」

　──従ってくれた？　どうして。

　荒野カラスたちが、急停車した彼らに向かって降下してきた。

「アン！」

　ジョナスも馬車を止めて、蒼そう白はくな顔で空を見る。

「ジョナスも荷台の中に入って！　早く！」

　その声に、ジョナスは転げるように荷台の中に逃げ込んだ。

「そうか！　これが恩返しってもんだ。俺も鳥どもを追い払はらってやるぞ！」

　ミスリルははたと手を打って立ちあがり、俄が然ぜんやる気で腕うでまくりした。

　アンは蒼白になった。

「無理無理無理！　死んでも無理だから、来て！」

「無理とはなんだ！　俺の恩返しに、けちをつけ……わぁ！」

　しのごの言うミスリルの首根っこをひっつかみ、御者台から飛び降り、荷台に飛びこむ。

「出ていかないでよ。恩返しするために死んだら、わたしが助けた意味がない」

　荷台の床ゆかに座り、ぎゅっとミスリルを抱だきしめる。

「お、俺は、恩返し……を。……する……」

　抱きしめられたミスリルの声は先細りし、その頰ほおは徐々に赤くなる。ついには沈ちん黙もくした。

　アンは外の物音に耳を傾けた。

　今まで沈黙していた荒野カラスが、ときの声をあげるように、一いつ斉せいにギャアギャアと鳴く。

　その声が頭上からどっと降ってくるような感覚に襲われ、アンは思わず両手で耳をふさいだ。

　どかどかと、荷台に荒野カラスが体当たりをする音と振しん動どうがきた。

　悲鳴をかみ殺すだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　──助けて。……シャル！

　馬が怯え動どう揺ようしているらしく、荷台が激しく揺ゆれる。

　荒野カラスの鳴き声は、荷台を包むように襲ってくる。

　体が震ふるえるのを、抑おさえられなかった。縮こまって、動けずにいた。

　するとミスリルの小さな手が、そっとアンの頰に触ふれた。

「怖こわがるなよ、アン。大丈夫だ。シャル・フェン・シャルは黒曜石だ。俺たちとは違ちがう。傷つかないし、壊こわれない。妖よう精せいの中でも、とびきり強い」

　かなりの時間が経たってから、ようやく、馬車に激げき突とつしてくる衝しよう撃げきの数が減った気がした。耳みみ障ざわりな鳥の声が減る。少しずつ、外が静かになってきた。

　完全な静せい寂じやくが戻もどった。アンとミスリルは、顔を見合わせた。

「終わったのかしら」

「さあ……わかんないけど」

　アンは顔をあげ、ミスリルを床に置くと、立ちあがった。おそるおそる扉とびらを開いた。

　途と端たん。目の前をどさりと、黒いものが落下した。

「わっ!!」

　尻しり餅もちをついて、後ずさる。

　荷台の屋根から滑すべり落ち、ステップの上に載のったのは荒野カラスの死体だった。それを確かく認にんすると、目を前方に向けた。

　開いた扉の向こうに見えたのは、真っ黒な街かい道どう。

　街道は黒い羽う毛もうを敷しきつめたように、カラスの死し骸がいで埋まっていた。

　その真っ黒な絨じゆう毯たんの上で、白い頰に血しぶきを浴びて、シャルが佇たたずんでいた。

「……シャル」

　呼ぶと彼は、アンに視線を向けた。

　ぞっとするような、それでいてうっとりするような、鋭するどい目をしていた。その姿は、黒曜石から研とぎ出した刃やいばそのもの。

　手にある剣をふって消しよう滅めつさせると、シャルは無造作に、頰の血をぬぐった。そしてゆっくりと、黒い絨毯を踏ふんでこちらにやってくる。

　へたり込んでいるアンを見ると、馬鹿にするようにくすりと笑った。

「腰こしが抜ぬけたか」

「ち、違うわよ」

　断固否定して立ちあがろうとしたが、足に力が入らずによろけた。

　危あやうく荷台から転げ落ちそうになったところを、シャルが抱き留めた。

　その拍ひよう子しに、風になびいたシャルの羽が、ふわりとアンの頰に触れた。その絹よりもなめらかな感かん触しよくに、ぞくりとした甘いものが背を走る。

　見あげると、黒い瞳ひとみがアンを見ていた。思わず、見とれる。

　吸いこまれそうな黒。なんて綺き麗れいなんだろうと、改めて思う。見つめられると、こちらの体が溶とけてしまいそうなほどの色いろ艶つや。

「どうした、かかし。サービスをご所しよ望もうか？」
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　甘い声で意地悪な質問を囁ささやかれ、かっとなる。

「誰だれが!!」

　あわてて身を離はなし、シャルに背を向ける。

「とにかく、あ、ありがとう。助けてくれて」

　頰が赤らんでいるのを、悟さとられていなければいいと思った。
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「すごい数。これに襲おそわれていたら、確実に命がなかったわね」

　ドレスの裾すそをつまんで、荒こう野やカラスの死体をまたぎながら、アンは御ぎよ者しや台だいへ向かっていく。ジョナスも荷台から降りてくると、アンの隣となりに並んだ。

「ほんとうに、助かったね。アン。君がシャルを使し役えきしてるおかげだよ」

　言われるとアンは、ちらりとシャルをふり返って、困ったような表情をした。

「え……うん。まあね」

　再び歩き出したアンの後ろ姿を見て、シャルは苦く笑しようした。

　アンはシャルを使役しようと、精一杯強がって彼に命じた。

　しかし。彼女の命令には、使役者の冷れい酷こくさがない。シャルの羽を握りつぶすと脅おどしても、彼女がそれを実行できないことが、シャルにはわかっていた。

　だがシャルは、アンたちを守った。命じられたから従ったわけではない。アンが荒野カラスにつつき殺されれば、彼女が握っているシャルの羽も危うい。

　だからアンを守ったにすぎない。

　自分の命令の弱さと、それをシャルに見透かされていることに、アンは気がついている。自分の命令でシャルが動いていないことを、彼女は感づいている。

　その辺りの勘かんは、良いらしい。

　──俺の羽を抱だいているんだ。しっかりしろ、かかし。

　アンは使役者というよりは、お荷物だ。シャルの羽を抱き込んで離さないから、けして粗そ略りやくに扱あつかえない。側そばを離れられない。

　シャルにしてみれば、鍵かぎをなくして開けることができない、生きた宝箱を連れて歩いているようなものだ。

　こんな頼たよりない娘むすめが、どうしてたった一人旅をしているのか。不思議だった。
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　怯おびえている馬をなだめたアンは、轡くつわを引いて、荒野カラスの死骸が散乱する場所をゆっくりと通らせた。おびただしい数の死骸。こうしなければ自分たちの命が危なかったとはいえ、これだけの数の命が消えたことを足の下に実感すると、気持ちが沈しずんだ。

　──この中には、巣に雛ひなを残してきた荒野カラスも、いたかもしれないんだ……。

　けれどこれが生き抜くために必要なことだとすれば、これからは、こんな出来事に対する気持ちの折り合いをつける方法を、見つけなければならないのだろう。

　いやなことや怖いことから、アンの目をふさいで守ってくれるエマは、もういないのだから。

　しばらくすると馬も落ち着きを取り戻し、普ふ通つうに馬車が走れる状態になった。

　ようやく御者台に、腰を落ち着ける。

　しかしアンは空を見あげて、眉まゆをひそめた。

「まずいわね」

　太陽が半分まで、山の陰かげに隠かくれていた。東の空はすでに、藍あい色いろに暮れかけている。

　荒野カラスの襲しゆう撃げきのために、時間をとられすぎてしまったのだ。

　このままでは、日が沈むまでに宿しゆく砦さいにたどり着くことは難しい。

「一難去って、また一難だわ」

「どうする。荷台の中で、夜明かしするか？」

　シャルはいち早く、危険に気がついたらしい。御者台のとなりに座ると、そう言った。

「そうなったら、シャルに寝ねずの番をお願いしなくちゃならない。今、荒野カラスを追っ払ぱらってくれたばかりなのに、そんな負担かけられない……」

「任せろ！　俺が寝ずの番をしてやるぞ！　今度こそ、俺の出番だ！」

　アンとシャルのあいだから、ミスリルが「はいはいは～い」と、手をあげる。

　アンは苦笑した。

「どうしようもなければ、お願いするけど。ちょっと、待って」

　荷台の下から地図を引っ張り出すと、地図に描かかれた街道を指で辿たどる。

　四日目の宿と決めていた宿砦は、まだ先。

　しかし宿砦の手前。アンたちが今いる場所から少し先に、宿砦とは別の書き込みがあった。

　医者宿とある。

　ジョナスも馬車を並べると、不安げに空を見る。

「アン。もうすぐ、暗くなる。宿砦まで、とにかく走るしかないかもね」

「暗くなるとすぐに、野や獣じゆうが活動するわ。暗くなってからの移動は危険よ。その前に、安全な場所に逃にげ込まなくちゃ。もう少し走れば、医者宿がある。そこに逃げ込みましょう。もしこの医者宿が廃はい業ぎようしていたら、仕方ない。危険を承知で宿砦まで走るか、街道の脇わきに馬車を止めて、荷台の中で夜をやり過ごすか。どちらかにしましょう」

　告げると手早く地図を片づけた。ジョナスが首を傾かしげる。

「医者宿って、なんだい？」

「名前のとおり、お医者さんの家よ。へんぴな場所で開業しているお医者さんが、旅人を宿しゆく泊はくさせてくれる宿なの。盗とう賊ぞくたちも、お医者さんのお世話にはなるでしょう？　だから盗賊も、滅めつ多たに手を出さないから、お医者さんの家は安全なのよ。ただし、お医者さんが死んでたり、引っ越こしてたりしたら、無くなってることがあるから。旅では、あまり当てにしない方がいいのだけれど……あってくれるように願うわ。とにかく、急ぎましょう！」

　馬に鞭むちを当てた。ジョナスも、さすがに表情を引き締しめて、馬車を発車させた。

　太陽は無む慈じ悲ひなほど、みるみる沈んでいく。

　東からわき出してくる暗い空に、恐おそろしさを覚える。

　もっと速くと、馬に鞭を当てる。しかし、アンの馬は年寄りだ。乱暴に扱いたくなかった。

　エマならば、馬の呼吸から馬の疲ひ労ろうを的確に読み取り、ぎりぎりの速さで走らせることが出来た。アンはまだ、それほど熟練していない。

　迫せまってくる暗くら闇やみに、焦あせりが募つのる。

「もっと速く……、無理かな？　でも、どうしよう。ママだったら、ちゃんとやれるのに」

　前を見すえながら、思わず呟つぶやく。

　シャルがちらりとアンを見やる。

「その母親は？　どこにいる」

　質問が、胸にずきりとした痛みをあたえた。それをねじ伏せるように、アンは無理に笑え顔がおをつくった。そして、つとめて明るく言った。

「ママは死んだの。言ってなかったかな」

　無表情なシャルの顔に、わずかに驚おどろきが見えた。

「銀砂糖師だったママは、半月前に死んだ。わたしとママは、ずっと国中を旅してたから、わたしには故郷なんてないの。身寄りもママ以外いない。ママが死んじゃって、さて生活どうしようかなって考えて、わたしは銀砂糖師になることに決めたの。秋の終わりにルイストンで開かい催さいされる砂糖菓が子し品評会に出品して、銀砂糖師になるつもりなの。銀砂糖師には、今年なりたい。その理由、わかる？」

　シャルは肩かたをすくめた。わからなくて当然だ。

　アンは続ける。余計なことを考えないように、迫り来る闇に視線をすえて。先を急ぐことだけを考えようとして、口を動かす。

「冬に昇プル・魂ソウル日・デイがあるでしょ。その年亡なくなった人を、天国へ送るお祭りの日。そのお祭りの時に、わたしは銀砂糖師になった自分の手で立派な砂糖菓子を作って、ママの魂たましいを天国へ送るの。わたしの手で作った、国一番の砂糖菓子でね。そしたらママも安心して、天国へ行けると思わない？　いい考えでしょ」

　まくし立てるように、一気に陽気な口調で喋しやべった。そうして言葉で封ふうじないと、胸の中にあるなにかが、あふれてくるような気がしたからだ。

　今年の砂糖菓子品評会に間にあいたい理由。

　今年、銀砂糖師になりたい理由。

　それは最高と認められた自分の腕うでで、最高の砂糖菓子を作り、母親を天国へ送りたいから。

　たったそれだけの理由だった。

　感傷的だと、自分でもわかっている。

　けれど必死だった。今はそれだけが、アンの望みだった。

　目の前にある、なにか。エマのためにできる、なにか。それにすがって走り続けていなければ、足もとが次々に崩くずれて、底のない暗闇に落ちていきそうな気がする。

　なにかを探さぐるように、シャルがアンを見つめていた。彼は、黒曜石から生まれたらしい。確かにその瞳ひとみは、黒曜石のように綺き麗れいで深い。

　その目に心を見み透すかされそうで、アンはシャルの目を見ることが出来なかった。

「ものから生まれるなら、妖よう精せいは一人で生まれるんでしょう？　それも、いいかもね」

　心の中に、ふっと隙すき間まがひらいた。

　急がなくてはいけないという焦りが、一いつ瞬しゆん、遠のいた。

　胸の中で、からからと風が吹ふく音さえしそうだった。

「ママとかいると、いなくなったとき大変。心臓が無くなったみたいな気持ちになる。最初からいなければ、こんな気持ち知らなくてすむ」

　呟くように言った。するとシャルが、静かに応こたえた。

「一人で生まれても、別れがないわけじゃない。誰だれかがいなくなるときの気持ちを、妖精も知らないわけじゃない」

　それだけ言うと、シャルは黙だまりこんだ。

　アンの心の中にあるのと近い感情が、シャルの中にある。沈ちん黙もくはそれを確信させた。

　しかしその沈黙が、いたたまれない。

　これ以上言葉を続ければ、自分の中でせき止めている感情があふれそうだ。

　アンが必死でせき止めている感情は、どうしようもない孤こ独どく。シャルの中にも、確かに孤独がある。もしそれが触ふれあえば、孤独が一気にあふれ出し、押しつぶされそうだった。

　アンは前だけを見つめ続けた。
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　──それで、母親がいないのか。

　かたくなに前だけを見つめるアンの横顔に視線を向けながら、シャルは納なつ得とくする。

　アンが無意識に孤独を慰なぐさめてくれる相手を求めていることも、納得できた。

　彼女は、ひとりぼっちだ。やせっぽちの十五歳の女の子が、たった一人なのだ。あまりにも頼たよりない。その孤独感は、どれほどだろうか。

　暗闇が体にしみこむような、圧あつ倒とう的てきな孤独感。シャルもそれは知っていた。

　砂糖菓子品評会に出て銀砂糖師になれば、孤独でなくなるとでもアンは思っているのだろうか。

　それとも、そうやって目の前のぎりぎりの目標を追っていなければ、彼女自身が崩れてしまうのだろうか。

　おそらく、後者だろう。

　──そうであるなら、追えばいい。

　思い出すのは、羽をもぎ取られたときの痛み。そしてその後の、様々な出来事。

　羽をなくしたことよりも、苦しかった別べつ離り。

　──リズ……。

　あの時シャルも自らを支えるために、目の前のぎりぎりのものに向かって走り続けた。

　そうしていれば、なにも考えずにすんだ。

　その間は、幸せではなかったが、不幸でもなかった。

　崩れてしまうのであれば、追わせてやりたい。たとえ相手が人間でも、同じ思いを知る者として、そう感じた。

　ミスリルは心配そうに、黙ってアンを見つめていた。

　その時。硬かたかったアンの表情が、ぱっと明るくなった。

「あっ！　見て、灯あかりよ！」

　空全体が藍あい色いろに染まりきろうとしている、暗い街かい道どうの前方右手。山の陰かげを背負うようにして、高い石の塀へいに囲まれた、こぢんまりした家が現れた。医者宿だ。

　形も大きさも不ふ揃ぞろいの石を組み上げた塀が、一カ所だけ開いていた。門だ。門には分厚い、観音開きの木製扉とびらがつけられている。

　門の中。石組みの壁かべに、木の屋根を載のせた建物が見える。窓からは、暖かい色の明かりが漏もれていた。

　石の塀に取りつけられた分厚い門もん扉ぴが、今しも閉じられようとしている。アンが叫さけんだ。

「待って！」







　四章　医者宿の夜







　門扉を閉めようとしていたのは、中年の男だった。ひょろりとしていて、髭ひげもじゃで、ぼさぼさの白髪しらが交まじりの髪かみをしていた。しかしその顔つきには、知性が感じられる。

「待って、待ってください！　お願い！」

　駆かけてくるアンたちの馬車を認めると、扉を半開きにした状態で、男は待ってくれた。

　門前まで来るとアンは馬車を止め、御ぎよ者しや台だいを降りた。

　焦ってはいたが、ちゃんと頭を下げることは忘れなかった。

「こんなに暗くなってから、ごめんなさい。ここに住んでいらっしゃる、お医者様ですか？」

　訊きくと、男は頷うなずいた。

「そうだよ」

「わたしたち、今夜この先の宿しゆく砦さいに泊とまろうと思っていた、旅の者なんです。けれど荒こう野やカラスの襲しゆう撃げきにあって、時間をとられてしまって。とても宿砦まで、たどり着けないんです。お願いです、今夜一晩泊めてください」

　医者宿と呼ばれていても、結局、医者個人の家だ。医者がいやだと言えば、旅人は泊まることが出来ない。

　できるだけちゃんと、相手に自分たちのことを理解してもらえるように努めた。

　医者は、薄うす闇やみをすかすようにしてアンの馬車に目を向ける。

「確かに。荒野カラスに襲撃されたようだね。馬車の外がい壁へき、たくさんつつかれた痕あとがある。よく無事に逃にげおおせたね」

「彼がいてくれたので。戦士妖精なんです」

　アンは、御者台に座るシャルをふり返った。

　医者もつられてシャルの方を見て、ほうっと声をあげた。

「綺麗な妖精だ。これほどの妖精、なかなかお目にかかれないねぇ。これ戦士妖精？　愛あい玩がん妖精じゃなくて？」

　医者はふらふらっと御者台に歩み寄ると、シャルを見あげた。しばらくシャルに見とれているようにぽうっとして、動かなくなる。

　辺りがすっかり暗くなっていたし、狼おおかみの遠とお吠ぼえが聞こえた。

　アンはしびれを切らしそうになったが、ぐっとこらえていた。しかし。

「妖精が珍めずらしいか？　もじゃもじゃ」

　シャルが、うんざりしたように言ってしまった。

　アンは蒼そう白はくになり、悲鳴をあげそうになる。

　──ひゃぁぁあ──!!　シャルぅぅ──！　なんてことをっっ──!!

　どっと冷や汗あせが吹き出す。

　確かに。この医者の髪の毛も髭も、この上なく、もじゃもじゃだ。正しく、もじゃもじゃだ。

　しかし怒おこらせたら、とんでもないことになる。

　医者は夢から覚めたように、目をしばたたいた。そして照れたように笑うと、アンに向きなおった。

「や、失礼失礼。こんな場所に住んでいると、綺麗なものは珍しくてね。それにしても、大変な目にあったようだ。どうぞ、泊まっていきなさい。お代は一人、六十バイン。それでよければ、二台とも馬車を塀の中にいれていいよ」

「あ、ありがとうございます！」

　アンは冷や汗を拭ふき拭き、ほっとして、深く頭を下げた。

　塀の中に馬車を入れると、そこにはすでにもう一台、先客の馬車が入れられていた。

　先客の馬車は、塗ぬりが上等なのが一目でわかった。古びてはいたが、重じゆう厚こうな造りだ。

　その馬車と自分の馬車を並べたジョナスは、アンの傍そばに来ると、小さな声で訊いた。

「見てよ、アン。この馬車、格式が高いよね。先客は身分のある人なのかな？　そうだったら、緊きん張ちようする」

「お行ぎよう儀ぎ良くしないといけないかもね。特にシャルには、口を慎つつしんでもらいたいけど……」

　家の戸口に向かいながら、アンは、となりを歩くシャルを厳しい顔で見あげた。

「シャル。さっきは、心臓が止まるかと思ったわよ。もじゃもじゃなんて言って」

　するとぴょんぴょんと、アンについて来ていたミスリルが、非難の声をあげる。

「そうだそうだ。あいつは、『もじゃもじゃ』よりも、『ひょろひょろ』と呼ぶべきだ！」

「そうよそうよ。『もじゃもじゃ』より『ひょろひょろ』！……って、ちが──う!!」

　アンは二人の妖よう精せいに向かって怒ど鳴なった。

「『もじゃもじゃ』も『ひょろひょろ』も、良くないってばっ！　怒らせたら、どうするの。たたき出されるわよ！」

　するとシャルが、平然と言う。

「あんなことで、怒るような人間じゃない。見ればわかる。妖精市場で、散々いろんな人間に悪態をついたから、自信がある」

「そんな変な自信、いらないから！　とにかくお願い。悪態つくのはやめて」

「長年の癖くせだから、やめる自信はない」

　きっぱり言われると、もう仕方ないとアンは肩かたを落とした。

　シャルが何かを言ってだれかを怒らせたら、アンが全力で頭をさげて、謝るしかなさそうだ。

　扉を開き、家の中に踏ふみこんだ。

　扉を入ると、しきりのない広い部屋になっていた。

　一方の壁かべ際ぎわに薬戸と棚だなと、治ち療りよう用らしき木製のベッドが置かれていた。逆の壁際には、素材もデザインもばらばらのテーブルセットが三つ置かれている。診しん療りよう室と食堂を兼かねているようだ。

　先客の姿は見えなかった。割り当てられた部屋で、休んでいるのかもしれない。

　医者はアンたちを、奥にある扉に導いた。

　扉の向こうは、扉と垂直になった廊ろう下かだった。廊下の一方の端はしには、台所らしき部屋。もう一方は、浴室らしき部屋だ。

　廊下の左右には扉が三つずつ並んでいて、それらが客室に当てられている部屋らしい。

　アンとジョナスは、一部屋ずつを割り当てられた。

　アンの割り当てられた部屋には、ベッドが二つ。小さな窓に、清潔なカーテンがかけられていた。簡素ではあったが、居い心地ごこちが良さそうだった。

「荷物を置いて少し休んだら、食堂においで。簡単なスープなら、出してあげられるから」

　医者はそう告げると、食堂へ帰って行った。

　もとより、置くほどの荷物も持ち合わせていない。それよりもアンのお腹なかは、ぐうぐう鳴っていた。ジョナスも同様らしく、アンの部屋にやってきて空腹を訴うつたえた。

　アンたちはいくらもしないうちに、のこのこと食堂に顔を出した。

　食堂では、医者がテーブルの一つに大おお鍋なべを置き、陶とう器きの皿にスープをよそっていた。

　医者がスープを準備しているのとは別のテーブルに、二人の青年が座っている。

　ジョナスが、アンに囁ささやく。

「あれが、先客だよね。それほど、たいした身なりじゃないけど」

　二人の青年は向かい合わせで、カード遊びをしている。

　一人は背の高い、がっちりとした体たい軀くの青年。おさまりの悪そうな茶色の髪を、ぞんざいに整えている。身につけているシャツもズボンも上うわ衣ぎも、華か美びではないが、仕立ては良さそうだ。しかし、仕立ての良い衣服にも包み隠かくせない野性味のようなものが、茶の瞳ひとみにちらちらと見える。

　もう一人は、変わった風ふう貌ぼうの青年だった。引きしまった筋肉質の体に、褐かつ色しよくの肌はだ。真っ白な髪の毛。灰色がかった瞳。しなやかな、猫ねこ科の猛もう獣じゆうを思わせる。おそらく大陸にある王国からやってきたのだろう。革かわ製せいのズボンとベストを身につけており、傍かたわらに、ゆるやかな弧こを描えがく剣けんを置いている。

　お忍しのびの身分ある人物。そしてその護衛。そんなところだろうと、アンは推測した。

「おや、来たね。こちらにおいでよ、スープが準備できた」

　医者がアンたちに気がつき、声をかけた。

　その声に二人の青年が、アンたちが顔を覗のぞかせている扉とびらに視線を向ける。

「こちらに座りなさい。味はどうか知らないが、量はあるよ。たくさん食べていいから」

「ありがとうございます」

　アンは愛あい想そ良く返事すると、みんなで食堂に入った。

　医者が大鍋を置いたテーブルに、アンとジョナスが座った。そこでアンは、シャルとミスリル、それにキャシーが、テーブルから離はなれようとしているのに気がついた。

「どうしたの、三人とも。はやく座らないと」

　アンが呼び止めた。すると、医者と先客の青年たちが、驚おどろいたようにアンを見た。

「え？　なに」

　その視線にたじろいだアンに、ジョナスが囁く。

「アン。妖精と食事を一いつ緒しよにするなんて、普ふ通つうしないだろう!?」

「わたしは、するけど」

「普通は、しないんだよ！　ここは医者宿とはいえ、宿屋だろう？　公おおやけの場でそんなこと言ったら、常識知らずだと思われるよ」

　その言葉に、自分がいわゆる『常識』から外れたことをしたのだと理解した。

　しかし同時に、腹が立ってきた。そこまで妖精たちを貶おとしめて、いったい何が楽しいのか。

「そんな常識なら、知らなくていい。わたしは知らない。だから、シャルたちと食事したい」

　アンは医者の顔を見た。

「わたしたち、旅の間一緒に食事してきました。一緒に食事したいんです。もし駄だ目めなら、わたしも食事しませんから」

「そうだねぇ。わたしは気にしないほうなんだが、ほら、君。今は別のお客も……」

　歯切れの悪い医者の声をかき消すように、突とつ如じよ、大きな笑い声が響ひびいた。

「かまわないさ!!　俺も気にしないぜ！」

　それは先客の一人、茶の髪かみをした青年だった。笑いながら、大きな掌てのひらをアンに向かってふってみせた。

「よお。お嬢じようちゃん。あんた、名前は」

「アンです。アン・ハルフォード」

「俺は、ヒューだ。遠えん慮りよはいらないぜ、アン。妖精たちを席に呼んでやれよ」

「ありがとう」

　砕くだけた態度と陽気な笑え顔がおに、その場の雰ふん囲い気きがなごむ。

　どうしたものかと戸と惑まどっていた様子の妖精たちを、アンは自分のテーブルに招いた。

　アンたちがスープを食べ始めると、ヒューと名乗った青年は、遊んでいたカードを手元にまとめてしまった。そしてとなりのテーブルから身を乗り出して、アンに話しかけてきた。

「おまえら、どこから来たんだ。こんな街かい道どうを通って、どこへなにしに行こうってんだ」

「彼、ジョナスはノックスベリー村。わたしは、生まれてから定住したことがないから、どこから来たとは言えないけど。わたしたち、ルイストンへ行くの」

　そこでジョナスが、ちょっと威い張ばるように胸を張った。

「僕たちはルイストンで開かい催さいされる、砂糖菓が子し品評会に参加するつもりなんだよ。僕も彼女も、砂糖菓子職人なんだ」

「へぇ！　おまえたち、砂糖菓子職人か。けど、普通の砂糖菓子職人にしては、贅ぜい沢たくしているな。労働妖精二人に、愛あい玩がん妖精か」

　ヒューはにやにやしながら、立ちあがった。シャルの脇わきに立つと、じっくりと顔を覗きこむ。

「ふぅ～ん。こりゃ、高かったろう。こいつは、誰だれの使し役えきしている愛玩妖精だ」

　シャルはスープの皿に手を添そえて、静かに食事していた。一いつ瞬しゆんだけ、鋭するどい目でちらりとヒューを見たが、ありがたいことに何も言わなかった。

「シャルは、わたしが買ったの。でも愛玩妖精じゃないわ。戦士妖精よ。護衛なの」

「戦士妖精？　噓うそをつけ。恥はずかしがらなくてもいいさ。年とし頃ごろの女の子なら、こんな姿の妖精、連れ歩きたくなって当然だ。アンはこの妖精に、惚ほれたのか？　だから買ったのか」

　からかわれていると、わかっていた。だが恥ずかしさに、かっとなった。

「そんなんじゃないわ」

「照れない照れない。そんな噓つかなくても、わかってるって」

「噓じゃない！」

　思わず声が高くなる。ヒューは面おも白しろそうな顔で、目を光らせた。

「じゃ、証明してみるか？」

　ヒューは連れの青年を、ちらりと見やった。そして一歩下がる。

　今まで存在が消えたように沈ちん黙もくしていた青年が、ヒューの目配せに反応した。

　青年は突如、傍らの剣を摑つかむなり抜ぬきはなち、椅い子すを蹴けった。猟りよう犬けんが身を低くして、駆かけだす様に似ていた。刃やいばが、シャルに向かって流れる。

「シャル！」

　悲鳴をあげるアンよりはやく、シャルは立ちあがり背後に跳とんだ。

　二回目の斬ざん撃げきがシャルに襲おそいかかる前に、シャルの手には白銀色の剣が出現していた。

　力ちから一いつ杯ぱいふりおろされた剣を、シャルの剣が受け止めた。

　刃がぶつかり、衝しよう撃げきが波動となって空気を突つき抜ける。

「やるな」

　褐色の肌の青年が、無表情で呟つぶやく。

　シャルは口もとで笑い、相手に向かって囁く。

「殺されたいのか？」

「あいにく。そこまで壊こわれてない」

　きりきりと、刃が擦こすれあう音が響く。力が拮きつ抗こうし、双そう方ほう動けない。

「なるほど。確かに、戦士妖よう精せい」

　ヒューは驚いたように言うと、にこりと笑った。

「もういい、サリム。剣をひけ」

　命じられ、サリムと呼ばれた彼は、あっさりと剣を引いた。

　シャルも肩かたをすくめ、かまえをとくと剣を消す。

「なんてことするのよ、この、大おお馬ば鹿か!!　わたしの連れに怪け我がでもさせたら、ただじゃおかないんだから！」

　我に返ったアンは思わず立ちあがり、ヒューの胸むなぐらを摑んでいた。

「悪わりー悪りー。そう怒おこるなって。こ～んなべっぴんの戦士妖精なんて、信じられなくてな～。ためしてみたくなったんだよ」

　まったく悪びれたところもなく、ヒューは言う。

「だからって、こんなことする!?」

「いやぁ、だから謝るって。お詫わびに、おまえたちの分の宿代、出してやるよ」

「そんな誤ご魔ま化かしっ！　て、……え、宿代？……本当？」

　相手の胸ぐらを摑んでいた手が、思わずゆるむ。

　この半年、エマの治ち療りよう費がかなり必要だった。しかもアンが稼かせぎ出す金額は、たかが知れていた。貯金を切り崩くずして、半年暮らした。そしてその残りのなけなしの金で、シャルを買った。

　ここの宿代を支し払はらってしまえば、アンはほぼ一文無しになる。

　ヒューの申し出は、とてつもなくありがたかった。

「一、二、三……と、五人分で、六十バインかける五で、三クレスか。わりとかかるな。お詫びにしては、高額だよなぁ」

「なにそれ、自分で言い出したんじゃない!?」

「そうだがな。ちょっと、俺の方が損な気がする。そうだ、おまえら砂糖菓子職人だと言ったよな。一個ずつ、砂糖菓子を作ってくれよ。それで俺が、五人分の宿代を払はらってやる」

「はぁ!?」

「掌の大きさでいい。それくらいの砂糖菓子なら、せいぜい二つで、十バインだろう。十バインで、三クレスがちゃらになるぜ。悪くないだろう」

　いいように、ヒューに弄もてあそばれているような気がした。

　しかし宿代がかからないというのは、魅み力りよく的だ。

　アンはジョナスをふり返った。ジョナスは、頷うなずいた。

「僕に異存はないよ、アン」

　なぜかジョナスは、嬉うれしそうだった。

　アンはヒューに向きなおると、むっとしながらも、言った。

「わかったわ。砂糖菓子は作る。そのかわり、絶対に宿代は支払ってよ」

「なんなら、跪ひざまずいて誓ちかってやろうか」

「いらないわよ、そんな噓くさい誓い。じゃ、待ってて。食事を済ませて、作るから」

　食事が終わると、アンはジョナスと一いつ緒しよに、銀砂糖をとりに自分の馬車に向かった。

　馬車の荷台の中には、壁かべの一方に寄せるようにして、銀砂糖を詰つめこんだ樽たるが並んでいる。

　樽は五つ。

　一つはから。もう一つは、三分の二ほど銀砂糖が入っている。残り三つは、縁ふちまでぎっしりと銀砂糖が詰まっている。

　ルイストンの砂糖菓子品評会に参加する者は、祝祭用の砂糖菓子の作品を一つ提出する。

　それと同時に、三樽の銀砂糖も提出する必要がある。

　細工がうまいだけでなく、上質な銀砂糖を安定して精製できる技術も問われるからだ。

　砂糖林りん檎ごから銀砂糖を精製するのは、十歳の時からアンの仕事だった。

「樽三つは使えないから、三分の二樽で品評会用の作品をつくるとしても。量は、充じゆう分ぶんね。掌の大きさの砂糖菓子を十個作っても、その残りで品評会用の作品は、余よ裕ゆうで作れる」

　呟きながら、樽の蓋ふたを開ける。

　石の器うつわに銀砂糖を入れて、一いつ杯ぱいをジョナスに渡わたす。もう一杯を別の器にくみ上げて、馬車を出る。

「なんだか、わくわくするな」

　家に向かいながら嬉しそうに言うジョナスを、アンはいぶかしんだ。

「なんで？　なんかあいつに、からかわれてる気がする」

「それでもさ、人前で自分の技術を披ひ露ろうするなんて、誇ほこらしいじゃないか」

「そうかな」

「そうだよ。僕は自分の技術に自信がある。実は、ここだけの話。僕がラドクリフ工こう房ぼう派の長おさに推すい薦せんされる可能性は、とても高いんだよ。僕の作品を見てね、現在のラドクリフ工房派の長……僕の遠とお縁えんにあたる人なんだけど。その人が、僕を気に入ってくれてるみたいなんだ。もちろん長になるためには、銀砂糖師にならなくちゃいけないけど」

　砂糖菓子職人には、大きな三つの派は閥ばつがあった。

　マーキュリー工房派。

　ペイジ工房派。

　そして、ラドクリフ工房派だ。

　砂糖菓子職人は、どれかの派閥に所属していなければ、原料となる砂糖林檎の確保や、作った砂糖菓子を売りさばくのに、妨ぼう害がいを受け難なん儀ぎする。

　だからたいがいの砂糖菓子職人は、どこかの派閥に所属しているものだ。

　無論、各派閥は様々に競きそい合っているから、争いもある。

　アンの母親のエマは、派閥に所属していなかった。派閥のやり方が気に入らないと言って、苦労しながら砂糖林檎を確保し、砂糖菓が子しを売りさばいていた。

　ジョナスが誇らしげに語るのを聞くにつけ、彼には、アンとまったく違ちがう価値観と世界があるのだと感じる。

　ただ。銀砂糖師になりたいという、その希望だけは同じらしい。

「じゃ、ジョナスも銀砂糖師になりたいのよね。今回の砂糖菓子品評会に、参加したら？」

「いや。僕は……去年とその前、二回参加して、まだ銀砂糖師になれてないから。今年は見送り。もう少し腕うでを磨みがいて、参加は来年にするよ。でも将来的には、銀砂糖師には絶対ならなくちゃ。そうしないと、ラドクリフ工房派の長にはなれない。銀砂糖子し爵しやくにもなれない」

　銀砂糖子爵の言葉を聞いて、アンは目を丸くする。

「ジョナス。そんなものになりたいの？」

　銀砂糖子爵。

　それは銀砂糖師の中から一人だけ王に選ばれる、王家専属の銀砂糖師のことだ。

　選ばれた銀砂糖師には、一代限りではあるが、子爵の称しよう号ごうが与あたえられる。

　銀砂糖子爵の命令には、各砂糖菓子派は閥ばつは従わなければならない。命令に従わないことは、王命に従わないことと見なされる。

　銀砂糖子爵は、砂糖菓子職人の頂点だ。

「なりたいよ。というか、僕は絶対に銀砂糖子爵になるよ。だって庶しよ民みんの出でも貴族になれるなんて、これ以上の素す敵てきな夢、ないだろう？　だから、アン」

　ふと、ジョナスが歩みを止めた。つられて、アンも立ち止まる。

「僕と結けつ婚こんしてくれない？　僕は銀砂糖師になって、銀砂糖子爵になって。君に、幸せな生活を約束するから」

　月が、雲間から顔を出した。ジョナスの顔がはっきり見える。

　嬉しい言葉のはずだった。しかし目の前の彼と幸せな生活をすると考えても、どうもぴんと来なかった。

　整ったジョナスの顔を見て、言葉を聞いても、心はざわめかない。

　──ジョナスよりも……。

　突とつ然ぜん、脳のう裏りに浮うかんだのはシャルの姿。シャルの顔を思い出した自分に、我ながら慌あわてた。

「ごめん。ジョナス。とにかく今は、その話はよそう」

　急いで家の中にはいると、ヒューがテーブルに座って待っていた。彼の対面には、椅い子すが並べられて二脚きやく。

　妖精たちやサリム、医者は、観客のようにその周囲に集まっている。

「さ、二人とも。椅子に座ってくれ。俺の目の前で、作ってみせてくれ」

　テーブルの上には水を入れた容器が、深いものと浅いもの、二つずつ。台所から調達してきたらしい、まな板が二枚。

　揃そろえられたものをみて、アンは眉まゆをひそめながら椅子に座った。

「色をつける必要はない。作る形も、二人に任せる」

「その前に、訊きいていい？」

　アンはヒューの顔を真正面から見つめた。

「なんだ」

「あなた、何者？　この道具のそろえかた、砂糖菓子を作る工程を知っていなきゃ、できないでしょう。あなたも、もしかして砂糖菓子職人？　砂糖菓子品評会に参加するの？」

　にやりと、ヒューは口もとを歪ゆがめた。

「宿代払はらって欲しいなら、黙だまって作れよ。アン」

「……ま、いいわ。宿代払ってくれるなら」

　テーブルに置かれていた水を、銀砂糖を入れた石の器に注いだ。

　ジョナスも、同様に始めた。

　銀砂糖に冷水を加え、練る。すると銀砂糖は軟やわらかい粘ねん土どのようになる。

　普ふ通つうはそれに色粉を混ぜて、様々な色を作る。それらを組み合わせて、色とりどりの華はなやかな砂糖菓子を作るのが普通だ。しかし今回は、色はつくらない。

　粘土のようになったものを、まな板に移し練る。

　形を作る道具類が準備されていないので、指先のみで作るしかない。

　銀砂糖は熱に溶とけやすい。扱あつかう時は手を水で冷やしながら、手早く。

　テーブルに用意された冷水で、指を冷やす。

　砂糖菓子職人の手の動きは、手品師の手つきに似ているといわれる。優やさしくなめらかに動く。

　──なにを作ろうか。

　アンは銀砂糖を練りながら、思いを巡めぐらした。

　──ママだったら、なにを作るかな。

　エマならばおそらく、白い色を生かして、白いものを作る。

　エマは植物が好きだったから、白い花を作ろう。

　そう決めて、エマがしばしば作っていた花の形を心に思い浮かべる。

　花びらの形を指先からひねり出し、いくつも作る。それらを重ねて、花を作っていく。

　ジョナスは、掌てのひらに載のる猫ねこをつくっていた。優ゆう雅がな長い尻尾しつぽで曲線美をつくり、技術を見せつけようとしているようだった。

　ヒューは、真しん剣けんな表情で二人の指先を見つめていた。

　キャシーが、ジョナスの指先で作られるものを見て、呟つぶやいている。

「ジョナス様の作るものって、本当に、すてき……」

　時間は、たいしてかからなかった。

　二人が手を止め、顔をあげたのは同時だった。

「できたか？　二人とも」

　ヒューが訊くと、ジョナスは自信たっぷりに頷うなずき、まな板の上を指さした。

「できたよ」

「わたしもできた」

　アンも、作ったものをまな板の上に置いた。

　二人の作品が載ったまな板を、ヒューは自分の前に引き寄せた。

　交こう互ごにしばらく見ていたが、ふふふと軽く笑った。

「二人とも、かなり腕がいい。駆かけ出しの職人、って感じじゃあないな」

　アンとジョナス、二人は顔を見合わせて微笑ほほえんだ。

　しかし。次の瞬しゆん間かん。ヒューは左右の掌で、二つの作品を同時に叩たたき潰つぶしていた。

「あっ！」

「なにするんだ！」

　アンとジョナスが声をあげた。

　ヒューは厳しい表情で、二人を見すえる。

「見苦しいから壊こわした。ジョナス。おまえ、器用だな。だけどな、それだけだ。小器用なだけで、その技術を見せびらかしたいだけで終わって、なんの工く夫ふうもない。アンはジョナスよりは、ましだったな。でもあれは、なんだ？　まるで誰だれかの作ったものを、そっくり真似まねして作ったみたいだな。猿さるまねだ。綺き麗れいなだけで、なんの魅み力りよくもない。そんなもの食わされても、幸運もこなけりゃ、妖よう精せいの寿じゆ命みようも延びないだろうよ。こんなんじゃあ二人とも、銀砂糖師になるなんて、夢のまた夢だな」

　抗こう議ぎしようとしていた二人とも、声が出なくなった。
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　アンはどこか、図星を指されたような気がした。自分でも意識せずに感じている、自分の砂糖菓子に対する、引け目のようなものを的確に言い当てられた。

　ジョナスも同様なのだろう。表情が強こわばっている。

「ま、この砂糖菓子のかけらは、もらっとく。明日の、俺のおやつだ」

　ヒューは手近な器うつわに、ばらばらになった砂糖菓子を入れると、立ちあがった。

「さぁて、寝ねるかな。明日は朝早いし。来い、サリム。じゃあな、アン。ジョナス。いい暇ひまつぶしができて、面おも白しろかったぜ」

　サリムを伴ともない、ヒューは部屋を出ていった。

　医者は、啞あ然ぜんとしていた。

　動けないジョナスに、キャシーが駆け寄ってきた。そして金切り声で叫さけぶ。

「なにがしたかったのよ、あの男は!?」

　さらにテーブルに飛びあがると、ジョナスの手を撫なでる。

「ジョナス様。お気になさることありません。あんなおかしな、得体の知れない男の言うことなんか、真に受けちゃだめですよ」

「そう、かな？」

　ジョナスは苦く笑しようして、アンをちらりと見た。

「ごめん、アン。僕、……部屋に帰るよ」

　アンは、ぱっと顔をあげた。

「わたしも……帰るから！」

　叫ぶなり、アンは自分の部屋に向かって駆けだした。

　悔くやしくて。そして自分が、無む性しように恥はずかしかった。
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「おまえ、シャル・フェン・シャル！　部屋に帰る気かよ!?」

　アンが駆け去ったのを見送ると、シャルは溜ため息いきをついた。そして自分も部屋に帰るために、ゆっくりと歩き出そうとした。その背中に、ミスリルが仰ぎよう天てんしたように声をかけてきた。

　ふり返り、応こたえた。

「帰る」

「やめとけって」

「帰ってなにが悪い」

「あんなこと言われて、アンはめちゃくちゃ傷ついて、泣いてるかもしれないぞ？　へたしたら、暴れてるかも!?　そんなところにのこのこ顔見せたら、嫌きらわれるぞ」

「別に、かまわない」

「お、俺はいやだ。俺は今夜、この食堂で寝るぞ」

「好きにしろ」

　部屋に帰りながら、シャルは、ヒューの評価は正しいと感じていた。

　アンのつくったものを見て、シャルも同じように感じたからだ。

　そしておそらく、アン自身も。だから傷ついたのだろう。

　扉とびらを開けると、部屋の中は真っ暗だった。

　アンはベッドにもぐりこんで、毛布を頭から被かぶって丸まっていた。

　シャルはアンのとなりのベッドに腰こしを下ろすと、丸まっている毛布をみつめた。

　まるで、蓑みの虫むし。

　──リズ。

　その様子を見つめていると、ふと、思い出す。

　──リズも、小さな頃ころ……。すねて泣いて、よく毛布にくるまって丸まっていた。あれは、いくつの時だった？　九つか、十とおか。それを過ぎると、そんなことしなくなった。

　改めて、目の前の蓑虫を見る。

　──こいつは、十五歳!?

　アンは十五歳になっても、まだこんな幼さを残している。それが残っているのは、彼女の今までの十五年が、母親に守られて幸せだったからだろう。

　そう思うと、暖かい灯ともし火びの残りを、見つけたような気分になる。

　大人だ成人だと喚わめいているアンが、十歳前後の子供と同じようなことをしている姿は、なんだか微笑ましい。くすくす、笑いだしてしまった。

　途と端たんにアンが、身を起こした。

「なにがおかしいの!?　人が落ちこんでるのが、そんなに面白い!?」

　その目は真っ赤で、涙なみだがぎりぎりまで瞳ひとみの表面に盛りあがっていた。窓から射しこんでくる月光に、きらきら光る。涙を流すまいと、頑がん張ばっているらしい。

　涙を我が慢まんして、唇くちびるを嚙かんでうるうるしている顔が、またさらに子供っぽい。

　まずいと思ったが、ぷっと吹ふきだしていた。慌あわてて、片手で口を押さえた。

「なによ！　人の顔見て、笑うわけ!?　どうせ、わたしみたいなかかしは、みっともないだけよ。わたしが悲しみにくれて泣いていたって、その顔が面白いって。シャルみたいな綺麗な顔した人たちに、一生、あざ笑われるんだわ！」

　アンは叫んで、がばっと、顔を枕まくらに押しつけた。

　傷ついて大混乱しているらしいアンには申し訳なかったが、シャルの気分は、なぜかとても穏おだやかだった。

　忘れていたなにかを、思い出せそうだった。

　シャルは立ちあがると、アンが突つっ伏ぷしているベッドに腰かけた。

　──そうだった。初めて会った頃のリズは、こんな髪かみの色だった。忘れていた。

　無意識に、シーツの上に広がったアンの髪を一ひと房ふさ、手に取っていた。

「一生、笑われることはない。人間は、俺たちと違ちがう。人間は、常に変わっていく……。おまえは、あと三年も経たてば、驚おどろくほど綺麗になってるはずだ。この髪も、色の薄うすい、綺麗な金きん髪ぱつに変わる。そのころには、誰もおまえをかかし呼ばわりしないはずだ。砂糖菓が子しを作る腕うで前まえも、変わっているはずだ。ヒューが言ったことは真実だが、気にする必要はない」

　アンは疑うたぐるように、枕から顔を、半分だけそろりと見せた。

「砂糖菓子作りは、もっと腕を磨みがくわ。絶対、上達してみせる。努力でなんとかなるものなら、なんとかする。けど、わたしが美人になるとか、見えすいた噓うその慰なぐさめなんか、いらないわ」

「噓じゃない。知ってる」

　シャルは掌に載のせた髪の房に、視線を落とした。

「俺が生まれたとき。最初に目にしたのは、人間の子供だった。五歳の女の子だ。こんな髪の色をしていた。俺はその女の子の視線があったから、生まれたらしかった」

　遠い昔の思い出。なぜか、口に出してみたくなった。それによって、なくしたものが甦よみがえるかもしれないというような、淡あわい希望のようなものがどこかにあった。

　シャルが語り始めたことに、アンは驚いたような顔をしていた。

「女の子はエリザベス……リズという名だった。貴族の娘むすめで、特とく殊しゆな事情があって、世間から離はなれて暮らしていた。幼かったし、世間知らずだった。リズは妖精を知らなかった。だから俺のことを、自分の兄だと、勘かん違ちがいしたらしい。自分の屋や敷しきに俺を連れ帰って、俺を匿かくまった」

　アンは枕から顔をあげると、ベッドの上に座りなおした。

　シャルの手にあった髪の房が、その手を離れた。

　からになった掌を、シャルは軽く握にぎった。握った拳こぶしを見つめる。

「それから、ずっと一いつ緒しよにいた。十五年経ったら、リズの髪は金髪になって、そばかすも消えて。綺麗な娘になっていた。だからわかる。おまえも、リズのように変わっていく」

「それで？」

　問われて、シャルは顔をあげた。

「それで、リズは。ずっとシャルと一緒にいたの？　今はどうしていないの？」

　目を伏ふせた。

　問われると、まだ、胸が痛む。もう百年も前のことなのに。

「死んだ……殺された。殺したのは、人間だ」

　その言葉に、アンはうつむいた。

　しばらくすると、シャルの拳にアンの手がそっと触ふれた。

「ごめん……」

　アンが何に対して謝ったのかは、わからなかった。

　哀かなしい思い出を、シャルに語らせてしまったことへの謝罪か。

　それとも、同じ人間として、リズを殺してしまったという事実への謝罪か。

　ただ、彼女の心の温かさだけはわかった。

　シャルは軽く頭をふると、立ちあがった。拳から、アンの手がするりと離れた。

　余計なお喋しやべりをしてしまった。

「もう寝ねろ。かかし」

　背中越ごしに、静かに言った。思い出は、思い出だった。甦ることはない。
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　翌朝アンが目覚めると、ヒューはすでに出発していた。夜明け前に出ていったらしい。しかし宿代は、ちゃんと彼が支し払はらってくれていた。

　いったいヒューは、どんな素す性じようの人間なのか。

　しかしその疑問を、あまり深く考えることもしなかった。

　さらにヒューに言われた言葉の衝しよう撃げきも、ほとんど残っていなかった。

　それよりも。シャルが口にした彼の過去の断だん片ぺんが、アンの胸には深く響ひびいていた。

　医者宿を出発し、その後三日間は、野や獣じゆうにも盗とう賊ぞくにも襲おそわれることなく過ぎた。

　その間、となりに座るシャルの顔ばかり、ちらちら見ていた。

　シャルは、人間と友達にはなれないと言った。

　けれどシャルは生まれたときは、人間の女の子と心を通わせていたのだ。

　十五年も、一緒にいたと言った。アンが母親と過ごしたのと、同じだけの長い時間だ。

　シャルにとって、その女の子リズは、家族と同様だったかもしれない。それを、人間の手によって奪うばわれた。目を伏せたシャルの寂さみしげな表情に、胸が苦しくなった。

　もともと人間と心を通わせていたシャルの心を凍こおらせてしまったのは、人間なのだ。

　──シャルの心を溶とかす、魔ま法ほうがあればいいのに。

　馬車を走らせながら、そんなことばかり考え、そして常にシャルの横顔を気にしていた。

　ブラディ街かい道どうを走り始めて、七日目。夕日が沈しずむ前に、宿しゆく砦さいに到とう着ちやくできた。

　道程は、三分の二消化した。

　鉄の扉をおろして、三分の二の道のりが過ぎたことにほっとした。

　あと三日走れば、ブラディ街道を抜ぬけられる。

　宿砦にはいると、早々に夕食をすませた。

　アンは粗そ末まつなスープと林りん檎ご。ジョナスの夕食は、変わらず贅ぜい沢たくだった。

　道々ジョナスは、食べ物をアンに分けてくれようとした。だがアンは、それらをすべて断った。旅で、贅沢に慣れてしまうのは危険だ。何があるかわからない旅だから、食料はなるべくとっておいて、そして質素な食事に慣れることが肝かん心じんだ。

　ジョナスはキャシーを連れて、すぐに荷台の中に引きあげた。

　ミスリルは「恩返しさせろ」と、さすがに喚かなくなっていた。しかし当たり前のような顔をして、昼間は御ぎよ者しや台だいに座る。夜は荷台の屋根の上に草を集めた寝ね床どこを作り、そこにもぐりこむ。今夜も彼はせっせと寝床を作り横になると、早々と寝息を立てている。

　ミスリルが満足するような恩返しを、アンはまだ思いつかない。思いつかない限り、彼はずっとひっついてくるだろう。ミスリルのキンキン声には、もう慣れた。慣れてみると、ミスリルの尊大さも可愛かわいくなってきたから不思議だった。

　アンはシャルとともに火を囲んで座り、眠ねむる準備をしていた。

　シャルは林檎を掌てのひらに載せて、食べていた。彼の掌に載る林檎は、少しずつ表面に皺しわが寄る。しぼみ、最後にはくしゃりとつぶれて、掌の上にわだかまり、溶ける。

　それが妖よう精せいの食事だ。何度見ても、不思議な感じがする。

「なんか今夜は冷えるね。秋も終わりに近づくと、さすがに寒い。シャル、寒くない？」

「俺たちは人間のように、寒さを感じない」

「へぇ、便利ね」

　答えた途端に、くしゃみが出た。やはり冷える。

　シャルが、ジョナスの眠る荷台をちらりと見て訊きいた。

「おまえは、荷台の中で寝ないのか。あの男みたいに、暖かい場所で眠ればいい」

　アンは毛布を御者台の下から引っ張り出して運びながら、首をふった。

「ジョナスの荷台はなんのためにあるのか知らないけど、わたしの荷台は砂糖菓子を作るための作業場よ。神聖な場所なの。そんな場所に、眠れないわ。わたしもママも、荷台の中で眠ったことなんか一度もないの。冬は、わざわざ宿に泊とまってた。ママの口くち癖ぐせはね、『砂糖菓子は聖なる食べ物。それをつくる場所も人も、汚けがれちゃならない』って」

　炎ほのおを見つめながら、シャルが応こたえて言った。

「いい職人だったらしい。おまえの母親は」

　言われると、エマの顔を思い出した。とてつもなく、寂さびしい気持ちになった。

「うん。とってもね」

　その夜は、なかなか寝つけなかった。

　──寂しいな。

　心の中に、あぶくのようなそんな気持ちが、ゆっくりと幾いく度ども浮うかんでくる。

　──シャルも、こんな気持ちなの？

　何度か寝返りを打ち、横になっているシャルの方へ視線を向ける。

　五、六歩の距きよ離りを置いて、シャルは横になっている。その距離をもっと、縮めたい。

　──寝てる？　それとも目を閉じて、何か考えてる？　話がしたい。

　手を伸のばし、草の上に広がる彼の羽に触れたい衝しよう動どうに駆かられた。

　身を起こして、手を伸ばしかける。しかしためらいが強く、その手は止まる。

　──寝込みに羽に触さわったりしたら、なに言われるかわかったものじゃない。

　残った一枚の大切な羽を人間に触られるなど、シャルは激げき怒どしそうだ。

　──シャルの心を溶かす魔法……。

　そのときふと、砂糖菓子のことを思い出した。

　作ってあげると約束しておきながら、ミスリルの出現で、すっかり忘れていた。

　寝られそうもないので、アンは起きあがった。

　──約束の砂糖菓子を作ろう。

　甘い砂糖菓子が、少しでも、シャルの心を温かくしてくれればいい。

　荷台後方の扉とびらを開け、中にはいる。

　満月から少しだけ欠けた月の光が、窓から射さしこんでくる。それを頼たよりに、アンは石の冷たい作業台にそっと手を滑すべらせ、秤はかりを触り、整然と並べられた木べらを撫なでる。

　ここにエマがいた。エマの手が触れたものたちが、沈ちん黙もくしている。

　静せい寂じやくと一緒に耳からなにかが入りこみ、心を乱しそうだった。

　頭をふり、銀砂糖が入っている樽たるに向かう。

「ヒューに砂糖菓が子しを作ってあげちゃったけど、銀砂糖の残りは充じゆう分ぶんなはずよね。シャルにも、二、三個、作ってあげられるかな」

　呟つぶやきながら、樽の蓋ふたを開ける。

「あれ？」

　蓋を開けた樽の中には、確か、半分以上銀砂糖が残っていたと思っていた。

　しかし樽の中は、からだった。からの樽と間ま違ちがえたのだろうか。

　そう思って、からと思いこんでいた樽の蓋を開ける。すると、その樽もからっぽだった。

「なん、で」

　アンは呆ぼう然ぜんとした。鼓こ動どうが速くなる。

　次々と残りの樽を開ける。残りの三つには、ちゃんと銀砂糖が詰つまっていた。

　五つの樽のうち、二つが、からだ。

　砂糖菓子品評会の作品をつくる材料だけが、そっくり、なくなっている。







　五章　砂糖林檎は裏切りの木







　からの樽の縁ふちに手をかけて、アンはその場に膝ひざをついた。

「うそ。どうして、ないの？　医者宿で使った時には、樽の半分以上あったのに……確かめたのに。荷台に、鍵かぎもかけてたのに」

　これではルイストンに到着しても、砂糖菓子品評会に参加できない。

　作品を作れば、規定量の樽三つの銀砂糖が目減りして、失格になる。

　けれど樽三つの銀砂糖を確保しようとすると、作品を作る材料がない。

「……どうして……。どうしてよ!!　誰だれも、荷台に入ってないのに！　どうして!!」

　アンは叫さけんだ。

「なにを騒さわいでる」

　開いたままになっていた荷台扉の外から、シャルの声がした。

　アンは立ちあがった。足に力が入らず、ふわふわした。落ち葉の降り積もった道を踏ふんでいるようだった。馬車のステップを降りた途と端たんに、よろけて、シャルにしがみついた。

「なにがあった」

「銀砂糖が。……なくなってる」

「なくなった？」

「……三樽は、残ってる。でも、品評会に出るには、樽三つ分の銀砂糖と、作品が必要なのよ。作品をつくる分の銀砂糖が、ない……」

　シャルは眉まゆをひそめた。

「医者宿では、あったのか？」

「あの時には、あった。確かめた。あの時扉に、鍵もかけた。誰も出入りできないはずなのに」

　なのに。銀砂糖がなくなっている。

　シャルの袖そでを握にぎりしめていた指が、わずかに震ふるえていた。視界がにじむ。

　なぜ銀砂糖がなくなっているのか、わからない。

「アン？　なにかあったの？」

　声を聞きつけたらしく、ジョナスが、キャシーをともなって荷台から出てきた。そしてシャルにしがみつくアンを見ると、訝いぶかしげに首を傾かしげた。

　声を出すと、涙なみだがこぼれそうだった。

　ジョナスの質問に答えられないアンにかわって、シャルが言った。

「銀砂糖が、なくなってるらしい」

「え？　だって、銀砂糖は、荷台に入れてただろう？　鍵もかけていたし、誰も出入りできないじゃないか」

「……いえ。出入りできます」

　思い詰めたような声で言ったのは、キャシーだった。

　その言葉にふくむところを感じて、みんなの視線が、彼女に注がれた。

「どういう意味だ、キャシー」

　ジョナスの問いに、キャシーはうつむいた。

「同族を裏切るようなこと、言いたくないんですけれど……。わたし、見たんです。医者宿に泊まっていた夜に、自分の部屋の窓から。アン様の馬車の荷台は、高い位置に窓があるでしょう？　あそこから、ミスリル・リッド・ポッドが出てくるのを、見たんです。月明かりに、体じゅうが、きらきら光って見えました。銀砂糖まみれの姿でした」

　──ミスリルが……？

「なんだなんだ、うるさいなぁ。そろって集まって。なんの相談だよ」

　寝ねぼけ眼まなこをこすりながら、荷台の屋根の上から、ミスリルが顔を出した。

　──まさか。でも鍵をかけた荷台には、小さな妖よう精せいくらいしか、出入りできない。しかもあの夜。確かにミスリルは一人だけ、食堂で寝ていた。

　ミスリルの顔を、見つめる。彼はそんなことをしていないと、信じたかった。

「ミスリル。降りてこい」

　厳しい声で、ジョナスが命じた。

「なんだよ。俺はおまえに使し役えきされてるんじゃないぞ。偉えらそうにするな。しかも名前を、略すな。俺はミスリル・リッド・ポッド……」

「降りてくるんだ!!」

　ジョナスの気き迫はくとその場の雰ふん囲い気きに、ミスリルは途端に、怯おびえた表情をした。屋根の上から降りてくると、おずおずとアンを見あげる。

「な、なんだよ」

「おまえは、銀砂糖が好きか？」

　ジョナスの問いに、ミスリルは頷うなずく。

「好きだよ。銀砂糖を嫌きらいな妖精なんか、いるもんか。なんだよ。それが、どうしたよ」

「医者宿に泊とまった夜、おまえ一人だけ、食堂で眠ねむったな？　なにか魂こん胆たんがあって、そうしたんじゃないのか」

「え？」

「アンが品評会のために準備していた銀砂糖が、一部、なくなってる。医者宿に泊まった夜、おまえが銀砂糖まみれの姿でアンの馬車の荷台から出てくるのを、キャシーが見ている」

　そう聞かされて、ミスリルは目をぱちくりさせ、ぽかんと口を開けた。しかしすぐにかっとしたように、キャシーに向かって喚わめいた。

「な、なんだよ!!　何を言うんだよ、おまえ。同じ妖精のくせに。俺がそんなことしたって、言ったのか!?」

　キャシーはジョナスの背に隠かくれるようにして、細い声で言った。

「だって、見たんですもの」

「噓うそつけ！」

　怒ど鳴なると、ミスリルはアンに視線を戻もどした。怯えたような目で、アンを見る。

「アン。銀砂糖を盗ぬすんだのは、俺じゃない。キャシーが噓つきなんだ」

「キャシーが噓をついて、なんの得があるんだ」

　責めるジョナスの言葉を封ふうじようとするかのように、ミスリルは叫んだ。

「人間め、黙だまれ!!」

　そしてさらに、アンに訴うつたえる。

「アン。まさかおまえまで、俺を疑ってないよな。俺じゃない。誓ちかって、俺じゃないよ」

　ミスリルがおどおどと、言葉を紡つむぐ。

　その言葉を信じたかった。でも、疑いをはらす証しよう拠こもない。

　──もしかして。……いいえ、違ちがう。そんなはずない。……でも……。

　疑いが、アンの心の中で渦うずを巻く。信じたいと思いながらも、一方で、もしかして、と。

　その気持ちが、アンの顔に表れていたのだろう。

　アンの顔を見ていたミスリルの瞳ひとみに、みるみる涙が盛りあがる。

「俺を、疑ってるんだな。アン。信じてくれないんだな……アン」

「……信じたいの」

「でも、信じてないじゃん!!　アンはほんの少し、俺を疑ってる」

　ミスリルの目から、涙があふれた。

「わかったよ、アンがそんな目で俺を見るなら、もう、アンの目の前から消えてやる！」

　そう叫ぶと、ミスリルはおもいきり跳ちよう躍やくした。そして荷台を飛び越こえるようにして、馬車の向こう側に姿を消した。

「ミスリル、待っ……」

　呼び止めようとしたが、途と中ちゆうで声は途と切ぎれる。ミスリルを信じきることが出来ない自分が、彼を呼び戻してどうしようというのだ。不信をぬぐえない表情のまま「信じてる」と言っても、彼を傷つけるだけだ。

　力が抜ぬけた。アンは握っていたシャルの袖から手を離はなすと、荷台のステップにすとんと座りこんでしまった。両手で顔を覆おおう。

「もう、これで……。今年の砂糖菓が子し品評会には、参加できない……」

　シャルは黙って、ミスリルが消えた方向を見ていた。

　ジョナスは、考え深げに顎あごに手をやっていた。そしてしばらくすると、ぽんと手を打った。

「そうだ!!　ねぇ、アン。諦あきらめることないさ！　作品を一個つくるだけでいいなら、その分の銀砂糖を、これから作ればいいじゃないか」

「無む茶ちやよ。そもそも原料の砂糖林りん檎ごがない」

「砂糖林檎は、あるよ！　ラドクリフ工こう房ぼう派の会合で、聞いたことがあるんだ。ブラディ街かい道どう沿いに、砂糖林檎の林があるって。護衛を雇やとって砂糖林檎を獲とりに来ると採算が合わないから、誰も穫りに来ないらしいけど。今は秋だから、ちょうど実がなってるよ」

　砂糖林檎の木は、不思議な木だ。

　人間の手で栽さい培ばいしようとしても、どうしても実をつけない。

　自然の中で育った砂糖林檎の木だけが、実をつける。

　だから砂糖菓子職人は、砂糖林檎の林がどこにあるのか、その実を自分がどうやって確保するかに必死だ。

　ラドクリフ工房派の会合で話題になったのなら、砂糖林檎の林がある可能性は高い。

　しかし。

「砂糖林檎があっても、それを精製するのに三日はかかる。ブラディ街道でそんなに時間をとられていたら、ルイストンに到とう着ちやくして、作品をつくる時間がないわ」

「だったら銀砂糖を精製する三日間に、今残っている銀砂糖を使って、作品を作ればいいんじゃない？　銀砂糖の精製と作品作りを、同時にするんだ。それで作品ができて、使った分の銀砂糖を補ほ充じゆうできる量の銀砂糖が精製できれば、あとはルイストンへ向かって走り続ければいい」

「そんなこと……」

　できっこないと言おうとした。が、ようやくアンの思考はまともに動き始める。

　あながち不可能ではないかもしれない。

　顔をあげ、ジョナスを見る。勇気づけるように、彼は頷いた。

「できるよ。元気を出して、アン。僕も砂糖菓子職人の端はしくれだからね、協力できる」

　ジョナスが力強く、アンの肩かたに手を置く。その優やさしさと、この窮きゆう地ちに頼たよりになる情報をもたらしてくれたことに、感謝の気持ちがあふれる。

「ありがとう。ジョナス」

　やっとわずかに微笑ほほえむことができた。そしてシャルを見あげる。

「ごめん。シャル。なんか動転して。シャル、せっかく寝てたのに。起こしちゃったね」

「かまわない」

　シャルは言うと、素っ気なくアンに背を向け、火のそばに帰った。

　アンはジョナスと一いつ緒しよに、御ぎよ者しや台だいの上で地図を広げた。

「確かここだ。この場所に、砂糖林檎の林はあるはずだよ。宿しゆく砦さいの近くだ。この場所なら、銀砂糖を精製して、すぐにルイストンへ到着できるね」

　地図の一点を指さして、ジョナスが言う。

　その場所は、ルイストンから馬車で半日の距きよ離り。幸いなことに、宿砦の近く。

　本当ならば砂糖林檎を収しゆう穫かくし、ブラディ街道を抜けた後に、銀砂糖に精製したい。それが安全だ。

　しかし砂糖林檎は、収穫直後に精製しなくては、独特の苦みが抜けなくなる。半日も荷台に揺ゆられた砂糖林檎は、銀砂糖にならない。

　ということは、近場の宿砦にとどまり、そこで必要な量の銀砂糖を精製するしかない。

　砂糖林檎の林のまでは、ここから馬車で三日。

　そして砂糖林檎を見つけて収穫するのに、一日。

　近場の宿砦で精製するのに、三日。

　宿砦からルイストンまでの距離は、半日。

　砂糖菓子品評会は、八日後。品評会当日に、駆かけこめる計算だ。

　ぎりぎりだ。

　だが、やれないことはない。アンは決意をこめて、地図を見つめた。

「がんばろうね、アン」

　ジョナスは最後にひと言そう励はげますと、キャシーを連れ、自分の馬車に引きあげた。

　アンは火のそばに帰った。

　そのころには、気持ちもかなり落ち着いていた。

　シャルの隣となりに腰こしをおろし、ジョナスと打ち合わせしたことを淡たん々たんと説明した。

　説明が終わるとアンは膝ひざを抱かかえて、膝ひざ頭がしらに顎を載のせた。

　沈ちん黙もくが落ちた後、ふと周囲を見回す。ミスリルの姿が見えない。

「ねぇ、ミスリルは？」

　シャルは、消えかけた火に小枝を投げこみ、答えた。

「消えた」

「どこかへ……行っちゃったの……？」

　アンはうつむいて、末うら枯がれた草の葉をちぎり、火の中に投げこんだ。

　草葉はちりっと、一いつ瞬しゆんで灰になる。

　たとえミスリルが銀砂糖を盗んだ犯人だったとしても、彼が違うと言えば、信じてあげることが本当の信しん頼らいではないだろうか。彼の言葉を、一点の曇くもりもなく信じ抜いてあげることが出来なかった自分が、とても度量の小さな人間に思えた。

　ミスリルのことを可愛かわいいと思い始めていた矢先だったから、よけいに情けない気持ちになる。

「本当に、あいつか？」

　シャルがぽつりと言ったので、アンは顔をあげた。

「なにが？」

「本当に、ミスリルが盗ぬすんだのか？」

　軽く眉まゆをひそめ、疑わしげに呟つぶやく。

　状じよう況きようから考えると、ミスリル以外にはありえない。

　だが、確かに。あれほど熱心に、恩返しをしたいとくっついてきた彼が、なぜそんなうかつな真似まねをしたのだろうか。銀砂糖の甘い誘ゆう惑わくに、負けてしまったのだろうか。

　それとも、別の誰だれかだろうか。

　しかしキャシーが噓うそをついているとも、考えたくなかった。

「わからない……。本当は誰が、銀砂糖を盗んだかなんて……。そんなことよりも今は、銀砂糖の確保よ。意地でもわたしは、今年の砂糖菓子品評会に出るんだから。……ごめんね。シャルに作ってあげるって約束した砂糖菓子、作るの忘れてた。思い出して、今、作ろうとしてたんだけど……。これでしばらくお預けになっちゃった。でも羽を返すのと一緒に、砂糖菓子をプレゼントするから。約束する」

　言うと寝ね床どこにもぐりこんだアンは、毛布を被かぶった。シャルは静かに座っていた。

　──間に合うかな？　どうか、間に合わせて。お願い、ママ。
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　シャル・フェン・シャルは、炎ほのおを見つめていた。

　解げせなかった。なぜ、銀砂糖がなくなったのか。

　状況から考えれば、ミスリルが食べてしまったというのが、一番可能性が高い。

　だがシャルには、ミスリルの仕し業わざとは思えなかった。

　騒そう々ぞうしくはた迷めい惑わくな奴やつではあるが、ミスリルは心から、アンに感謝している。アンの望みを知っているミスリルが、彼女を困らせるような、軽はずみなことをするはずはない。

　──ミスリルでなければ……誰だ？




　　　　[image: ]




　三日間。アンは前に進むことだけを考えて箱形馬車を走らせた。

　昼間は、ろくに休きゆう憩けいを取ることもしなかった。

　夜は危険で、馬車を走らせることができない。宿しゆく砦さいに逃にげこみ、じりじりした気持ちで朝を待った。

　幸いにも、盗とう賊ぞくにも野や獣じゆうにも襲しゆう撃げきされることはなく、三日目の昼を少し過ぎた頃ころに、砂糖林りん檎ごの林に近いと思われる宿砦に到着した。

　あと半日走れば、王都ルイストンだ。

　最後の宿砦は小高い丘おかの上に建てられていた。そこから、はるか荒こう野やを見み渡わたせた。するとまばらな林のさらに向こう。蛇だ行こうする大きな川の向こうに、王城の尖せん塔とうが小さく見えた。

　ルイストンが目前であることを実感した。

　しかしルイストンを目前にしながら、アンはここを離れられないのだった。拳こぶしを握にぎる。

　──砂糖林檎を、早く手に入れないと。

　翌日。アンは日の出とともに、ジョナスと一緒に馬車を出した。

　街かい道どうをはずれ、荒あれ地の中に点在する林を一つ一つ確かく認にんして、砂糖林檎の林を探し歩いた。

　そして太陽が中天にかかる頃。アンの目に、真っ赤な木の実の姿が飛びこんできた。

「……砂糖林檎」

　嬉うれしいというよりも、足の力が抜ぬけるような安あん堵ど感かんがあった。

　砂糖林檎の木は、背が低い。せいぜい、アンの頭の上までしか高さがない。

　細い幹に、人の指ほどの小枝が無数に伸のびる、華きや奢しやな姿。その細い枝の先に、鶏にわとりの卵ほどの大きさの、深しん紅くの木の実がなっている。林檎によく似た形。蠟ろうを塗ぬったように、艶つややかで赤い。

　予想外に早い砂糖林檎の発見に、アンの中でやる気がわいていた。

「間に合う。この砂糖林檎を精製しながら、作品をつくれば。余よ裕ゆうを持ってルイストンまで行ける！」

　御者台から降りて、荷台から籠かごを引っ張り出した。

　砂糖林檎を次々籠に放ほうり込んでいると、ジョナスも手伝ってくれた。

　見る間に籠いっぱいになった砂糖林檎を荷台に移し、再び籠をいっぱいにする。五、六回もそれを繰くり返すと、荷台の床ゆかは足の踏ふみ場もないほど、赤い色しき彩さいで埋うめつくされた。

　砂糖林檎の赤い色を見ると、元気が出る。エマも、よくそう言っていた。

　三日間、街道を疾しつ走そうした。

　そのおかげでミスリルや自分に対するもやもやした感情は、背後に吹ふき飛んでいた。

　それよりも、前を見ること。希望があるなら、うだうだ悩なやまず突つっ走るべきだ。

　頑がん張ばれば、間に合うのだ。

「さっそく作業開始よ！」

　砂糖林檎を荷台に詰つめこんで宿砦に帰ったアンは、腕うでまくりした。

　荷台から巨きよ大だいな鍋なべや柄ひ杓しやくをおろしながら、御ぎよ者しや台だいの上に寝ねころんで、長い足をぶらぶらと揺らしているシャルに向かって声をかける。

「品評会用の作品を作ったら、すぐに、シャルにあげる砂糖菓が子しも作るから。待っててね」

「食えるものを頼たのむ」

　憎にくらしい答えも、笑って流せた。

「言ったね。わたしの腕前、見せてあげる」

　潑はつ溂らつとした声で答えて、アンは鼻歌交じりに、大鍋に砂糖林檎を放り込み始めた。

　シャルは少しだけ体を起こして、楽しげなアンを見ていた。

　砂糖林檎の木は、裏切りの木とも呼ばれる。

　真っ赤でつやつやした、美味おいしそうな実をつけ、銀砂糖の原料になる。そうと知って齧かじってみると、灰汁あくが強くて、渋しぶくて食べられない。期待を裏切る実をつける。

　その裏切りの実も、砂糖菓子職人の手にかかれば、上等な甘さに変わる。

　まず。大鍋に水を張り、銀砂糖を一ひと握にぎり加える。そしてその鍋の中に、収穫したばかりの砂糖林檎を入れ、浸ひたした状態で一昼夜置く。すると砂糖林檎から苦みが抜ける。

　いったん水を捨て、再び新しい水を入れて鍋を火にかける。

　砂糖林檎が煮にくずれて、種や皮が浮ういてくるのを灰汁と一いつ緒しよにすくいあげ、煮に詰つめる。

　どろどろになったら、鍋から平たい石の皿に移す。均一にのばして、また一昼夜乾かん燥そう。

　するとそれは色を変え、純白の固まりになる。最後に臼うすでひいて、粉にする。

　そして。わずかに青みがかった、純白の銀砂糖ができあがる。

　銀砂糖は、砂さ糖とう黍きびから精製される、黄みがかった色の、もったりした味わいの砂糖とは違ちがう。細かい砂のようなさらさらした手て触ざわりと、白さ。そして後口のよい、さわやかな甘みを持った、聖なる食べ物だ。
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　収しゆう穫かくした砂糖林檎を水に浸し終わると、アンはさっそく、品評会に提出するための作品作りに取りかかった。

　作るべきなのは、祝祭に用いられる大きな作品だ。

　荷台に入ると、作業台の下に置かれている紙の束を取り出す。大きさも形もまちまちの、黄ばんだ紙の束は、紐ひもでくくられている。それを解ほどき、作業台の上に広げた。

　それらの紙には、砂糖菓子のデザインが描えがかれていた。粗そ末まつな羽根ペンで描かかれたもので、線は滲にじんでいたり、ぎざぎざになっていたりする。色の説明や形状の説明が、乱雑な字で書き込まれている。

　エマが、こつこつと描きためていたものだった。彼女は砂糖菓子を作るとき、まずこのデザイン画を広げ、この中から作るものを決めていた。

『ママが作った財産。誰にもあげられない。真似させちゃいけないものよ』

　エマはこの紙束を指して、そう言っていた。

　旅の道中。安い砂糖菓子が欲しいという客には、アンが作ったものを格安で分けていた。アンはエマが指示するデザインで、砂糖菓子を作った。

　今は、「このデザインを使え」と指示してくれるエマはいない。

　アンは、自分で選ばなくてはならなかった。

　迷ったすえに、エマが好きだった、花のモチーフを選ぶ。花の色は、淡あわいピンク。葉の色も淡い緑で、白と青の蝶ちようがその花にとまっている。そんな可か憐れんなデザインだ。

　その時、ふっと耳に、医者宿で出会ったヒューの言葉が甦よみがえった。

　猿さるまねだ、と。

　──じゃあ、猿まねじゃなくなるために、なにをどう作ればいいの？　わからない……。

　考えながらも、黄ばんだ紙を作業台の上に置き、紅、緑、青と、色粉の瓶びんを取り出す。

　桶おけに入れてあった水で両手を冷やすと、石の器うつわを手にして、銀砂糖が入っている樽たるに向かう。

　樽から、銀砂糖をすくいあげようとした。

「アン。アン」

　荷台の扉とびらがノックされ、開いた。ジョナスが顔を覗のぞかせた。

「精製してる銀砂糖を入れる樽は、足りる？　僕の荷台に一つあったから、これ使えば？」

　ジョナスは小ぶりな樽を一つ抱かかえて、荷台にあがってきた。アンは苦く笑しようした。

「まだ水に浸してるのに。精製できるのなんかまだ先よ。それにからの樽なら、二つもあるし」

「ああ、そうか。まあ、せっかく持ってきたから。ここに置いておくよ」

　作業台の下に樽を置くと、荷台がどかんと震ふるえた。アンは目を丸くした。

「それ、からっぽなんでしょう？　やたら重そうだけど。すごく重じゆう厚こうな作りなの？」

「父さんの作業場から持ってきたから、一級品だよ。銀砂糖が湿し気けるのを防いでくれる」

「ありがとう。でも。なんでそんなもの、旅に持ってきたの？」

「なんとなく、使うかもしれないと思って。それより作るものは、決まったの？」

「うん。今水に浮かんでる砂糖林檎が銀砂糖になる前に、仕上げてみせるから」

「僕も期待してる」

　ジョナスはそっとアンに近寄ると、彼女の頰ほおに手を当てた。

「な、なに!?」

　驚おどろき飛び退のいたアンに、ジョナスが苦笑しながら、近づいてきた。

「頑張って。アン」

　ジョナスの両手がアンの肩かたにかかり、彼の顔が息がかかるほどアンの鼻先に近づいた。

　アンは思わず、持っていた石の器を顔の前にかざした。

「なになになに!?　ジョナス!?　ちょっと、なにこれ。やめようよ」

「無ぶ粋すいなことしないで、アン」

　石の器を片手で押さえ、残った片手でアンの腰こしを抱だき寄せて、ジョナスは微笑ほほえんだ。

「君が好きなんだ」

「わたし、そんなつもりないし」

「好きだよ」

　唇くちびるが迫せまってくる。

「や、やだっ！」

　アンの平手が、ジョナスの頰を直ちよく撃げきした。

　ジョナスははっと頰をおさえ、アンから手を離はなすと後ずさりした。

「どうして？　アン」

「わたし、ジョナスを好きってわけじゃない！」

「僕は、君が好きなんだよ」

「それはジョナスの気持ちでしょう!?　わたしには関係ない」

　叫さけんで、アンは、自分がジョナスに対して、まったく恋れん愛あい感情をもてないことに気がついた。

　プロポーズの言葉や、優やさしい言葉に、おろおろしたりときめいたりはする。

　だが実際、引き寄せられキスされようとした瞬しゆん間かんには、怖こわいという気持ちが吹きだした。

　ジョナスは、その言葉が信じられないという表情をした。当然かもしれなかった。

　彼は幼い頃ころから村一番の人気者で、女の子たちは彼の恋こい人びとになりたくて、みんな躍やつ起きになっていた。彼は女の子は当然、自分を好きなはずだと、そんなふうに思っているのかもしれない。

「そっか。君が僕を、好きになってくれてればいいと思ったけど」

　傷ついたように、ジョナスはわずかに笑った。そこでアンも、冷静さを取り戻もどせた。

「……あ……。ごめん。わたし……なんか、殴なぐった」

「いいよ。僕が強ごう引いんだった。……そうだ！　作業しながら食事を作るのは、時間がもったいないだろう。後で、持ってきてあげる」

「うん。ありがとう」

　ジョナスは微笑むと、出ていった。アンは大きくため息をついた。

　殴られたあとに食事の心配をしてくれるなんて、やはりジョナスはいい人だと思う。

「ジョナスを大好きになってれば、こんなこと、してなかったんだろうなぁ」

　呟つぶやいて作業に戻る。

　銀砂糖を樽からすくっていると、ノックの音がして再び荷台の扉が開いた。

　入ってきたのは、大きな籠かごを引きずるようにして持ってきたキャシーだった。

「ジョナス様から。お食事を届けるように言いつけられました。どこに置けばよろしい？」

「ありがとうキャシー。そこの作業台の下に置いて。後で食べる」

　顔もあげずに銀砂糖を量っていると、キャシーがひょいと跳はねて、作業台に乗る。

「一つ。忠告してさしあげます」

　顔をあげると、キャシーはひどく冷たい表情をしていた。

「ジョナス様があなたに求きゆう婚こんしたり、好きだと言っても、いい気にならないことですね」

「え？……いい気になった覚えは、ないんだけど……」

　唐とう突とつな言葉に、困こん惑わくする。

「ジョナス様が、本気であなたなんかに、恋するはずないじゃないですか」

　そのとげとげしい言葉を聞いて、アンは首をひねった。以前、似たような表情を見たし、似たようなことを言われた気がするのだ。

　どこでだったか……。確か、ノックスベリー村だ。はたと思い出す。

「キャシー。あなたもしかして、ジョナスのこと好きなの？」

　途と端たん、キャシーが自分の赤毛に負けないほど、頰を赤くした。

「なんですって!?」

　声も裏返っている。キャシーの態度は、ノックスベリー村の女の子たちにそっくりだ。ジョナスの家に間借りしていることに嫉しつ妬とされ、わけのわからない嫌いや味みを、よく言われたものだ。

　そうと気がつくと、微笑ましくなった。

「いいね。キャシーは好きな人が自分の羽を持ってるなら、幸せだよね。馬ば鹿かにしてる奴やつや、嫌きらいな奴なんかに持たれているよりは、ずっといいね」

「そんな話をしてるんじゃないわよ！　わたしはあなたに、いい気になるなと……」

「妖よう精せいと人間の恋って、成じよう就じゆすれば素す敵てきね」

「あなたって、本当に馬鹿！　お話にならないわ！」

　キャシーは肩をいからせて、ぷいと荷台から出ていった。

　──キャシーに比べたら、シャルはお気の毒様ね。なんたって心の底から馬鹿にしてる、わたしに羽を握にぎられてるんだから。

　扉の隙すき間まから、火の傍かたわらに座るシャルの背が見えた。

　草の上にさらりと流れるシャルの羽は、炎ほのおの輝かがやきを映して、緋ひ色いろに輝く。

「妖精と人間の恋……」

　ふと考える。シャルはかつて心を通わせた人間の少女リズと、もしかして恋仲だったのだろうか？　そう考えた途端に、ぎゅっと胸が痛んだ。

　その痛みがなぜなのかわからず、アンは自分の感情を訝いぶかしく感じた。

「……なんだろう……」

　シャルの思い出の中にいる、リズという少女。なぜか無む性しように、彼女が羨うらやましかった。

　──なんにしても。所しよ詮せんわたしは、シャルの使し役えき者だもの。シャルが一いつ緒しよにいるのは、わたしが、彼の羽を握っているからだもの。だから約束通り、ルイストンに到とう着ちやくしたら、彼を解放してあげなくちゃ。

　そう思うと、胸に冷たい風が吹ふいた気がした。その風が、かすかに囁ささやいた。寂さびしいな、と。

　アンはその囁きを聞かないように、風をふりきり作業に戻った。







　銀砂糖に、冷水を加えて練る。銀砂糖は軟やわらかい粘ねん土どのようになる。

　それに色粉を混ぜて色を作る。それを幾いく度ども、色を替かえて繰くり返す。

　色のついた銀砂糖を形作り、へらで削けずる。棒でのばして、くるりと丸める。

　様々な技法で、さらさらの銀砂糖から砂糖菓が子しを作り続けた。

　砂糖林りん檎ごは水を替えて、煮に詰つめる作業に入っていた。

　アンは荷台の扉とびらを開けっ放しにして、時々荷台から飛び降りては、鍋なべをかき混ぜて灰汁あくやごみをとった。そしてまた荷台に帰っては、作品を作る。

　ジョナスはときどき、アンの荷台に顔を覗のぞかせた。しかし声をかけることもなく、アンの作業の様子を確かめると、黙だまって行ってしまう。

　アンも気まずかったから、あえて声などかけなかった。

　ときおり狼おおかみの遠とお吠ぼえが聞こえた。

　だが、宿しゆく砦さいの中にいる安心感から、さほど気にならなかった。

　砂糖林檎は煮え崩くずれ、平たい石の器うつわに移された。それを均一にのばす。

　この二日。アンは、ほとんど休みなく作業を続けていた。食事も鍋をかき回しながらだし、眠ねむるのも、二、三時間横になっただけだった。

　そのおかげで、作品はみるみる形になっていった。

　エマが作っていたように、寸すん分ぶん違たがわず、記き憶おくを辿たどりながら精せい緻ちな細工を施ほどこす。

　グラデーションで変化する、花びらの色。蝶ちようの羽に、透すかし彫ぼりでつけられた幾き何か学模様。柔らかな曲線を描えがく、葉の造形。一ひと抱かかえもある大きな砂糖菓子の作品だ。この大きさで、全体のバランスを図はかるのはむずかしい。しかしアンはそれも、見事にこなした。

　作品に取りかかって三日目の朝。砂糖菓子は完成した。

　いいできばえだ。作品としては、完かん璧ぺきだという自負がある。

　だが、アンは微び妙みような違い和わ感かんをぬぐえないでいた。

　エマの作っていたものと、寸分違わないはずなのに。エマが作ったもののように、一目見て、はっと心を引き寄せられるような磁力が、作品にない気がした。

　猿さるまね。

　幾度も、その言葉が頭をよぎる。

　けれど技術は完璧だ。大だい丈じよう夫ぶだと、自分に言い聞かせる。

　できあがった砂糖菓子が転げ落ちて壊こわれないように、砂糖菓子の足もとに紐ひもをかけた。そして作業台に固定する。これで馬車が揺ゆれても、転げ落ちて壊れることはない。

　それを終えると、ほっとした。

　連日の作業でふらふらになったアンは、よろけるように荷台を降りた。

「疲つかれた」

　草の上に横になり、空を見あげていたシャルの脇わきに、アンはぺたりと座り込んだ。

「終わったのか？」

　興味なさそうに、シャルが訊きく。

　アンは頷うなずいて、そのまま草の上に伏ふせた。

　秋の枯かれた色になった草葉を間近に見ながら、日にちを数える。

「品評会まで、今日を入れて、あと二日あるね。今乾かわかしている精製途と中ちゆうの銀砂糖を、午後から臼うすでひいて。銀砂糖にして。それで明日出発すれば、品評会前日にルイストンに到着できる。作品と樽たる三つ分の銀砂糖も揃そろえられる。よかった」

　自然と、笑えみがこぼれた。風が吹き、さやさやと草葉が鳴る。

「不思議だった」

　静かに、シャルが口を開いた。

「なにが？」

「妖精市場ではじめて、おまえに会ったとき。銀砂糖の甘い香かおりがした。それがどうしてなのか、不思議だった」

「そう？　ドレスに染しみついちゃってるのかな」

　くんくんと鼻を鳴らして、袖そで口ぐちをかぐ。シャルは首をふった。

「指だ。おまえの指は、甘い香りがする」

「匂におわないよ」

「俺には、わかる」

「そっか……わたし、銀砂糖ばかり扱あつかってるものね。これしか知らないから」

　穏おだやかな気持ちで、しばらくぼんやりとしていた。目の前の下草の上に、シャルの羽が流れている。陽ひの光を反射して、薄うす緑みどり色いろに輝いている。その輝きを見つめていた。

　すると草を踏ふむ足音が、アンの頭の方から近づいてきた。

「アン。やったね。荷台の中を覗いて見たよ。すごく素す晴ばらしい。あんな大きくて繊せん細さいな砂糖菓子、見たことない。王家勲くん章しよう間ま違ちがいなしだ」

　ジョナスの優やさしい声が、降ってきた。

　アンは疲れ切っていたから、顔をあげることもなく、ただ礼を言った。

「ありがとう。ジョナスが、砂糖林檎のことを知っててくれたおかげよ」

「こっちこそ、ありがとうだよ」

　ジョナスはわずかに笑って、アンの馬車の方へ歩いていった。

　──なにが、ありがとうなんだろう。

　アンは不思議に思い、顔をあげる。

　するとジョナスが、自分の馬を、アンの箱形馬車に取りつけているのが目に入った。

「なにしてるの？　ジョナス」

「出発しようと思って」

　シャルが眉まゆをひそめ、身を起こす。

「気が早いよ、ジョナス。銀砂糖はまだ完成してない。出発は明日よ。それにその馬、わたしの馬じゃない」

「いいんだよ。僕の馬のほうが、速く走るから。これで」

「ジョナス？」

　ジョナスは無表情で、自分の馬を取りつけ終わると、アンの馬車の御ぎよ者しや台だいに乗った。

　彼の様子がおかしいと、ようやくアンは気がついた。

　立ちあがり、彼に向かって歩き出す。

「ジョナス？　なんなの」

「君が僕を好きになって、結けつ婚こんしてくれれば。こんなことしなくてすんだのにな。でも、悪いのは君だ。僕は君に、三度目の告白もしてあげたのに。君が拒きよ否ひしたんだから」

　その瞬しゆん間かん。

　閉じられていた宿砦の鉄てつ扉ぴが、勢いよく開いた。

　飛びこんできたのは、キャシーだった。彼女は必死の形相だ。血の滴したたる肉の塊かたまりを持っている。大きく何度も跳ちよう躍やくしながら、全速力でこちらに向かってくる。

　キャシーの背後からは、複数の獣けものの足音が聞こえた。

　シャルが飛び起き、眦まなじりをつりあげる。

「なんのつもりだ！」

　叫さけぶなり彼は右手を広げ、そこに剣けんを出現させる。彼の剣が出現するのと同時に、力強い息づかいが宿砦の中に飛びこんできた。狼の群れだった。三十頭はいる。

　突とつ如じよ出現した狼の群れに、アンは硬こう直ちよくした。

　キャシーはアンの目前に迫せまると、悲鳴のような声で叫んだ。

「だから、いい気になるなと言ったのよ！」

　そして手にした肉の塊を、アンの胸むな元もとめがけてぶつけた。

　その瞬間、キャシーはさらに大きく跳躍した。そしてアンの馬車の荷台に飛び乗った。

　狼の群れが肉の塊を追うように、一気にアンに向かって飛びかかった。

　悲鳴すら出せないアンと、狼の間に、シャルが飛びこんだ。

　剣の一ふりで、飛びかかってきた三頭を斬きり捨てる。

　狼たちはぱっと散開すると、唸うなりながらアンを取り囲む。

「シャル。なに……、これ……」

「おびき寄せたんだ。あいつらが」

　──あいつらって、ジョナスとキャシー？　なんで、彼らが……。

　ジョナスが馬に鞭むちを入れた。その音で、停止していたアンの思考が動く。そして気がつく。

　──ジョナスは、わたしの作った砂糖菓が子しを奪うばう気だ！

　狼に囲まれていることも忘れた。思わず駆かけだす。

「ジョナス!!」

　アンは走り出した馬車を追い、御者台に飛びつこうとした。

　御者台の上で、ジョナスは胸のポケットから大きな瓶びんを取り出す。コルクの蓋ふたを指で撥はねとばし、瓶の中身を彼女の頭に向かってぶちまけた。

　生なま臭ぐさい、どろりとした赤黒い液体が浴びせられた。

　アンはかまわず、しゃにむにジョナスの上うわ衣ぎの裾すそを摑つかむ。

　狼おおかみが、アンに浴びせられた液体に反応した。シャルを囲んでいた狼が、再びアンに飛びかかろうとする。シャルは舌打ちして、アンに飛びかかる狼を斬る。

　しかし狼は狂きよう乱らんしたように、目を血走らせて何度もいどんでくる。

「待って!!」

「バイバイ。アン」

　ジョナスの上衣の裾を摑んだ手をめがけて、鞭がふりおろされた。

　バシリと熱い痛みが手の甲こうに食い込み、摑んでいた上衣の裾から手が離はなれた。

　手が離れた勢いで、走る馬車にふりきられるように、草の上に転げた。転んだアンめがけて、狼たちがわっと飛びかかる。シャルが、割ってはいる。

　襲おそい来る狼を斬り伏せる背中に向かって、アンは叫んだ。

「シャル！　ジョナスを追って！　行って！　早く！」

「ここを離れたら、おまえは狼の餌えさだ！」

「いいわよ。かまわない！　行って！　取り戻もどして！　砂糖菓子!!」

「断る」

　シャルは血しぶきを浴びながら、片時も動きを止めることなく狼たちを斬る。

　彼の動きにあわせて流れる羽に、狼が飛びかかろうとする。獣は、妖よう精せいの弱点を心得ている。

　牙きばが羽にかかる寸前、シャルは身をよじってかわし、剣をふるった。

「取り戻して、取り戻して！　追ってよ!!　お願い、お願いよ、言うことをきいて！」

「ならば命じろ！　使し役えき者らしく!!」

　羽を引き裂さく。羽を潰つぶす。そんなむごい言葉は、どうがんばってもアンの口から出ない。

「お願いよ、追って！」

　アンは、声を張りあげるしかなかった。

「シャル！　追って、追って!!　お願い、追って!!　お願い!!　お願い!!」

　アンの砂糖菓子を載のせた馬車は、走り去った。
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　斬りすてた狼の死体を足もとに見つめ、シャル・フェン・シャルは立ちつくす。

　さすがに息があがっていた。羽に血しぶきが飛んでいる。

　ぶるりと羽をふるい、血を払はらう。

　狼たちは執しつ拗ように羽を狙ねらってきた。ひやりとする時が、何度もあった。

　アンは呆ぼう然ぜんと、血の香りの中に座りこんでいた。

　自分の羽とアンが無事だったことに、シャルは安あん堵どした。

　剣をふって消しよう滅めつさせると、アンに近づいた。

「……なんで、追ってくれなかったの」

　馬車が走り去った門の向こうを見ながら、アンがうつろな表情で口を開いた。

「ジョナスを追っていたら、おまえは狼に喰くい殺されていた」

「わかってる！」

　突如アンは立ちあがると、シャルに歩み寄った。

「わかってる！　でもそれは、シャルの判断。わたしの判断じゃない！　わたしは喰い殺されてもいいから、砂糖菓子を渡わたしたくなかった。シャルはわたしの命令なんか、ぜんぜん聞いてくれない。旅に出てから、ずっとそうだった。結局シャルは、自分の判断で動いていた。そうでしょう!?　ただわたしが羽を握にぎっているから、そばから離れなかっただけ。さっきだって、シャルが砂糖菓子を追ってたら、わたしは狼に喰い殺されてたかもしれない。そうしたらシャルの羽も、傷つくかもしれないものね。だからシャルは、砂糖菓子よりわたしを守った。それだけよね。わかってるわ。わたしは、あなたを使役できない！　だから、こんなことになっちゃったのよ！」

　そう叫ぶと、思い切りシャルの胸を両手の拳こぶしで打った。

　何度も何度も、彼女は打ってきた。疲つかれて手の力が抜ぬけるまで、打ち続けた。

　アンの言っていることは、めちゃくちゃだった。しかし彼女自身、それは理解しているはずだ。それなのに、言わずにはおれないのだろう。だからシャルは、させるがままにしていた。

　ようやく、アンの両手がさがる。うつむいたまま、ふらふらと残された馬車の荷台の中へ入っていった。

　──確かに。俺はあいつの命令を聞いたことは、一度もない。

　シャルがこの旅の間に幾いく度どかアンの危機を救ったのは、彼女が自分の羽を握っているからに他ほかならなかった。彼女が傷つけば、羽も傷つく。だから結果的に、彼女を守ったに過ぎない。

　ただ、あの時。狼がアンに飛びかかった瞬間。

　自分の羽が傷つくかもしれないということは、思い浮うかばなかった。

　呆然としているアンをとにかく守ろうとして、咄とつ嗟さに体が動いていた。

　ぽつりと、冷たいものが頰ほおに落ちた。

　見あげると暗く暮れ始めた空から、雨の粒つぶが落ちていた。誰だれかの涙なみだのように。







　六章　生まれる朝







　暗くら闇やみに、しとしと冷たい雨が降る。

　宿しゆく砦さいを埋うめつくしていた狼の死体は、シャルが外へ運び出した。

　しかし湿しめった雨と血の臭においは立ちこめていた。

　精製途と中ちゆうの銀砂糖は狼に踏ふみ荒あらされ、狼の血で汚よごれ、雨水と混じっている。ぽつぽつと雨を受け、波は紋もんを広げる。

　残されたジョナスの箱形馬車の中に、アンはいた。

　荷台の中は、アンの箱形馬車とそっくりにつくられていた。砂糖菓子を作るための作業場だ。

　作りかけの砂糖菓子の残ざん骸がいが、いくつか転がっている。

　作業台の上には、砂糖菓子のデザインを描えがいた紙が散らばっていた。全すべて、エマが描かき残した砂糖菓子のデザインを写したと思われるものだ。

　荷台の中には五つも樽たるがあったが、その五つの樽全部に、銀砂糖が詰つまっている。

　──最初から全部、計算ずく。全部噓うそだった……。

　ジョナスは、ラドクリフ工こう房ぼう派の長おさになれるかもしれない立場にいる。しかしそれには、銀砂糖師になることが必ひつ須す条件だ。

　ジョナスは過去二回、砂糖菓が子し品評会に参加して、未いまだに銀砂糖師になっていないと言っていた。なのに今年、積極的に砂糖菓子品評会に参加しようとしていなかった。

　それを、疑問に思うべきだった。

　ジョナスは過去二回の失敗で、自信喪そう失しつしたのだろう。

　けれど彼は、是ぜが非でも銀砂糖師になりたかったのだ。そうすれば、ラドクリフ工房派の長となれるかもしれない。そして彼の望む、銀砂糖子し爵しやくになれるかもしれない。

　王家勲くん章しようを授さずかり銀砂糖師となれる人々は、砂糖菓子に対して真しん摯しな人々だ。利益は、二の次。そうでなければ、素す晴ばらしい砂糖菓子は作れない。

　ジョナスは、栄光にだけ固こ執しつしているのだろう。

　だから、真摯さが足りなかったのだろうか。

　とりあえず銀砂糖師になれば、砂糖菓子など、どうでもいいと思っていたかもしれない。

　そんな時彼のもとに、病で身動きが取れない銀砂糖師とその娘むすめが転がり込んできた。

　彼はその親子を、利用することを考えたに違ちがいない。

　最初はこっそりアンたちの馬車に忍しのびこみ、砂糖菓子のデザインを描かき写して盗ぬすんだ。

　しかしデザインはあっても、思うような作品に仕上げられない。技術には自信があっても、自分の作ったものには、自信が持てない。

「だから、わたしにプロポーズしたんだ……」

　アンに結けつ婚こんを申し込んだのは、彼女を丸めこみ、ジョナスのために砂糖菓子を作らせて、それを使って銀砂糖師の称しよう号ごうを手に入れようとしたためだ。

　だがここでも、ジョナスは失敗した。

　そこでジョナスは、アンに作らせた砂糖菓子を横取りし、自分の作品として品評会に出品することを思いついたに違いない。

　その計画に、アンダー家の人々が全面的に協力したのだ。

　アンダー夫妻は息子むすこの計画のために、馬車や用心棒まで用意した。

　息子がラドクリフ工房派の長になれば、アンダー一家にとっての利益も大きい。

　そしてジョナスは、品評会に向かうアンを追い、ともに旅をして、銀砂糖を一部盗んだ。

　銀砂糖を盗んだのは、おそらくキャシーだ。彼女は姿を消す能力があるから、医者宿に泊とまった夜、荷台の高窓から忍びこみ、少しずつ銀砂糖を運び出したに違いない。

　結果アンは足止めされ、その間に作品を作った。

　アンが作品を作れば、銀砂糖は不足する。規定の三樽に、足りない。

　その不足分の銀砂糖を、からの樽だと称しようして、ジョナスはアンの馬車に運びこんだ。そうすれば砂糖菓子ができあがった途と端たんに、馬車ごと砂糖菓子を奪うばい取れる。

　そしてジョナスは、実行した。

　キャシーに狼おおかみをおびき出させ、シャルを足止めし。

　アンの馬車に乗って、走り去った。

　ジョナスはまんまと、砂糖菓子の作品を一つと、三樽分の銀砂糖を手に入れたのだ。

　ルイストンまでは、半日の距きよ離り。

　昼間であればジョナスは、護衛なしで駆かけ抜けることができるだろう。

　アンのもとには、銀砂糖の詰めこまれた樽五つと、新品の馬車とくたびれた馬が残った。

　銀砂糖は充じゆう分ぶんにある。けれど品評会は、二日後。

　夜になった今、実質一晩と一日。

　祝祭用の大作の砂糖菓子を作る時間は、もはやない。

　──間に合わない。

　砂糖菓子品評会は、毎年ある。今年に間に合わなくても、来年がある。

　けれどエマの魂たましいを天国へ送るための昇プル・魂ソウル日・デイは、今年だけだ。

　エマのための砂糖菓子は、別に、アンの作った砂糖菓子でなくてもいいかもしれない。もっとベテランの銀砂糖師に素晴らしい砂糖菓子を作ってもらえば、いいのかもしれない。

　けれどアンは、自分の砂糖菓子でエマを送りたかった。

　大好きな母親を、銀砂糖師になった自分の砂糖菓子で送りたい。

　それは母親を亡なくした心を支え、自分が一歩踏み出すための動力だった。

　動力を失って、アンの気力はすっぽりと体から抜け落ちた。

　いい人だと信じていたジョナスに裏切られた、その衝しよう撃げき。ジョナスの仕し業わざと気がつかずに、ミスリル・リッド・ポッドが銀砂糖を食べたかもしれないと疑い、彼を信じきることが出来なかった愚おろかさ。ミスリルの、涙いっぱいの瞳ひとみを思い出すだけで、苦しくなる。

　信じた自分の、甘さと間ま抜ぬけさ。後こう悔かいや怒いかり。

　それらが動力のかわりにアンを満たし、全身がだるくて重い。

　一歩も動けない。

　ジョナスに鞭むちで打たれた右手の甲こうの傷は、ずきずきと痛む。己おのれの愚かさを知れとでも言うように。

「今年に間に合わなきゃ、意味ない」

　アンは呟つぶやいて、作業台に両手をついた。うつむき、軽く笑う。

「馬ば鹿かみたい。はりきって、砂糖菓子つくって……」

　ふらりと荷台を降りると、冷たい雨が降りかかってきた。

　頭から生なま臭ぐさい液体をかけられ、体もドレスもべたべたして悪あく臭しゆうを放つ。

　自分の惨みじめさが、たまらなかった。

　ふと視線を感じて、目を動かす。宿砦の壁かべ際ぎわにある大木の下に、シャルがいた。腕うで組ぐみした、相変わらずの不ふ遜そんな態度でこちらを見ている。

　所しよ詮せん自分は、甘っちょろい十五歳の小娘。

　力もなく知ち恵えもなく、頼たよる者もなく、ひとりぼっち。

　こんな惨めな自分を、シャルに見られることが恥はずかしかった。我が慢まんできなかった。見て欲しくなかった。

　首に下げていた革かわの紐ひもを乱暴にたぐりだし、小さな袋ふくろを引きむしる。

　早足にシャルのもとにいくと、袋を突つき出した。

「羽を返す」

　シャルは動かなかった。じっと袋を見つめてから、訊きいてきた。

「ルイストンはまだ先だ。それにジョナスを追わないのか。砂糖菓子を、取り戻もどさないのか」

「ジョナスは今いま頃ごろ、ルイストンに到とう着ちやくしてる。品評会への参加申し込みもすませて、砂糖菓子を役人に渡わたしているはず。今いま更さら行って『それはわたしの作ったものだ』って主張しても、証しよう拠こがない。取り合ってもらえない」

「それでいいのか」

「いいわけないじゃない……。でも……でも、どうしようもないの！　シャルがいても、どうしようもないの。だからもう、自由にしてあげる。どこへでも行って！」

　ぶちまけるように言ってから、うつむいた。

　しばらくして、シャルはアンの掌てのひらから、そっと袋を取りあげた。

「これで、対等か」

　アンは首をふった。

「最初から、シャルは対等よ……。わたしは最初から最後まで、目的のためでも、使し役えき者になりきれなかった」

「妖よう精せい市場でおまえを見たとき、なんとなくわかっていた」

　シャルの言葉は、穏おだやかだった。雨音のように落ち着いている。

「だからおまえに、俺を買えと言った。甘い小娘なら、簡単に羽を奪い返して、逃にげ出せると思っていた」

「嬉うれしかったでしょう。予想通りで」

「……どうかな。わからない」

　シャルが、木の幹から背を離はなす気配がした。

　彼はすっとアンの前を通り過ぎると、宿しゆく砦さいの鉄てつ扉ぴの方へ向けてゆっくりと歩き出す。

　──ひとりぼっち。ひとりぼっち。

　頭の中で、なにかが繰くり返す。嗚お咽えつが漏もれる。

　今まで我慢に我慢を重ねてきた思いが、どっとあふれ出す。止めることはできなかった。アンの心を支えていたものは、一気に崩ほう壊かいしていった。

「ママ！　ママ！　なんで死んじゃったの!?　なんでわたしを、一人にしたの？　一人にしたの。なんで……なんで!?」

　アンはその場にへたりこんだ。膝ひざに顔をつけ、雨に打たれ続けた。
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　片羽を自分の手に取り戻したのは、どのくらいぶりだろうか？

　七十年……。

　いや、もっと久しぶりのような気がする。

　自分の掌てのひらにある小さな革かわ袋ぶくろを見つめる。

　シャル・フェン・シャルは雨に打たれながら、人の手に荒あらされていない、荒こう野やの静せい謐ひつな空気を感じていた。背後にある宿砦が、一歩ごとに遠くなる。

　遠くなる。あの、甘い香かおりのする娘むすめとの距離が、遠くなる。

　不思議だった。自由を手に入れたのに、それに対する喜びがない。

　なぜだろうかと考え、すぐにその理由に思い当たる。

　シャルはアンの命令など、聞いていなかったからだ。アンに買われた瞬しゆん間かんから、我知らず、自由を手に入れていたからだ。だから今更、躍おどりあがるほどに喜べないのだ。

　ただ羽が、アンの手から、シャルの手に戻っただけ。

　羽を取り戻して一つ違ちがうのは、アンというお荷物がいないことだ。彼の羽を大事に胸に抱かかえていただけの、甘い娘。

　どこへ行こうと、自由。

　なにをしようと、自由。

　完かん璧ぺきな自由を手に入れて、ふと、自問する。

　──自由を手に入れた。そして俺は、なにをしたい？　どこへ行きたい？

　暗くら闇やみが、押し寄せる。

「崩くずれそうだ」。なにかがふっと、耳元に囁ささやいた。

　──俺は崩れない。崩れるのは、あいつだ。追うものを目の前からむしり取られて、一人だ。

「寂さびしいか？」。再びなにかが、すかすように囁く。

　──寂しい？

　守るべきものも、行くべき所もない、自分。

　夢にまで見た、自由を手に入れた瞬間なのに、自分の意識が内側に巻き込まれていくような、縮小していくような、世界から隔かく絶ぜつされているような感覚がする。

　するとなにかが、無む性しように恋こいしい気がした。

　恋しいのは、なくした、絶対に帰れない遠い過去の思い出だろうか？

　──違う。

　過去の思い出は、むなしいだけだった。シャルの心を冷やすだけだ。

　恋しいのは、もっと温かなものだ。もっと確かに、感じられていたものだ。

　──つい、さっきまで感じていた。あれは……。

　甘い香り。温かい、体温。

　あの甘い香りは、この冷たい雨の中に、崩れて、消え果てるのだろうか。

　目の前を、さらさら流れ落ちる銀砂糖が心に浮うかぶ。思わず、足を止めた。流れ落ちる銀砂糖を、両掌ですくいとめたくなる。
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　雨に打たれ続けた全身は、冷え切っていた。涙なみだは涸かれていた。

　明け方になって雨がやんでも、アンは顔をあげることができなかった。朦もう朧ろうとしていた。

　けれど背中に朝あさ陽ひの明るさと暖かさを感じると、ふと意識がはっきりした。

　顔をあげると、末うら枯がれた草葉の先に、小さな青い実がすずなりになっているのが目にはいる。

　雨に洗われて朝陽を受けた実は、つやつやと輝かがやいていた。

　なにもかもが抜ぬけ落ちた心に、その色と輝きは染しみた。

　なにも考えず、見つめていた。

　すると小さな青い実の表面を包むように、光の粒つぶが木の実の内側から湧わき出てきた。それはシャルが、彼の剣けんを出現させるときの光に似ていた。その光は実の一点に集まってくると、徐じよ々じよに固まり、親指くらいの大きさになる。凝ぎよう縮しゆくし、なにかの形を取り始めた。

　アンは目を見開いた。

　光の粒は、小さな頭の形をとり、手足になり。親指ほどの大きさながら、確かに人の形になる。その背には、半はん透とう明めいの二枚の羽が作られる。

　光のベールに包まれて、そこには華きや奢しやな、女性の姿が現れる。妖精だ。

「……きれい……」

　おもわず、呟つぶやく。青い実の上にちょこんと横座りした妖精の女は、ぼんやりと周囲を見回し、背せ伸のびしてあくびする。

　妖精の命が生まれる瞬間。その神こう々ごうしさと、穏やかな輝きに、魅みせられていた。

　こんなに清らかな輝きが、存在するとは。

「妖精は、もののエネルギーが凝縮して『形』になり、生まれる」

　突とつ然ぜん、背後から声が聞こえた。アンは驚おどろきふり返った。

「シャル……？　どうして……」

　シャルは、アンの傍かたわらに片かた膝ひざをついた。

　アンは呆ぼう然ぜんと、シャルの横顔を見つめ続けた。

　シャルはアンの問いには答えず、草の実の妖精に視線を向けたまま言った。

「人間は妖精を、使役する用よう途とによって分類する。労働妖精、愛あい玩がん妖精、戦士妖精、と。だが俺たちは、自分たちを、その出自によって分類する。ミスリルは、水の精。俺は貴石の精。この妖精は草の実から生まれたから、植物の精だ。寿じゆ命みようは、おそらく一年。儚はかない。だが逆に、羨うらやましいと思うこともある……俺の寿命は、長すぎる」

　妖精は生まれてから死ぬまで、姿が変わらないという。シャルは生まれた瞬間から、この姿だったはずだ。そしてその寿命は、生まれる源になったものと、だいたい同じだという。

　シャルは、黒曜石から生まれた。

　すると彼はいったい、どのくらい長い時間、この姿で、この世界を生きていくのだろうか。
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　想像すると、気が遠くなる。そして同時に、儚い命を羨ましいと言ったシャルの言葉に、身を絞しぼられるような痛みを感じる。

　永遠に近い時間を一人で生きるのは、どれほどの苦痛だろうかと。

　草の実の妖よう精せいは、ようやく正気づいたらしい。目をぱちぱちさせた。そして小首を傾かしげる。

「ああ……お仲間ね。そしてそちらのあなたは、人間ね。わたしどうやら、生まれたばかりみたい。ドレスも着てない。ごめんなさいね、こんな格好で。とりあえず、はじめまして。わたしは、ルスル・エル・ミン。あら、どうしてかしら。わたし自分の名前を知っているわ」

　自らに驚きながら、小さな小さな妖精は、羽を動かして飛びあがる。

「おまえが生まれ出た草の実が知っていることを、おまえも知っている。それだけのことだ。その草の実が発するエネルギーの響ひびきが、音になっておまえの名前になる」

「そうなの？　とにかくわたし、まずドレスが欲しいわ。そこのお嬢じようさんみたいに」

　シャルがそっと手を伸のばして、小さな妖精を自分の掌に乗せる。

「ルスル・エル・ミン。ドレスなど望むな。そんなものを望んで、人間に近寄るなよ」

「なんで？」

「人間は危険だ。妖精を捕つかまえて、使し役えきする。妖精から自由を奪うばう」

「本当に？　でも、そちらのお嬢さんは？　人間でしょう」

「こいつは特別だ。さあ、行け。ルスル・エル・ミン。荒野のさらに奥へ。人間の手がとどかない場所へ行き、気ままに暮らせ」

「ご親切な方。ありがとう」

　礼を言うと妖精はせわしなく羽ばたき、宿しゆく砦さいの外へ飛び出していった。

　小さな妖精を見送ると、シャルはやっと、アンに視線を向けた。

　アンはただ驚いて、シャルの顔から目を離はなせずにいた。シャルが眉まゆをひそめる。

「なんだ？　その妙みような顔は」

「だって。どうして、ここにいるの？　羽は、返したでしょう？」

「約束を、果たしてもらっていなかった。それを果たしてもらいに来た」

「約束？」

「砂糖菓が子しを俺にくれると、約束した」

「砂糖菓子……？」

　砂糖菓子のために、帰ってきたと？

　──ひとりぼっち。ひとりぼっち。

　頭の中に鳴り響く残ざん響きようが、薄うすれていく。

　──ちがう。砂糖菓子一個のためだけに、わざわざ帰って来る人なんかいない。

「作るのか。作らないのか」

　むっとして問うシャルを見て、アンは苦く笑しようした。

　──それともシャルは、本当に砂糖菓子が欲しかった？　でも、どっちでもかまわない。

　今この瞬しゆん間かん、一人じゃない。誰だれかが、そこにいてくれる。

　そのことが嬉うれしくて、笑えみがこぼれた。

　今年銀砂糖師になって、エマを天国へ送りたいというささやかな希望も消えて、心にはぽっかり穴が空いた。

　けれどシャルが、帰ってきてくれた。義務でも命令でもないのに、帰ってきてくれた。

　そんな彼のためにできることがあるなら、それがアンの値打ちになるかもしれない。

　からっぽになった胸の中に、小さな輝きが一つだけ灯ともる。

　嬉しかった。なによりも。涙があふれそうになるが、こらえて微笑ほほえむ。

「そっか。約束したもんね。とびきり綺き麗れいなもの、作ってあげる」

　アンは立ちあがった。銀砂糖ならば、ジョナスが置いていった馬車の中にたっぷりある。

「待て。そんななりで、砂糖菓子を作るな」

　シャルは言うと、アンの頭の上に乾かわいた布と、男物の服ひとそろいを投げてよこした。

　それを受け取り、首を傾げた。

「これ、どうしたの」

「荷台の中にあった。奴やつが置いていった。使ってかまわないだろう」

　アンは苦笑した。

「そうだね」

　アンは荷台の陰かげで着き替がえをした。

　男物のズボンと上うわ衣ぎはぶかぶかで、裾すそや袖そでを何重にも折り返した。

「手が冷え過ぎちゃったな。動くかしら」

　寒かった。冷えた体をさすり、強こわばった指を動かして、荷台に入ろうとした。

　するとシャルが何気なく歩み寄ってきた。アンの冷えた両手を、自らの手で握にぎった。その手に、息を吹ふきかける。

「シャル……？」

　彼の吐と息いきの温かさに、震ふるえた。

「砂糖菓子をあげたら、シャルはまた、行ってしまう？」

　こらえきれずに訊きいた途と端たんに、ふわりと心地ここちよい暖かさに包まれた。

　やわらかく抱だき寄せられたと、気がついた。

「おまえの香かおりは、甘い」

　耳に、シャルの息が触ふれる。

「おまえの香りが、俺を呼んだ。砂糖菓子を作れ。おまえには、できることがある」

　アンの鼓こ動どうが、倍の速さに増す。

　シャルが手を離すと、アンは荷台に駆かけこんだ。

　──なんだか、すごく耳が熱い。

　胸の奥からこみあげてくるものも、熱い喜び。

　もし砂糖菓子を渡わたして、シャルが去ったとしても。こうやってアンを励はげますために、シャルが帰ってきてくれた。それだけで充じゆう分ぶんだと思う。

　彼のために、とびきり綺麗な砂糖菓子を作ろう。

　銀砂糖をすくいあげ、冷水を加える。

　何を作ろうという考えもなく、ただ胸の鼓動を鎮しずめるために銀砂糖を練っていると、指先が勝手に動き出した。

　なにかを作りたいという、そんな思いだけが、胸の中にあふれ出す。

　頭に浮うかんだのは、先刻目にした、妖精の生まれる瞬間。あの美しさを、銀砂糖の中に封ふうじ込めたい。大きくなくて良い。掌てのひらに載のるほど小さくて、繊せん細さいで、壊こわれそうな。薄い羽や、つやつや輝かがやく青い実。ふわふわした妖精の髪かみの毛と、華奢な四し肢し。

　いつの間にかアンは、一心不乱に銀砂糖を細工していた。

　薄く薄く、透すけるほど薄く銀砂糖をのばし、さらにそこに、透かし彫ぼりを入れる。

　つやつやの草の実を再現するのに、執しつ拗ように練りを繰くり返す。







　やっとアンが手を止めたのは、馬車の中に入ってくる日ひ射ざしが、直線的で眩まぶしいオレンジ色になったころだった。日が暮れかけていた。

　朝から夕方まで、ぶっ通しで細工を続けていた自分に、驚おどろいた。そしてできあがったものが、掌に載るとてもちいさなものであることにも、驚く。

　よくもまあこんな小さなものに、これだけ時間をかけたと、自分でも呆あきれた。

　しかし。草の実から生まれた妖精の姿は、今朝アンが目にしたものそのものだった。

　目を惹ひきつけて、離さない。その磁力。

　エマの作った砂糖菓子と似たものを感じ、アンははっとする。

　アンが砂糖菓子品評会のために作った砂糖菓子は、立派で見み栄ばえのするものだった。けれどあれは、エマのデザインだった。エマが心から美しいと思い、それをデザインにしたものだ。

　アンの思いがこもったものではないのだ。

　エマのデザインを利用して作った砂糖菓子は、本当の意味で、アンの作った砂糖菓子ではない。

　──だから、猿さるまねだったんだ……。

　自分が本当に美しいと思ったもの。それを封じ込めたいという、思い。それがあってはじめて、自分が納なつ得とくできる、人を惹きつける砂糖菓子になる。

　その点で言えば、これはまさしく、今のアンが作る最高の砂糖菓子だ。

「これは、猿まねじゃない。……わたしの、砂糖菓子」

　ここまでアンにつきあってくれたシャルに、感謝を込めて。この砂糖菓子を、彼にあげよう。

　アンは大事に砂糖菓子を両手に持つと、荷台を降りた。

　シャルは石に座り、ぼんやりと夕日を見ていたが、アンの気配にふり返った。

「シャル。これ。約束どおり、砂糖菓子。今のわたしのなかでは、最高の砂糖菓子。ジョナスに盗とられちゃったものなんかに比べたら、すごく小さいけど。けどあれは、半分ママの砂糖菓子だった。これが本当の、わたしの砂糖菓子」

　アンは彼の前に跪ひざまずき、砂糖菓子を差しだした。

　小さな砂糖菓子を見て、シャルは言った。

「……綺麗だな」

　その言葉に、アンは頰ほおを染めた。

　自分の容姿を誉ほめられるよりも、よほど嬉しかった。泣きたくなるほど、嬉しかった。

「ありがとう。もらってくれる？」

　シャルは大事そうに、両手でそっと砂糖菓子を受け取った。

　──これで、シャルもどこかへ行ってしまうかもしれない。

　そう思うと、目の前にいる妖よう精せいが、なによりも愛いとしく感じた。

　夕日を反射する美しい羽に、最後に触れたいと思った。

「羽。触さわらせてもらえる？」

　命に等しいものに、気軽に触れさせてもらえるはずはない。もしアンに害意があれば、シャルの羽に傷をつけることも考えられるからだ。

　それはわかっていたが、乞こわずにはおれなかった。

　だがシャルは、頷うなずいた。

「触れ」

「いいの？」

　もう一度頷いたのを確かめて、アンは両掌でそっとシャルの羽をすくった。

　羽は、ほのかに温かかった。掌を滑すべらせて、絹よりもなめらかな、ぞくりとするような手て触ざわりを確かめる。そして軽く、その羽に口づけた。

　シャルはぶるりと身み震ぶるいして、わずかに顎あごをあげて目を細める。ふっと息を吐はいた。

　アンは羽から手を離はなすと、微笑んだ。

「ありがとう」

「気はすんだか？」

「うん。これで……」

　何処どこへ行っても、いいよ。そう言おうとした言葉が、喉のどの奥にはりつく。

　本当は、何処へも行って欲しくない。

　シャルはしばらく、掌の上の砂糖菓が子しを眺ながめていた。そしてぽつりと、訊いた。

「この砂糖菓子は、俺のものだな？」

「うん」

「じゃあ、俺の勝手にさせてもらう」

　言うとシャルは、立ちあがった。そして木に繫つながれていた馬の綱つなを、外しにかかった。その馬を、残されていた箱形馬車に取りつける。

　首を傾かしげるアンのところに帰ってくると、顎をしゃくった。

「御ぎよ者しや台だいに乗れ。出発する」

「どこへ？」

「ルイストンだ。夜通し走れば、朝にはルイストンに到とう着ちやくする。砂糖菓子品評会の当日、滑りこみでも間に合うだろう。おまえは今年、銀砂糖師になりたいんだろう」

「でも、シャル。砂糖菓子が」

「これがある」

　シャルは自分の手にある砂糖菓子を、アンに差しだした。

　受け取れと目顔で促うながされ、アンは再び、自分の砂糖菓子を手にする。

「それがおまえの、本当の最高の一つなら。それを出品しろ。それでだめなら、諦あきらめがつく」

　砂糖菓子品評会の作品は、どれも大きくて見み栄ばえのするものばかり。その中でこんな小さなもの、洟はなも引っかけられずに落選だろう。

　だが。アンはやっと、気がついた。

　自分は何を焦あせって、銀砂糖師になりたがっていたのか。自分の力量が及およばないのに、半分エマの力を借りて銀砂糖師になっても、エマは喜ばない。そんな偽にせ物ものの銀砂糖師の砂糖菓子で、エマは喜んで天国へ行かない。

　もしこの小さなものが、本当に自分の実力ならば。この小さな砂糖菓子で、アンは勝負するべきなのだ。シャルを見あげる。

「どうして、こんなことしてくれるの？　羽を返したのに」

「羽を返してもらった。おまえは俺の使し役えき者じゃない。だから友達になれる。おまえが望めば」

「シャルは、望んでくれたの？」

　アンの問いに、シャルは肩かたをすくめた。

「さあな」

　素っ気ない言葉の裏に、隠かくれた意味を悟さとる。

　アンの目に、彼女本来の強い輝きが戻もどる。喜びに、力がわく。

「これから夜が来る。ブラディ街かい道どうを、夜に走り抜ぬけられる？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　シャルは不敵に笑った。

「俺を何者だと？」







　闇やみを突つき抜けた。アンの馬は、よく頑がん張ばった。息を乱しながらも、立ち止まることはなかった。夜明けとともに、ブラディ街道を抜けた。

　そして朝あさ露つゆが乾かわく頃ころに、王都ルイストンが目の前に広がった。







　七章　王家勲章の行方







　お堀ほりを巡めぐらした小高い丘おかの上に、身を横たえる巨きよ大だいな王城。

　その王者に視線を集めるように、丘の周囲には放射状に街路がのびる。石造りの建物が、街路と街路の隙すき間まを埋うめる。

　王城へ続く八つの巨大な街路には、石が敷しきつめられ、舗ほ装そうされている。

　砂糖菓子品評会は、八つの街路の一つ。最も幅はばの広い、王城正門へと続く凱がい旋せん通どおりで行われる。城門の正面にある広場には、白いテントが張られ、その下には一段高い座が設けられている。品評会に出席する、王家の人々のための席だ。

　王都の人々は、お祭り好きだ。

　王家の人々が姿を見せるという理由だけで、広場には民衆がひしめいていた。

　民衆の視線の先にあるのは、王家の席に座る、王と王おう妃ひ。それと王女王子たちだ。きらびやかな衣装とその華はなやかな容姿にため息をつく。

　王家の席の前には、白い布がかけられた卓たくが横並びに並ぶ。その上には、一ひと抱かかえもある砂糖菓子が、ずらりと置かれている。

　どれもこれも、色しき彩さい豊かで精せい緻ちな細工が施ほどこされているはずだ。

　ただし今は、全すべての砂糖菓子に布がかぶせられているので、中身を確かく認にんすることはできない。

　それぞれの砂糖菓子の背後には、それを作った職人たちが控ひかえている。王の御ご前ぜんに出るとあって、みな一いつ張ちよう羅らでめかしこんでいる。

　立派な毛皮のベストを身につけた、ジョナスの姿もある。

　砂糖菓子品評会は、ダウニング伯はく爵しやくが取り仕切る。先国王の時代、内務大臣として辣らつ腕わんをふるった老人だ。今は一線を退いているが、それでも現国王も信しん頼らいをよせる老臣である。

　老臣は職人たちが整列し、また、王家の人々が着席したことを確認した。

　審しん査さを始めるべく、開かい催さいの宣言をしようと、ダウニング伯爵が立ちあがりかけた時だった。

　観衆の一部が、どよめく。

　何事かと眉まゆをひそめた老臣の目に、観衆の中に突っ込んでくる、一台の箱形馬車が映る。

「危ない!!」

「馬車を止めろ」

　衛え士じたちが走り出すと、馬車を操あやつっていた小こ柄がらな娘むすめが、手た綱づなを引き絞しぼり馬を止めた。そして御者台を飛び降りると、衛士たちの腕うでをすり抜けるようにして広場に駆かけこんできた。

　彼女の背後には、彼女を守るように、黒くろ髪かみの青年がいた。

　少女は、ダウニング伯爵のいるテントの前に駆け寄ろうとした。

「捕つかまえろ！」

　衛士の一人が、少女の腕を摑つかんだ。しかし、少女を守っていた黒髪の青年が、衛士の腹に蹴けりを繰くり出した。衛士が背後に吹ふき飛ぶ。

　腕を解放された少女に向かって、

「行け！」

　青年が叫さけぶ。少女は、なおも走る。

　少女のあとを追わせまいと、槍やりを構えた衛士の前に、青年が立ちふさがる。

　人々はそこで、やっと気がついた。青年の背には、美しい羽が一枚ある。

「あの娘に、手を出すな！」

「おまえ、……妖よう精せい!?」

　全力で走っていた少女は、ダウニング伯爵のいるテントの真っ正面で、足がもつれた。そのまま体勢を崩くずし、前のめりに倒たおれこんだ。

　しかしそれでも顔だけをあげて、息をきらしながら必死に叫んだ。

「砂糖菓子品評会開催は、まだ宣言されていないとお見受けしました。ならばまだ、参加は可能なはず。わたしも参加いたします。砂糖菓子職人。名はアン・ハルフォード。出身は、不ふ詳しよう！」

　テントから飛び出した衛士たちが、転んだままのアンを押さえつけ怒ど鳴なる。

「貴様、不敬である!!」

　目を丸くしているダウニング伯爵の背後から、陽気な笑い声があがった。

「来ないと思ってたら、これはこれは、なかなか派手にご登場だな!!　おまえさんはまったく、面おも白しろい奴やつだよ。アン」

　聞き覚えのある声に、アンは目を見開いた。

　ダウニング伯爵の背後から、一人の青年貴族が姿を現した。銀色の刺し繡しゆうを施した、正装。それはまぎれもなく、銀砂糖子し爵しやくの身につけるもの。

　それを身にまとっているのは、野性味のある茶色の瞳ひとみをした、見覚えのある男。

「ヒュー!?」

「マーキュリー。知っている娘か？」

　ダウニング伯爵が、ヒューに訊たずねた。

　──マーキュリー？

　アンはヒューの顔ばかりを見ていた。

　──ヒュー・マーキュリー!?　マーキュリー工こう房ぼう派の長おさで、現、銀砂糖子爵の!?

「はい。その娘は確かに、ただの砂糖菓が子し職人です。ご心配なく。あちらの妖精は、この娘の護衛です」

　するとダウニング伯爵は、槍を構える衛士たちに向かって手をあげた。

「よい、そなたらは控えろ。この娘は、参加希望者だ」

　シャルを取り囲んでいた衛士も、アンを押さえつけていた衛士も、命令に従い後ろにさがる。

　アンは起きあがると、その場に跪ひざまずいた。

　ダウニング伯爵は、アンに目を移すと訊きいた。

「見れば年若い。その若さで、参加の口上。よく心得ていたな。誰だれに教わった」

「母に。わたしの母は、銀砂糖師でした」

「なるほど。参加の口上は、作法通り。しかし参加には、手順があるのを知っているか？」

「はい。参加の口上をダウニング伯爵に述べ、しかるのちに、銀砂糖子爵が、国王陛下のお目汚よごしにならない腕うで前まえの砂糖菓子職人か否いなかを、簡単な作業をさせることで見きわめます。それで認められれば、参加を許可されます」

「そうだ。その手順は、昨日終わっている。しかもすでに、国王陛下は臨席されて、今しも品評会は始まろうとしている。今からそなたの技量を試ためすには、時間がない」

「できるだけはやく、課題はこなします。だから、お願いです！」

　必死の様子に心を動かされたらしく、ダウニング伯爵は、ヒューに相談するかのように彼に向きなおった。

「どうする、マーキュリー」

「今から、課題をさせる時間はありません」

　にべもなかった。アンは唇くちびるを嚙かみ、顔を伏ふせた。

　しかしヒューは、にやりと笑って続けた。

「しかし、ダウニング伯爵。幸運なことに、この娘の技量は、わたしが先日、試しております。国王陛下のお目汚しには、ならないと存じます」

　その言葉に、顔をあげた。目が合うと、ヒューは軽くウインクした。

　ダウニング伯爵は、頷うなずいた。

「よかろう。銀砂糖子爵が認めるならば、参加を許可しよう」

　そして砂糖菓子が並ぶ卓を指さした。

「では樽たる三つ分の銀砂糖を、衛士に言って広場の端はしに運ばせなさい。そして、そこへ自分が作った砂糖菓子を並べて後ろに控え、王家の方々のご判断を待ちなさい」

「はい。ありがとうございます」

　立ちあがると、ぺこりと礼をして、砂すな埃ぼこりにまみれた服をはたく。

　広場の中央へ進み出たアンに、観衆と、参加の砂糖菓子職人の好こう奇きの視線が集まった。

　参加する砂糖菓子職人たちは、皆みなめかしこんでいる。

　しかしアンときたら、体に合わないだぶだぶの男物の服を着て、髪かみも顔も汚れている。細い体が余計に細く見えて、年ねん齢れいよりはるかに幼く見える。そして見たこともないような、美しい妖精を連れている。

　あれはいったい、何者だ？　好奇の視線が、そう囁ささやきかわしている。

　アンが並ぶように命じられたのは、奇くしくも、ジョナスの横だった。

　ジョナスは強こわばった表情で、ことの成り行きを見守っていた。

　となりにアンが立つと、強がるようにせせら笑った。

「やあ、アン。僕の服、よく似合うじゃない。それはそうと、砂糖菓子はあるの？」

　アンはキッと、ジョナスを睨にらみつけた。

「おかげさまで。この服は役に立ったわ。わたしのことはご心配なく、砂糖菓子はある」

「じゃあ、早く卓に並べなよ。どこにあるの？」

「ここよ」

　アンは前に進み出ると、白い卓の上に、布をかけた小さな固まりを置いた。

　それを目にした観衆や、砂糖菓子職人のあいだから、失しつ笑しようが漏もれる。

　ジョナスも、ぷっと吹きだした。

「ま、時間的に、できてせいぜいその程度だね。君の度胸には感心するよ、アン。そんな子供のおやつみたいな大きさの作品で、参加するなんて」

　アンは正面の王家のテントを見つめたまま、答えた。

「あなたにも感心するわ、ジョナス。他人ひとの作品を出品するなんて、恥はじ知しらずにもほどがある」

「なんのことか、わからないね」

「銀砂糖子爵。ヒューの目を、誤ご魔ま化かせると思ってるの？　医者宿で、彼の目の確かさは思い知ってるはずよ」

　ほんの少し、ジョナスの表情が引きつる。しかしすぐに、口もとを歪ゆがめて笑った。

「参加申しこみの時に、ヒューが銀砂糖子爵だと知って驚おどろいたけど。奴は、半年前に銀砂糖子爵になったばかりだよ。銀砂糖子爵になりたてで、偉えらぶってるだけさ。今回持参した僕の作品を見ても、何も言わなかったよ、彼」

「わかってないはずないわ」

「どうかな」

　アンの作品が置かれたのを見届けたダウニング伯はく爵しやくは、手をあげて宣言した。

「ここに砂糖菓子品評会を開催する。国で最もすぐれた砂糖菓子職人には、銀砂糖師の名めい誉よを与あたえることを約束する」

　品評会を取り仕切る役人が、職人たちに指示を出す。

「皆のもの。国王陛下に、砂糖菓子をご覧いただくのだ」

　その言葉と同時に、全すべての職人は自分の砂糖菓子を被おおう布を取り去った。

　並ぶきらびやかな砂糖菓子に、観衆からため息が漏れる。

　国王は座の肘ひじ掛かけに体重を預け、面白くもなさそうに右から左へと、ざっと砂糖菓子を眺ながめる。

　と、王の視線が止まった。身を乗り出す。

　その視線は、ジョナスとアンの方を向いていた。

　──まさか、お目にとまった!?

　アンの鼓こ動どうは、速まる。

　王はダウニング伯爵を手招きすると、その耳元に何事か囁いた。

　ダウニング伯爵は頷き、アンとジョナスに向かっていった。

「そこの二人の職人。ジョナス・アンダー。ならびに、アン・ハルフォード。砂糖菓子を持って、国王陛下の御ご前ぜん近くへ」

　ジョナスとアンの視線が、絡からみ合った。

　観衆は首を傾かしげ、囁きあう。

「あっちの立派なのは、妥だ当とうだな。群を抜ぬいて、できがいい。けど、なんであんなちっこい砂糖菓子を、王は御前にお召めしになるんだ？」

「さあ、ここからじゃよく見えねぇ」

　ジョナスは衛え士じの力を借りて、国王の前に置かれている台の上に、砂糖菓子を運んだ。緊きん張ちように顔を強ばらせながら、跪く。

　アンは背後にいるシャルに、頷いた。

「行ってくる」

　シャルは頷き返してくれた。

　アンはそっと手に包むようにして、砂糖菓子を持つと、国王の御前へ行った。台の上に砂糖菓子を置くと、跪く。

　国王はゆったりと立ちあがると、台の上に置かれた砂糖菓子を覗のぞきこんだ。

「不思議だな。ここへ来てみろ、マーキュリー」

　低い声が、銀砂糖子爵に呼びかける。呼ばれたヒューは、王の傍かたわらに近寄ると、頷く。

「どちらも、同じ職人の手でつくられたもののように、作品の癖くせが似ておりますね」

　その言葉に、ジョナスがぎくりと身をすくませる。ヒューの目が光る。

「陛下は、どちらがお好みですか？」

　ヒューの問いに、国王の目が細まる。国王は小さな妖よう精せいを見つめていた。
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「余は、こちらが好きだ。今にも壊こわれそうで。儚はかなげで。それでいて、生き生きしている。こんな美しい砂糖菓が子しを見たことがない」

「はい」

「余はこの砂糖菓子が一番だと思う。どうか。この職人が、銀砂糖師にふさわしいと思う」

　アンは顔を伏せつつも、まさか、まさかと、鼓動が高鳴る。

　しかし。

「その砂糖菓子は、本当に素す晴ばらしいですわ国王陛下。ですが……」

　国王の背後から、王おう妃ひの冷静な声がした。

「ですが国王陛下。祝祭の要かなめとなる砂糖菓子、大きく華はなやかなものを作る必要がございます。この小さな作品を作る技量があっても、大きな作品を作る技量があるかどうかは、疑問です。銀砂糖師にふさわしい資質はなにか、お考えになった方がよろしいかと存じます」

「それは、そうだな……」

　しばしの沈ちん黙もく。アンの鼓動は、速さを増す。

「決めた」

　国王は口を開いた。

「余は、決めた。こちらの職人が、銀砂糖師にふさわしいとしよう。こちら、名は？」

　ダウニング伯爵が、告げた。

「ジョナス・アンダーにございます」

「では、余は宣言する。余はジョナス・アンダーの持参した砂糖菓子に、王家勲くん章しようを授じゆ与よするものとする。この作品を作った者が、今年の銀砂糖師である」

　観衆がどよめく。

　ジョナスが顔をあげた気配に、アンは力が抜ける。

　──当然か。

「では、アン・ハルフォードはさがりなさい。ジョナス・アンダーはここに残りなさい。衛士たちが、アンダーの精製した銀砂糖三樽たるをこちらに持ってくる。こちらでその三樽の銀砂糖を、国王陛下にご覧にいれ、三樽の銀砂糖とあなたの砂糖菓子を、献けん上じようするのです」

「はい」

　興奮に頰ほおを紅潮させ、誇ほこらしげに胸を張るジョナス。

　その顔をちらりと見てから、アンは今一度王家の人々にお辞じ儀ぎをして、砂糖菓子を手にした。

　ジョナスの三樽の銀砂糖が、国王の前に運ばれてくる。

　アンがそれに背を向けた瞬しゆん間かんだった。

「な、なんだ!?　これ!?」

　国王の御前にふさわしくない、頓とん狂きような声をジョナスがあげた。

　アンは思わずふり向いた。

　ジョナスの目の前に運ばれた樽の一つから、ぴょんと勢いよく飛び出たものがある。それを目にして、ジョナスも国王も、ダウニング伯爵も、目を丸くした。

　飛び出したのは、掌てのひら大だいの妖精。銀の髪に、青い瞳ひとみ。ミスリル・リッド・ポッドだ。

　アンは息を吞のむ。

「これはどういうことだ、アンダー!?」

　驚きから覚めたダウニング伯爵は、ミスリルが飛び出した樽を覗きこみ、怒ど鳴なる。

「銀砂糖がひと樽分。そっくり、ないではないか！」

「そ、そんな馬ば鹿かな」

　うろたえるジョナスにかわって、国王の御前にひれ伏ふしたのはミスリルだ。

「ああああああ!!　お許しください国王陛下の旦だん那な様！　俺はこのご主人様、ジョナス・アンダー様にお仕えする、しがない労働妖精でございます。ご主人様は銀砂糖の精製がドへたくそで、作品を作ったものの、銀砂糖は規定の量、できなかったのでございます。それで、俺が目くらましの術を使えるからと、銀砂糖が樽いっぱいに見えるようにしろと命じられ。樽の中に入れられたのでございます。けれど俺は、国王陛下の旦那様をだますなんざ、恐おそろしくてできません!!」

　おいおいおいおい、芝しば居いがかった仕草で、身をよじり。どこで準備したのやら、小さなハンカチまで取り出して、それを嚙かみしめて号ごう泣きゆうしている。

　アンは、ぽかんとした。

　──なんでミスリルが、ここに？　なにしてるの!?

　そして気がつく。

　泣きわめくミスリルのお腹なかが、張り裂さけんばかりにぱんぱんに張っている。

　──もしかしてミスリル。樽いっぱいの銀砂糖を、食べた……？

　ミスリルがなぜ、ジョナスが持参した銀砂糖の樽の中にいたのかは、わからない。

　けれどこんな芝居をしている理由は、一つしか思い当たらなかった。

　アンのために、してくれたのだ。

　作品をとられたアンのために、しかえしをしてくれようとしているのだ。

「これは、陰いん謀ぼうだ!!」

　ジョナスは立ちあがると、王の御前だということも忘れたらしく、大声で叫さけんだ。

「この労働妖精は、ここにいる、この職人！　アン・ハルフォードの使し役えきしている妖精です。そのことは、銀砂糖子爵もご存じのはずだ!!　僕と彼女は、知り合いです。彼女は自分が銀砂糖師になりたいばかりに、僕に様々ないやがらせをしています！　これも、彼女の陰謀だ」

　あんまりな言いがかりに、啞あ然ぜんとしたアンの腕うでを、ジョナスが乱暴に引っぱった。

「来い!!　この、卑ひ怯きよう者!!」

「痛っ!!」

　悲鳴をあげたアンを見て、ミスリルが顔色を変え、ばっと跳はね起おきた。

「卑怯者はどっちだ!?　アンを放せよ、この野や郎ろう!!」

　泣いている芝居をやめて、憤ふん然ぜんと叫ぶ。

　するとジョナスが、勝ち誇ったようにミスリルを指さした。

「ほら、ご覧ください!!　この女とこの妖精は、最初から知り合いだ。まずこのふざけた妖精は、即そつ刻こく殺すべきです」

「そんなことは、させないわ！」

　ジョナスの言葉にかっとして、摑つかまれていた腕をふりほどく。

　アンは、王家のテントに向きなおった。

　ミスリルを殺せと言われ、ここまで卑怯な真似まねをされては、もうだまってはいられなかった。

「確かに、あの子はわたしと知り合いの妖精です。こんなことをしたのも、わたしのためにです。その理由が、あります。この人、ジョナス・アンダーが、自分の作品だと称しようして出品しているのは、わたしが作った作品なんです。彼が、わたしの作品を盗ぬすんだんです。彼が、盗んだ作品で銀砂糖師になろうとするのを、この子は止めてくれようとしたんです」

「僕が盗みをしたなんて、噓うそだ！」

「このうえさらに、噓をつくの!?」

「黙だまれ！　噓つきは、おまえだ！」

　アンとジョナスは、激しく睨にらみあった。

　観衆も、そして王家の面々も、ダウニング伯はく爵しやくも。その場にいる全すべての人々が、アンとジョナスの言葉に驚おどろき、戸と惑まどっていた。

　いったい、噓つきはどちらだ、と。

　ただヒューだけが、面おも白しろそうな薄うす笑わらいを浮うかべていた。

「では、はっきりさせましょうか？　国王陛下」

　顔をしかめて、二人の様子を眺ながめていた国王に、ヒューが言った。

「この作品を、どちらが作ったのか。これを作った職人が、銀砂糖師だ。ならば、それを見きわめましょう」

「ほう。見きわめる方法があるのか？　マーキュリー。あるならば、やってみるがいい」

「はい。では」

　ヒューは、傍かたわらに控ひかえている自分の従者らしき男に、何事かを命じた。そして王家のテントを離れると、アンとジョナス、二人の前にやってきた。

「医者宿の夜と、同じことをしてもらうぜ。ただし、今回はお題がある」

　国王の御ご前ぜんには、小さなテーブルが運び出された。そしてその上には、冷水を入れた二種類の容器と、砂糖菓子を作るのに必要なへらや定規や、大小のめん棒などが手早く並べられる。

「国王陛下が選ばれた、この作品。ここに小さな蝶ちようがあるな。この作品にくっついている、この蝶。これと同じものを、今、陛下の目の前で作れ。これで誰だれの手によるものなのか、作ったものの癖くせを比ひ較かくすればわかる」

「わかりました。やります」

　望むところだった。アンはすぐさま頷うなずいたが、ジョナスは蒼そう白はくだった。

「いいか？　ジョナス」

　問われて、ジョナスはかろうじて頷いた。

　アンとジョナスは、テーブルに並んで立った。

　周囲からは、観衆の好こう奇きの視線。正面からは、王家の人々の冷たい視線が注がれる。

　銀砂糖を目の前に、アンは軽く目を閉じた。

　背中に、温かな視線を感じる。なんとなくそれが、シャルの視線だとわかった。

　──蝶を作ろう。シャルに喜んでもらえるような、とびきり綺き麗れいな蝶。

「はじめ！」

　声とともに、アンは目を開けた。銀砂糖に、冷水を加える。

　練って、銀砂糖の生き地じに艶つやを出す。

　──もっと練ろう。艶やかな羽が欲しい。そう、シャルの羽みたいな、美しい羽を作りたい。

　銀砂糖を手にすると、となりで、がちゃがちゃと不器用な音を立てるジョナスのことが、不思議と気にならなくなった。

　ジョナスの額には、汗あせが噴ふき出していた。時々、舌打ちをする。

　アンは指を動かした。

　──もっと、綺麗に。

　シャルが見ている。そのことで、ひどく安心した。だから、無心になれた。

「もう、いい」

　ヒューの声に、アンははっとした。

　顔をあげると、いつのまにか、目の前にヒューが立っていた。そしてそのとなりに、テントを出た国王も、また立っていた。

　国王は、二人の職人の手元をじっと見ていた。

　ジョナスが、手を震ふるわせてその場にへたりこんだ。

「アンダーの蝶は、お話にならない」

　ヒューが言った。

　ジョナスが今まで練りあげていた砂糖菓が子しの蝶は、かろうじて蝶の形になっていた。

　しかし。この蝶は、けして飛ばないだろうと思わせた。あきらかに、国王に選ばれた作品よりも技量が劣おとっている。

　次にヒューは、アンの手元を見た。

「ハルフォードの蝶は……陛下が選ばれた作品の蝶と、似ている。でも違ちがうな」

　アンは、自分の手元を見た。

　美しい蝶がいた。

　国王に選ばれた作品に、ひっそりととまっている蝶よりも、はるかに慎つつましく、それでいて、今にも羽ばたきそうな艶がある。色しき彩さいのない純白の蝶なのに、光の反射で虹にじ色いろにすら見える。

　国王は眉まゆをひそめる。

「どういうことだ、マーキュリー」

　肩かたをすくめて、ヒューは笑った。

「わかりません。結局、陛下が選ばれた作品を、どちらが作ったのやら」

　二人が作った蝶を、国王は見比べた。

「余が選んだ作品をどちらの職人が作ったのか、余には、明白に見えるが？」

「では、ハルフォードの蝶と、陛下が選ばれた作品の蝶。陛下は、どちらがお好みですか？」

「それは当然、ハルフォードの蝶だ。余が選んだ作品よりも、もっと……」

　そこで国王は、なにかに気がついたようにはっとした顔をした。そして、微び笑しようした。

「なるほど。おなじではないと、そういうことか」

「ええ。だから、どちらが作ったとは、断言できません」

　その言葉に、ジョナスは最後の活路を見み出いだすように食いついた。

「ぼ、僕は、静かに一人で作業しないと、うまく作れないんです!!　ですから、静かな場所で一人、時間をかけて作らせてもらえれば、陛下が選んでくださったのと同じものを、作ることができます。本当です。誓ちかって、本当です」

　もしこの場で、ジョナスが他人の作品を、自分が作ったものとして出品したのだと判明すれば、国王を騙だまそうとしたということになる。重罪だ。首が飛ぶかもしれない。

「見苦しいぞ、ジョナス」

　ヒューの言葉に、ジョナスはいっそう声を高くする。

「でも僕は、噓をついてない!!　僕が噓をついている証しよう拠こなんてない!!」

「噓はついていないと？」

　静かに。国王が問うた。その重々しい響ひびきに、広場が一いつ瞬しゆん、しんとなる。

　震えながら、ジョナスはその場にひれ伏ふす。

「神かけて、噓は言っていません」

　続けて、国王はアンを見る。

「そなたは、噓を言っていないか？　ハルフォード」

「はい」

　臆おくすることなく、アンは国王の瞳ひとみを見続けた。すると国王は、にこりと微笑ほほえみかけてくれた。

「どちらも噓をついていないとなると、これは、もはや、余にはわからぬ。証拠がないものは、断罪も出来ぬ。栄光も与あたえてやれぬがな。ダウニング!!」

「はっ」

　呼ばれた老臣が、王のそばによる。

「今年の銀砂糖師は、該がい当とうする者がいないようだ。これで、終わる！」

　さっと国王は、きびすを返した。そして戸惑っている王家の人々や家臣達を尻しり目めに、悠ゆう然ぜんと、テントを出ていった。

　観衆は顔を見合わせた。

「どういうことだ？」

「王家勲くん章しようは、なしか？」

「選びなおしは？　しないのか」

「だって、王様がいっちまった……」

「選びようがねぇよ」

　国王は、作品を選んだ。しかるのちに、退席した。

　しかし、作品を作った人間が誰なのか、わからないまま。

　前代未み聞もん。

　今年の砂糖菓子品評会では、結局、銀砂糖師に選ばれる人間はいないということだ。







　国王の処置に、呆あきれたような顔をして王おう妃ひも立ちあがる。そして呆ぼう然ぜんとしているアンにちらりと視線を向けると、ダウニング伯はく爵しやくを呼び、何事かを告げて立ち去る。

　ざわめき、顔を見合わせていた砂糖菓子職人たちだったが、国王が品評会を再開する気配がないとわかると、諦あきらめて帰り支じ度たくを始めた。

　観衆もざわざわと騒さわぎながら、歩き出す。

　ダウニング伯爵が、ゆっくりとアンのそばにやってきた。

「アン・ハルフォード。王妃様から、お言葉である」

　はっとふり返ると、老臣は厳おごそかに告げた。

「来年は、祝祭にふさわしい砂糖菓子を持って来るように、と。楽しみにしているとの仰おおせだ」

　その言葉の意味を悟さとり、アンは喜びが胸に広がる。頰ほおが紅潮する。

「はい。……はい！　必ず。必ず参ります」

「ところで、ハルフォード。その妖よう精せいの砂糖菓子、売る当てがないならば、わしに売ってはくれぬか？　孫まご娘むすめが近く結けつ婚こんする予定でな、素す晴ばらしい砂糖菓子を探していたんじゃよ。六百クレスで、どうじゃ」

　六百クレス。金貨六枚。目眩めまいのするような大金だ。馬二頭と、新品の箱形馬車が買える。その金額に一瞬、くらりとする。だが、アンは首をふった。

「申し訳ありません。ダウニング伯爵様。これはある人にあげると、約束してしまったものなんです」

「六百クレスじゃよ」

「……すみません」

「そうか。残念じゃが。まあ、そのくらい変わり者でなければ、その砂糖菓子は作れまいよな。ところでマーキュリー。アンダーの処しよ遇ぐうは、任せるぞ。銀砂糖子爵として、適切に処置しろ」

「お任せください伯爵」

　大おお仰ぎように、ヒューは腰こしを折る。

「では、ハルフォード。来年、また」

　さわやかな笑えみを残して、老臣は背を向けた。

　ざわめきの中に取り残されたアンとジョナスを、腰に手を当ててヒューが見おろした。

「さて、と。アン。こうなっちまったけど、どうするよ。ジョナスの処遇は、俺に一任されたわけだし」

　砕くだけた口調で、訊きいてきた。

「ジョナスに、何か言いたいことはないか？　俺になにかして欲しいことはないか？　俺は、国王陛下みたいに優やさしくないからな。砂糖菓子職人一人、首を飛ばすのなんて平気だぜ」

　へたりこんだままのジョナスの体が、びくりとする。顔をあげずに、体を震ふるわせる。

　いつの間にかヒューの背後には、サリムの姿がある。獲え物ものを狙ねらうような目で、ジョナスを見ている。

　アンは首をふった。

「ヒュー……銀砂糖子爵様には、感謝してます。参加を後押ししてくださった」

「おいおい、そんなに改まるなよ。ヒューでいいぜ」

　ぽんと頭を叩たたかれたので、アンは肩をすくめる。

「本当に、感謝してる。ヒュー。ありがとう。ジョナスのことは、もういい。言いたいことはない。言いたいことはないけど……」

　打ちのめされた様子のジョナスは、愚おろかな行いの罰ばつを、充じゆう分ぶんに受けているように見えた。それに今いま更さら、何を言ってもはじまらない。

　言いたいことはない。しかし。胸にたまったものは、いっぱいある。

「立って。ジョナス」

　静かに促うながしたが、ジョナスは動かない。

「立って」

　再度言うと、ジョナスは顔を伏ふせたまま、のろのろと立ちあがった。

　アンは、彼の胸むなぐらをぐっと摑つかんだ。

「ジョナス!!　わたしを見て!!」

　はっとジョナスが顔をあげた瞬しゆん間かん、彼の頰に向けて一発、平手を見み舞まった。

　ジョナスがびっくりして体をすくめているのを、突つき放す。にっこり笑ってやった。

「ああ、すっきりした！　一発、ぶん殴なぐってやりたかったの！　これでいいわ」

「適切な処置だ！」

　ヒューは、げらげらと大笑いした。背後で、サリムがくすりと笑う。

「よし、じゃあ、解散だ!!」

　ヒューの言葉に、アンはぺこりと彼にお辞じ儀ぎをした。ヒューは微笑ほほえんで頷うなずき返した。そして二人は、同時に別々の方向に歩き出した。

　ジョナスは、ひっぱたかれた頰に手を当てて、その場に取り残され立ちつくしていた。

　そのジョナスの足もとに、ちょこちょこと駆かけ寄ってきたのは、キャシーだった。彼女はそっと、ジョナスのズボンの裾すそを摑んだ。







　人が入り乱れる広場の中で、アンは黒い瞳を捜さがした。

　少し離はなれた場所で、こちらを見ているシャルがいた。

　アンは自分の砂糖菓が子しを手に、ゆっくりと、彼に近づいた。

「シャル。ありがとう。今年の銀砂糖師には、なれなかった。けれど、来年またここに来る。ママを天国へ送るのには、間に合わなかったけど。でもママには、今のわたしの、精せい一いつ杯ぱいの砂糖菓子で、我が慢まんしてもらう」

　あれほど今年の銀砂糖師になることにこだわっていたのに、その思いが漂ひよう白はくしたようにかすんでいた。

　あれは母親恋こいしさから、「母親を天国へ送る」という思いに、すがっていたに過ぎなかった。寂さびしさや孤こ独どくをごまかすために、必死に追いかけていただけ。

　それを自覚すると、心はすっきりと晴れ渡わたっていた。

　やっとエマの死を、受けいれることができた気がした。

　なぜなら今、目の前に、黒い瞳があるから。

　この砂糖菓子を渡して、シャルが目の前から去ったとしても。彼が一度、アンのために帰ってきてくれた事実は、消えない。この世のどこかに、一いつ瞬しゆんでも、アンのことを思いやってくれた存在がある。それはとても素す敵てきなことだった。それだけで、生きていける気がしていた。

　そしてアンは本当の自分の未来を、これから追いかけることができる。銀砂糖師になる未来。

　それは母親の供く養ようのためなどではなく、アンが自分のために選ぶ未来。

　──わたしは、銀砂糖師になりたい。何年かかってもいいから……。

　新たな決意が心に生まれた。

　──ママを越こえる、銀砂糖師になる。

「やる気が出てきたの。シャルのおかげ。ありがとう。約束通り、この砂糖菓子はシャルのものだから。返すね」

　彼が去る寂しさが、胸をしめつける。しかしやっと生まれてきた本物の希望にすがり、無理に微笑ほほえんだ。

　差し出された砂糖菓子を、シャルは見つめた。しかしすぐに、ぷいとそっぽを向いた。

「まずそうだ」

「はぁ!?」

　目をむいたアンに、シャルは言った。

「砂糖菓子は、つくられた形が良ければ、味もいい。できそこないは、味も今ひとつだ。俺は銀砂糖師が作った、特別にうまい砂糖菓子が欲しい」

「な、なによ、それ。これじゃ不満だって言うの？」

「不満だ」

「じゃ、これ以外にどうしろって!?」

　この期ごにおよんで、なぜこんな憎にくらしい口をきくのか。

　シャルの綺き麗れいな瞳ひとみに見つめられて生まれた、甘やかな気分がすっ飛んでいく。

　するとシャルは、さらりと言った。

「来年のこの日に、もらう。それまでは必要ない。おまえが銀砂糖師になるまで、一いつ緒しよに待っててやる」

　アンは目をぱちくりさせた。

「え……？　一緒に？」

「悪いか」

　不ふ機き嫌げんそうに、シャルはじろりとアンを睨にらむ。

「悪くは……ない。ぜんぜん。でも、……どうして？」

　どうして、と問われたシャルは、むっとして、なんと言うべきか考えあぐねているように見えた。しかし。しばらくすると彼は、降参したようにふっと表情をやわらげた。

　答えのかわりに、彼はアンの右手を手に取った。そして。

「アン」

　囁ささやくように、呼んだ。はじめて、名前を呼んでくれた。そのことに、アンの胸は熱くなった。

　シャルは優しく、アンの指に口づけた。慈いつくしむように。

　それは、なにかを誓ちかう行こう為いのようだった。

　口づけの意味は、わからない。けれど、どうしようもないほど、どきどきした。

　シャルが、アンを見つめる。

　──綺麗な瞳。噓うそのない、まっすぐな。

　生まれて初めて感じる、わきあがるような愛いとしさ。友達を好きなのとは、どこか違ちがう。

　それは、初はつ恋こいかもしれなかった。
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　その時。

「おい、見たか!!　俺の一世一代の、名演技！」

　元気な声とともに、ミスリル・リッド・ポッドが、ぴょんぴょん跳とんで、広場を突っ切ってきた。シャルはさりげなく、アンの手を離した。

　ミスリルはひときわ大きく跳はねると、アンの肩かたにふわりととまった。

　アンは、申し訳なさと嬉うれしさがどっと吹ふき出す。

「ミスリル！」

　思わずミスリルを引っつかみ、ぎゅっと抱だきしめた。

「ごめんね！　ごめんね、ミスリル、ごめんね。あなたが銀砂糖を食べたなんて、一瞬でも、疑って。わたしが馬ば鹿かだった。信じ続けてあげられなかった。ごめん。許して」

「おおおお、俺は、ミスリル・リッド・ポッドだ。りゃ、略すなよ。とにかく、許すも許さないも。アンのためじゃなきゃ、俺はこんな真似まねしないからな」

　ミスリルは真っ赤になりながらも、アンの手から離れると、鼻の下を自じ慢まんたらしくごしごしこすった。

「でもわたしは、一瞬でも、あなたを疑った」

「へん。人間なんて、馬鹿者ぞろいだからな。アンが馬鹿なのも、織りこみずみだ。アンがあんな勘かん違ちがいしたっておどろかないし、それで俺は、恩返しの決意を変えたりしないぜ。俺は妖よう精せいだからな。簡単に恩返しをあきらめたら、妖精がすたるってもんだ」

　ものすごく失礼なことを言いながらも、胸を張る。

「あいつの悪だくみに気がついて、俺は、あいつをとっちめてやろうと考えたんだ。悪い奴やつだな、あいつ。恥はじをかかせてやろうと思って、樽たる一つ分銀砂糖を喰くってやったぜ！」

　わはははは、と笑うが、途と中ちゆうで気持ち悪そうにうっと呻うめく。

「樽いっぱい銀砂糖を喰うと……さすがに、吐はきそう……うぅ」

　妖精の食事の方法を考えると、どこから、どんなものを吐くのか見当がつかない。しかし、とんでもないところから、とんでもないものを吐かれそうで、アンは身を引いて牽けん制せいした。

「ま、俺はあんまり役に立たなかったけど……てか、アンを窮きゆう地ちにおとしいれた気が……」

　威い張ばりつつもミスリルは、小声で反省する。

「そんなことないよ。ありがとう。でも、どうやってジョナスがわたしの砂糖菓子を盗ぬすんだのに、気がついたの？　こっそり、わたしたちについてきてたの？」

「俺はずっと、アンの馬車の中にいたけど」

「え？」

　驚おどろいてシャルをふり返ると、シャルは肩をすくめた。

「ミスリル・リッド・ポッドは、銀砂糖を盗んだと疑われた後、おまえの馬車の荷台に逃にげこんで、隠かくれてた。確かに、おまえの目の前からは、消えてただろう」

「そ、そういう意味……」

　ジョナスはミスリルが隠れていたアンの馬車を強ごう奪だつし、結局、ミスリルにしてやられたのだ。

　ミスリル・リッド・ポッドは、へんと鼻を鳴らす。

「忘れたか。俺は恩返しのためには、意地でもアンについていく。地じ獄ごくの底まで、ついていく」

「でも今回ジョナスをとっちめてくれただけで、充じゆう分ぶんな恩返しだよ」

「まだまだ！　俺の恩返しは、こんなもんじゃない！　もっと壮そう大だいな恩返しをさせてもらう」

「あ、ははは……。壮大な恩返し……？」

　それは、いかなるものやら。なんとなく、怖こわい気がした。

　シャルがぽつりという。

「ありがた迷めい惑わくという言葉を聞いたことがあるか？　ミスリル・リッド・ポッド」

「ないな、あいにく。おまえこそ、なんでアンと一緒にいるんだよ。ルイストンに到着したんだから、アンは情け深くもおまえを自由にしてくれたはずだろう。どこへでも、自由にいける身分だろうが。なんでここにいるんだよ!?」

「俺はかかしに、もらうものがある」

　また、かかしと呼んだ。アンはがっかりした。

　──さっき、アンって呼ばれたと思ったのは、まさか、わたしの幻げん聴ちよう？

「とことん失礼な奴だな、シャル・フェン・シャル！　いくらアンが、どっからひいき目に見ても、かかしにそっくりとはいえ、かかし、かかしと呼ぶな！」

「かかしをかかしと言って、何が悪い」

「なっ、おまえ!!　かかし、かかしと連呼するなよ！」

「かかしを連呼してるのは、おまえだ」

「とにかく！　事実でも、言っていいことと悪いことが、世の中にはあるんだ！　かかしなんて、かかしなんて!!　そっくりすぎて、笑えないだろうが!!」

　力なく、アンは笑う。

「あなたたち……、二人とも失礼なんだってこと、いい加減自覚してくれる？」

　すると二人の妖精は、はたと気がついたように言い争いをやめて、お互たがいに顔を見合わせた。

　──今年、銀砂糖師になれなかった。でもまた来年来るようにと、王おう妃ひ様がおっしゃった。それで充分。

　美味おいしい砂糖菓が子しを欲しがる、黒曜石の妖精と。

　無理やり恩返ししたがる、水すい滴てきの妖精と。

　すくなくともこれからは、ひとりぼっちじゃないと知る。

　──わたしは、一人じゃない。いつかは、銀砂糖師になれるかもしれない。未来がある。これは最高。

　アンは、微笑ほほえんだ。

「ま、いいか。かかしでも、カラスでも。わたし、あなたたちのために、砂糖菓子を作る。素す敵てきな砂糖菓子をね。わたし、それしかできないから」

　空は高く澄すんでいる。

　王都の広場には、たくさんの砂糖菓子の、甘い香かおりが漂ただよっていた。







　あとがき







　皆みな様さま、はじめまして。三み川かわみりと申します。

　この本は、第七回ビーンズ小説大賞の審しん査さ員いん特別賞を頂いた作品を、加筆修正したものです。

　ビーンズ小説大賞に応おう募ぼするとき、一番心配したのは「応募規定違い反はんをやらかさないか？」ということでした。心配するところは、そこじゃない気もしますが。規定違反で、読まれもせずポイが、一番怖こわかった。

　応募規定を熟読し、はたと悩なやんだのが「四百字詰づめ原げん稿こう用紙換かん算さんで百五十枚以上三百枚以内」という項こう目もくでした。「換算というのは、余白まで含ふくむ文字数なのか？」と。

　誰だれかに訊ききたい。しかしそんなこと知っていそうな知り合いは、いない。さらにいたとしても、これは、「先生。バナナはおやつに入るんですか」的な、アホな質問に違ちがいない……。

　そこで考えた方法は、改行や空白を文字数に含めようが、含めまいが、絶対に規定枚数を下回らないし、また上回らない枚数にする、ということ。これなら安心。

　表現を切り詰め、ストーリーも、しぼりました。

　結果、規定はクリアした模様。

　そして本になる段階になって、本にするには十数ページ不足で、加筆が必要と判明。

　あまりにも規定に怯おびえたため、規定にはおさまっているけれど、一いつ般ぱん的な作品よりは短めになっていたらしいです。

　でも加筆させてもらえたおかげで、きっちきちだったお話に、ちょっと余よ裕ゆうが出来ました。

　投稿したときに比べ、少しでもマシになっていればいいのですが。

　こんなに恐おそる恐る投稿した原稿を、きちんと読んで選考してくださった審査員の先生方に、感謝するばかりです。またそれ以前に、選考のために原稿を読んで頂いた編集部の皆様、選考に関かかわってくださった皆様にも、こころからお礼を申し上げたいです。

　さらに、未いまだ役立たずの私にすら、とても親身に親切にご指導くださった担当様。親切にして頂くたび、ちょっと拝んでしまいます。ありがたや。これからもよろしくおねがいします。

　さらに、さらに。イラストを描えがいてくださった、あき様。描いて頂けると知ったときの、嬉うれしさたるや。そして描いてくださったアンやシャルの素す敵てきさ。彼らは果報者です。

　最後になりますが。今、この本を手にとってくださっている方々に。

　気に入ってもらえなければ、心底申し訳ない。すみません。鼻で笑って忘れてください。

　気に入ってもらえれば、万ばん歳ざい！　ありがとう、愛してます！

　すべてのかたに。ありがとうございますと、今一度。





三川　みり　　
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